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・∴郡　・　一　　　　　　　　　　一　　　　．

登宙に知られた遺跡があ咽ます。また泊相では淘集落跡や畜場のほか銅鐸などの鷺

垂を遺物　出土して縮まず。さらに淘東郷町では寓史跡の北路畜場をはじめとする

古墳群や集落跡などがあります。なかで、鶴橋者圃場観照西部　の一宮であった

．∫　　・　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　・

宝に指還され貰います。

当財団では、この豊　を遺跡地帯を鴇略年度こび　肇づ　建設省の委託を受け、

一　一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　－

た。、

その結鼠砂腹帯約束饗落雷ありた最瀬高浜遺跡の空拍期間を埋める時期職集落

声　∴　‥　上　・．　　、　　　．一＿　　　．

貴重な資料です。今固、この調査成果を報告書にまとめ鞘することができました。

本報告書が教育および学術研究のため広竃活用され淘歴史の解明の一助になればと

I古　　　・・　　　　　′　　∴・‥＝　　　　　　　　　　　　．・寸、J J′・

に伝えられれば事跡鷲もす。

最後に、建設省禽吉主事事務所ならびに交通の不便な所に　かかわらず調査に参

加して　だきりた地元の潜ををはじめ淘　ご協か渡だいた方々淘　その他関係各位に

対して碇から感謝し鴇　摩　お礼申し上げます。

平成5年3朋

財団法泉　偽取麒教商文化財団

埋奉養′商　機　　鼠＋・次



序　　　文

建設省が管理する一般国道9号は、京都市を起点として福知山を経由し、蒲生峠から山陰地方へ入り、

日本海に治って鳥取・島根両県を西達し、山口愚下問に至る延長約609kmの路線であり、山陰地方の産業・

経済活動の動脈として大きな役割を果たしています。

このうち建設省倉吉工事事務所では、東伯郡泊村から米子市（鳥取・島根愚境）まで76．4kmを管理し

ており、各種の道路整備事業を実施しています。そのうちの一つに東伯郡羽合町及び泊村地内において、

将来の国土開発幹線道路として当面、活用できる機能を有する高規格な自動車専用道路である羽合通路

の整備を進めています。

羽合道路は、泊村原地内でインターチェンジにより現遺9号及び㊤倉吉青谷線とアクセスし、羽合町

長瀬でインターチェンジによって北条退路一般部とアクセスしますが、途中東郷湖が見渡せる位置に

サービスエリアが予定されている延長6kmの愚中部地方ではじめての高規格道路で、昭和61年度に国道

9号のバイパス事業として事業に着手しましたが、63年度に高規格な機能を持たすよう構造変更を行い、

同年用地捌又に着手しました。平成2年度からは、羽合高架橋下部工事に着手し、今年度は下部工を完

了し、上部工に着手しました。

このルートには、全部で10か所の古墳・散布地がありますが、鳥取愚教育委員会と協議を行い、文化

財保護法第57条の3の規定に基づき文化庁長官へ通知した結果、事前に発掘調査を行い記録保存を行う

こととなりました。

このうち羽合町地内では、工事の予定工程等を考慮し調整した結果、今年度は「大山所在遺跡群（ロ）」

（報告書南谷大山遺跡、南谷28号墳）、「南谷古墳群」（報告書南谷22号墳）南谷所在遺跡群」（報告書南谷

ヒジリ遺跡、南谷27号墳）の3か所について財団法人鳥取愚教育文化財団と発掘委託契約を締結し、鳥

取愚教育委員会の指導のもとに発掘調査が行われました。残りの箇所についても4年度に引続き発掘発

掘委託契約を締結し、発掘調査を進めていただく予定です。

本書は、この調査結果に学術的な考察を加え、「記録」として保存するためにまとめられたものです。

この貴重な「記録」が文化財に対する認識と理解を深めるため、並びに教育及び学術研究のために広く

活用されることを期待するとともに、建設省の遠路事業が、文化財保護に深い関心を持っていることに

御理解いただければ辛に存じます。

おわりに、事前の協議をはじめ現地での調査から報告書の編集に至るまでご協力をいただいた鳥取愚

教育委員会及び財団法人鳥取県教育文化財団の関係各位のご尽力に対し感謝いたします。

平成5年3月

建設省　倉吉工事事務所長

岡　　田　　清　彦



例　　　言

1．本報告書は、1992年度一般国遺9号（羽合通路）改築工事に伴う羽合町大字南谷字大山地区（南谷

大山遺跡）、羽合町太字南谷字ヒジリ地区（南谷ヒジリ遺跡主羽合町大字南谷字夫婦塚地区（南谷22号

墳）の埋蔵文化財発掘詞査記録である。

2．本報告書に収載した南谷ヒジリ遺跡、南谷22号墳（1990年度一部調査）は周知の名称であるが、南

谷大山遺跡は新発見の遺跡の為、太字と小字名を並べて命名したものである。

3．本報告書に収載した遺跡の所在地は、南谷ヒジリ遺跡が羽合町大字南谷字ヒジリ327、他2筆、南谷

22号壇が羽合町太字南谷字夫婦塚鼠79－4、南谷大山遺跡が羽合町大字南谷字大山114・大山113、南谷字

助七曜132…、南谷字峰摘0、他9筆である。

4．本報告書で示す標高は建設省の通路センタ…杭を使用し、南谷ヒジリ遺跡はNo92（Ⅹ∴55992．801

Y：－40724．449）の21．761m、南谷22号壇はNo88＋20（Ⅹ：－56068．809　Y∴40352．764）の68．780

m、南谷大山遺跡はNo85（Ⅹ：…56153．399　Y∴40044．199）の92．228mを起点とする標高値で方位

は磁北である。Ⅹ：、Y：は国土座標第5系である。

5参　本報恩書に記載の地形図は国土地理院発行の1／50000地形図「青谷・倉吉」、調査区位置図は羽合

町のi／2渕地形図「都市計画計画図5」を使用した。

6鏑　本報告書の作成は調査員の討議に基づくものである。

報告書本文については調査員が分担して執筆し、執筆担当者名は目次に記載した。

挿図のうち、遺構実測は調査員、補助員、及び業者委託して行なった。

遺構の浄写は中部埋蔵文化財調査事務所で、遺物の実測¢浄写は、鳥取愚埋蔵文化財センターで行

なった。

遺構写真は発掘担当調査員が、遺物写真は岸本・牧本が撮影した。

本書の編集は米田が行なった。

7㊧　出土遺物、図南、スライド等ほ鳥取愚埋蔵文化財センタ…に保管されている。ただし、出土遺物は

将来的に羽合町教育委員会に移管する予定である。

。官立奈良文化財研究所の浅川滋男主任研究官から、南谷大山遺跡で確認した竪穴住居跡の構造につ

いてとこれからの住居跡の調査の方法についての指導助言を頂き、さらに、2棟の焼失住居跡の復元

方法に関する指導をして頂いた。

9。島根大学文学部歴史学研究室の田中義昭教授から、・南谷大山遺跡の集落の在り方についての指導助

言を丁頁いた。

汎　米予工業高等専門学校建築学科の和田嘉宥助教授から、南谷大山遺跡の焼失住居の構造について指

甘助言十l十　′、．

11．京都産業大学理学部年代測定室の山田治教授に、南谷太助遺跡の焼失住居内出土の炭化物について

のCi年代測定をお願いした。

12。鳥取大学農学部農林総合科学科の古川郁夫助教授に、南谷大山遺跡の焼失住居内より出土した炭化

物の樹種鑑定をお願いした。

13．鳥取大学教育学部の赤木三郎教授に、調査地区出土の石器、圭類の石材鑑定をして頂いた。

接∴青環境研究所に、土坑埋土中の花粉とプラントオパール分析、遺構出土の種子同定を依頼した。

15．関西大学文学部考古学研究室の網干善教教授に南谷大山遺跡BS H3の鉄を鑑定して頂いた。

16．鳥取大学医学部法医学研究室の井上晃孝助教授に主体部出土の歯の鑑定をして頂いた。

17。鳥取県立博物館自然係の星鬼活暗係長、鳥取胆警察本部の竹林慶謹氏にBSKO4出土の貝類の鑑定

をして頂いた。

18．現地調査及び報告書作成にあたって、下記の方々に指導助言・協力して頂いた。

赤沢秀則、久保穣二朗、小原貴樹、真田康幸言音水真一、瀧川友子、中野知照、名越　勉、

西尾克己、根鈴輝男、根鈴智津子、広注耕治、宮本正保、森下哲哉、

（五十音順、敬称略）



凡　　　例

1．発掘調査時における遺構番号と報告書の番号は、基本的に一致する。しかし、南谷ヒジリ遺跡につ

いては、1992年調査時にSKOl～03・S SOlとしたものを、1990年調査のものに続けるためにSK

O5～07・S S02に変更した。

2．本報告書における遺構記号は次のように表す。なお、掘立柱建物跡の柱穴のピット番号は、建物毎

の番号とピット群の番号の両方がある。

SI：竪穴住居跡　SB：掘立柱建物跡　SK：土抗・土壌　SD：溝状遺構　SS：段状遺構

P：柱穴・ピット

3．本報告書における実測図は基本的に下記の縮尺で掲載した。

（1）遺構図一竪穴住居跡：1／60、掘立柱建物跡：1／60、土抗・土壌1／30、

溝状遺構：1／60・1／100・1／800、段状遺構：1／60・1／100、ピット群：1／60・1／100

古墳：1／60・1／200、主体部：1／20・1／30・1／40

右列遺構：1／80

（2）遺物実測図一土器：1／3・1／6・1／8、土玉：1／2、鉄製品：1／2、1／1・1／2、

石器：1／1・1／3・1／4、音鋼製品：1／1・1／2、木製品：1／1

4．ピットの規模は（長径×短径一深さ）cmで表した。竪穴住居跡の規模は、壁溝を除いた床面の規模で

ある。墳丘の規模は、墳端（裾部）までの計測値である。

5．遺構図における表示は以下の通りである。

：貼床、 ：焼土、出川出目炭化物、 炭・灰、

：貝層、尋冨：砂、墨梵：砂利、　：旧表、　：赤色塗彩、
●：土製品、　　△：鉄器、　　□：石器、　▲：木製品、　0：玉製品、

★：音鋼製品

6．本報告書における遺物記号は次のように表す。

Po：土器・土製品　S：石器　J：玉製品　F：鉄製品　B：音銅製品　W：木製品

7．土器実測図のうち、弥生土器・土師器は断面白抜き、須恵器は断面黒塗りで表現した。遺物実測図

中における記号は以下の通りにする。

－→‥ケズリの方向（砂粒の動きで判断した）∴＋＋‥赤色塗彩、……：擦り範臥

－‥敲打範臥薫空‾：敲打面、．∵∵擦り面、●Po：床面出土土器、●S：床面出土石器、

●J：床面出土玉製品、●F：床面出土鉄製品、●B床面出土音銅製品

8．遺物には、遺跡名、地区名、遺構名もしくはグリッド名、取り上げ番号、取り上げ年月日を基本的

に記載した。遺跡名は次の略号を用いた。南谷大山遺跡＝MO、南谷ヒジリ遺跡＝MH。実測した遺

物については、実測者の頭文字を使った実測者番号（KR－1、NA－1等）を2×5mm程度のシールに

記し、それを個体ごとに貼り付け、実測原図にもその番号を記した。
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南谷大山遺跡BSBO3完掘状況（北より）

南脊大山遺跡BSSOl完掘状況（北より）

図版33　南脊大山遺跡BSKlO完掘状況（東より）
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南谷大山遺跡BSK12完掘状況（北より）

南谷大山遺跡BSK13完掘状況（北より）

図版34　南谷大山遺跡BSK14完掘状況（西より）

南谷大山遺跡BSK15完掘状況（北より）

南谷大山遺跡BSK16完掘状況（北東より）

南谷大山遺跡BSK17完掘状況（北より）

図版35　南谷大山遺跡BSK18完掘状況（南西より）

南谷大山遺跡BSK19完掘状況（北より）

南脊大山遺跡BSK20完掘状況（北より）

南谷大山遺跡BSK21完掘状況（北より）

図版36　南谷大山遺跡BSK22完掘状況（南東より）

南谷大山遺跡BSK23完掘状況（南より）

南谷大山遺跡BSK24土器・炭化物出土状況（西より）

南脊大山遺跡BSK24完掘状況（南より）

図版37　南谷大山遺跡BSSOl嚢（Po9）出土状況（東より）

南谷大山遺跡BSSO2完掘状況（西より）

南脊大山遺跡BSSO3完掘状況（南より）

南谷大山遺跡BSSO5完掘状況（北より）

図版38　南谷大山遺跡BSSO4完掘状況（北西より）
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南谷大山遺跡BSSO4土器（Po8・Po15・

Po21・Po23・Po24・Po26）出土状況（北より）

1992年度南谷大山遺跡調査終了後全景（南上空より）

図版39　南谷大山遺跡BSDO3完掘状況（北東より）

南谷大山遺跡BSDO4・05完掘状況（西より）

南谷大山遺跡BSDO6完掘状況（北より）

南谷大山遺跡Bピット群02完掘状況（北東より）
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南谷22号墳土層断面（南より）

南脊22号墳完掘状況（北東よIj）

南谷22号墳完掘状況（南西より）

図版41南谷24号墳調査前（南東より）

南脊24号墳墳丘検出状況（東より）

南谷24号墳完掘状況（西上空より）

南谷24号墳墳丘Eベルト

図版42　南谷24号墳第1主体部Eベルト

南谷24号墳第1主体部Nベルト

南谷24号墳第1次墳丘（北西より）

南谷24号墳第2主体部蓋石と溝完掘状況（西より）

図版43　南谷24号墳第2主体部蓋石検出状況（北より）
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南谷24号墳第1主体部検出状況（南西より）

南谷24号墳周溝内石棺石蓋出土状況（東より）

南谷24号墳周溝内石棺石蓋除去後（東より）
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南谷24号墳周溝内石棺掘り方完掘状況（西より）

南谷24号墳周溝内須恵器蓋杯出土状況（南東より）

南谷25・26号墳墳丘検出状況（上空より）

図版46　南谷25号墳西周溝内土器（Po3・Po4・Po5）出土状況（北よIj）

南谷26号墳第1主体部土器（Po3）出土状況（南東より）

南谷26号墳第1主体部検出状況（北東より）

南谷26号墳第1主体部掘り方完掘状況（北東より）

図版47　南谷25号墳墳丘検出状況（西より）

南谷25号墳墳丘完掘状況（西より）

南谷26号墳墳丘検出状況（西より）

南谷26号墳墳丘完掘状況（西より）
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南谷28号墳墳丘完掘状況（北より）

南谷28号墳東側周溝内土器（P013・Po15・
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南谷大山遺跡B区石列遺構検出状況（南東より）

図版49　南谷ヒジリ遺跡調査前（東より）
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南谷27号墳完掘状況（南より）

南谷27号墳北西側周溝内土器（Po4）出土状況（西より）
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南谷ヒジリ遺跡SKOG完掘状況（南より）

南谷ヒジリ遺跡SKO7完掘状況（南より）

南谷ヒジリ遺跡SSO2完掘状況（西より）
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第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経緯

羽合道路　　鳥取愚中部地域の交通混雑緩和を図るために、1973年より一般国道9号改築工事として北

条バイパスの建設が進められ、1990年11月に全面開通した。さらに、この工事の一環として

羽合道路が1986年度に自動車専用退路として都市計画決定され、事業に着手し、その後、1988

年度に高規格退路として計画変更された。この道路は、現遺9号の泊村薗地内のインターチェ

ンジから、羽合町長瀬のインターチェンジを抜け北条バイパスに結ぶものである。

周辺遺跡　　また、計画地内とその周辺は橋津・南谷・宇野（羽合町）、園（泊村）などの古墳群、南谷

遺跡・乳母ケ谷遺跡（羽合町）、宇谷第1遺跡・原第2遺跡（泊村）などの土器の散布地が丘

陵上に存在し、文化財の宝庫である。

試掘調査　　この状況の中で、このように多くの遺跡が密集している地域でもあり、建設に先立って計

画地内の遺構・遺跡の広がりを確認する必要性が生じた。そして、1988－1990年度に亘って
（1）

羽合町教育委員会が、国庫補助事業として各丘陵の尾根を中心に試掘調査を行なった。その

内、今年度調査にかかわる調査結果としては、南谷大山遺跡（南谷大山所在遺跡群）で竪穴

住居跡・掘立柱建物跡各1・古墳2・周溝1・土壌2（T3～T7・T9）が確認された。

また、1990年度に中部埋蔵文化財調査事務所が、南谷ヒジリ遺跡と南谷古墳群の発掘調査
（2）

を行なった。その結果、南谷ヒジリ遺跡では、住居跡5・土坑3・掘立柱建物跡2・溝状遺

構1を確認した。特に、溝状遺構は「コ」字状を描き今年度の調査区域へ延びていた。そし

て、南谷古墳群では、南谷19－23号境を確認したが、南谷22号増については末用買地があり、

周溝の調査を一部残した。

調査計画　　これを受けて、建設省中国地方建設局倉吉工事事務所は、鳥取県教育委員会文化課と協議

し、財団法人鳥取県教育文化財団に記録保存のため事前調査を委託した。これによって当文

化財団が調査計画を作成し、それに基づき、中部埋蔵文化財調査事務所が発掘調査を担当す

ることになった。1991年度は南谷大山遺跡（イ）9932m2の調査を終了し、1992年度は南谷ヒジ

リ遺跡318m2、南谷古墳群75m2、南谷大山遺跡（ロ）6791m2、南谷大山遺跡（ハ）3640m2を調査す

る予定であったが、調査終了後に南谷ヒジリ遺跡371m2、南谷古墳群104m2、南谷大山遺跡（ロ）

8632m2に変更となり、南谷大山遺跡（ハ）の調査は延期となった。期間は1992年4月～1993年

3月であった。

調査予定　　来年度以降には、南谷大山遺跡（ハ）の調査が予定されている。

2　調査の経過と方法

南谷大山　　羽合町教育委員会の行なった南谷大山遺跡の試掘調査で、古墳の周清、古墳時代の住居跡、

掘立柱建物跡、土坑を確認し、丘陵上に遺構が広がることを想定して調査することになった。

南谷大山地区は1991年度、1992年度に亘って発掘調査することになった。

1991年度　1991年度調査は業者に委託して調査前の地形測量を行ない、セスナによる航空写真撮影を

行なった。次に、地区設定を行なった。地区設定の方法はK5杭（Ⅹ：56130．000、Y：

40040．000）を起点として、国土座標軸と重なるように東西軸、南北軸を設定した。さらに、

この2つの軸線を基準に10mごとに杭を打ち、地区全体を10m方眼に区画した。基線は南北
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方向を西からA～0とし、東西方向を北から1～20と設定した。また、この調査区は3つの

尾根から構成されていたため、JlO杭を中心に3区分した。その区分けは北側の尾根をA区、

南西側に延びだす尾根をB区、南側に延びる尾根をC区とした。今年度調査はA区とB区の

一部の調査となった。以上で準備作業を終了した。まず、重機による表土剥ぎを始め、6月

13日より南谷24号墳付近の人力による表土剥ぎを開始した。

遺構検出作業によって、古墳、竪穴住居跡、土坑、溝状遺構、ピット群が検出され、弥生

時代終末から古墳時代の前期初頭の集落、古墳時代中期から後期の古墳が存在したことを確

認し、指導を受けながら各遺構の調査を行なった。特に、多数確認した竪穴住居跡について

詳細に考察できるように、奈良国立文化財研究所の浅川滋男主任研究官より、7月16日を初

めに2度に亘って調査指導を受け、中でも、焼失した竪穴住居跡を中心に住居の上屋構造に

ついて詳しく検討した。本遺跡の1991年度調査は12月21日に遺構実測を行なって終了した。

1992年度　1991年度調査に引き続き、南谷大山遺跡のB区の残りの部分とC区を調査する予定となっ

た。昨年度と同じように調査前測量、航空写真撮影、地区設定を行ない準備作業を終了した。

地区設定の方法は昨年度の東西軸、南北軸を延ばして基準杭を打った。南北軸はAラインを

基準に東に向かってA～D、西に向かってa～iとし、東西軸は北から14～28とした。

まず、調査は5月21Eより、重機による表土剥ぎから始まったが、排土する場所が限られ

ており、2台の重機を使用した。6月6日より検出作業を始めたが、やはり排土する場所に

制限があり、ベルトコンベアーを10台繋いで、南側の斜面に排土した。表土剥ぎを行なった

結果、西側斜面に黒色土の簿が、南側斜面で溝が延びていく様相を呈していたことから、鳥

取麒教育委員会文化課を通して建設省と協議した結果、調査範囲の拡張が決まり、南谷大山

遺跡C区［大山所在遺跡（ハ）］は来年度調査となった。

遺構検出作業によって、弥生時代後期後半から古墳時代中期後半の竪穴住居跡、掘立柱建

物跡、土坑、段状遺構、溝状遺構、ピット群、古墳時代後期の古墳が確認された。特に竪穴

住居跡がたくさん確認され、特徴のある住居跡が検出された。そこで、今年度も指導助言を

得て調査を進めることにした。焼失住居を中心とした竪穴住居の上屋構造について、昨年に

引き続き浅川滋男主任研究官に指導を仰ぎ、さらに、米子工業高等専門学校の和田嘉宥助教

授にも指導を仰いだ。そして、集落の在り方について、島根大学法文学部田中義昭教授の指

導を仰いだ。本遺跡の1992年度調査は1993年1月11日に遺構実測を行なって終了した。

南香　　南谷ヒジリ遺跡［南谷所在遺跡群］はすでに1990年度に調査を行なし（ミ）、弥生時代後期後半

ヒジリ　から古墳時代前期の住居跡、土坑等を確認した。しかし、「コ」字状に調査区外に延びていく

溝状遺構が特定できなかった。溝が延びていく部分が崩壊危険区城であったため、調査を継

続して行なうことができず、1992年度調査となった。初めに、調査前地形測量を調査員で行

ない、セスナによる航空写真撮影を行なった。地区設定するにあたり、建設省に1990年度に

調査区の設定に使った建設省道路センター杭No91＋60（Ⅹ：－55992．900、Y：140684．661）

とNo92（Ⅹ：・55992・801、Y：・40724．449）の復元を依頼し、この2本を基準に東西、南北

の基線を復元して地区設定を行なった。No92杭がA2杭になるようにして、南北軸はAを基

準に東方向にA～Bとし、西方向にa～b、東西軸を北より0～4として、準備作業を終了

した。調査は4月6日にかかり、5月2日に遺構実測を行なって終了した。

南香　　　南谷22号項の調査は調査前地形測量、ラジコンヘリコプターによる調査前の写真撮影、1990

22号墳　年度に設定した調査杭F4、H4、H5をもとに杭を設定した。調査は11月18日に調査にか

かり、1月12日に遺構実測を行なって終了した。
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調査日誌抄

1991年度

6月13日

9月27日

9月19日

10月18日

12月21日

1992年度

4月6日

4月16日

5月2日

6月6日

8月5日

南谷大山遺跡調査開始

台風19号来襲

ASIOl炭化物実測終了

南谷24号境で中心主体を検出

1991年度分最終遺構実測終了

南谷ヒジリ遺跡調査開始

南谷27号墳墳丘精査

南谷ヒジリ遺跡調査終了

南谷大山遺跡遺構検出作業開始

BSI20で髄出土

8月27日－9月4日　厳しい残暑

9月14日　島根大学法文学部田中義昭教授調

査を指導

9月26日　国立米子工業高等専門学校和田嘉

宥助教授、遺跡を視察

9月30日　奈良国立文化財研究所浅川滋男主

任研究官、調査を指導

10月14日　鳥取県中部に豪雨、遺構も水没

11月18日　BSI20の髄、取り上げ

1月12日　本年度調査終了

写真l遺構実測作業風景

写真2発掘作業風景

挿図1南谷大山遺跡・南谷ヒジリ遺跡と道路建設ルート
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第3節　調査体制

調査は鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化財センターの指導のもとに下記の体制で実施された。

○調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

理事長

副理事長兼常務理事

事務局長

財団法人鳥取県教育文化財団

所　　長

次　　長

調査指導係長

庶務係長

○調査担当　財団法人鳥取県教育文化財団

所　　長

主任調査員

調査員

調査補助員

西尾邑次（鳥取県知事）

坂田昭三

若松良雄

埋蔵文化財センター

土井田憲治（鳥取県教育委員会文化課長）

山根豊己

田中弘道（鳥取県埋蔵文化財センター次長）

山根夏男（鳥取県埋蔵文化財センター庶務係長）

中部埋蔵文化財調査事務所

入江輝三

米田規人

牧本哲雄・岸本浩忠

山根雅美・岩本尚子

○調査協力

下記の方々に発掘調査作業員、整理作業員として協力していただいた。

青木輝明、　朝倉郁雄、　池原美代子、市橋貴志子、伊藤恵美子、稲垣美智恵、伊藤義輝、

入江淑恵、　岩室紀男、　植原昭典、

表　明美、　勝田美登里、上本明子、

蔵本重信、　桜井きみ子、佐藤　亮、

陶山勝利、　高浜新策、　竹田　肇、

田中和子、　角田磨智子、中田　都、

西垣吟枝、

藤田広子、

松井久雄、

光井芳子、

山本清子、

西本てる子、野崎悦子、

藤田恭人、　藤原秀子、

松田悦雄、　松岡朋子、

村口いつ子、森脇幸子、

吉村綾子、　若杉道子、

浦木伊都子、

河口智津子、

嶋崎久子、

竹本富美代、

中原千恵、

浜口みち子、

前傾一重、

松田澄子、

安田成行、

（五十音順、

大嶋貞夫、

吉川久子、

清水房子、

谷本美智恵、

中村晶宏、

林　　博、

前　宮子、

松田　昇、

山崎定雄、

敬称略）

大喝由起枝、

木戸孝行、

杉原光雄、

高浜とし子、

中村勝恵、

福田延子、

前田二三枝、

松本美垂、

山田嘩美、

奥田和美、

倉益和美、

杉村秀吉、

津嶋時三、

中村博子、

福田弥千代、

真壁　均、

松本美佐子、

山本久美恵、



第2章　位置と環境

第瑠節　地理的環境

鳥取県　　鳥取県は本州の西部、中国地方の北東部に位置する。北は日本海、東は兵庫県、南は標高
t

1200mを越える中国山地を県境として岡山県◎広島県、西は島根県と接する。鳥取県の県城

は東西126km、南北61．85km、面積349．269加で、日本全体の約1％を占める。鳥取県は鳥取市

を中心とする東部、倉吉市を中心とする中部、そして米子市◎境港市などからなる西部の三

地域に分けられる。各地域とも地勢は山がちで、山地が県総面積の86．3％を占める。それぞ

れの地域には千代川（東部）、天神川（中部）、日野川（西部）の県下を代表する河川が流れ、

その下流域に東部の鳥取平野、中部の倉吉◎北条◎羽合平野、西部の米子平野が発達してい

る。また各平野の海岸線には鳥取平野の鳥取砂丘、北条◎羽合平野の北条◎長瀬砂丘、米子

平野の弓が浜半島などの砂丘、砂州が発達している。その中でも代表的なものは鳥取砂丘で、
（3）

東西長15km、南北幅最大2kmの規模を持つ。

羽合国軍　　羽合町は、鳥取県の中央部に位置し、東には泊村、東郷池をはさんで東郷町、西には天神

川を境に北条町、南は倉吉市と接している。北には日本海が、その波頭を光らせている。人

口約7000人、面積12。4加の田園風景の広がる町である。地形は、馬ノ山の低い丘陵と天神川

の河口部に発達した長瀬砂丘、天神川から東郷池に向かって広がる羽合平野、東郷池とから
（4）

なる。

東郷泡　　東郷池は、約420haの汽水湖で、かつては日本海の内湾だった。縄文海進の後、河川の土砂

の運搬などにより、北条◎長瀬砂丘が発達した。その結果、湾口が塞き止められてできた潟

湖である。最深部は4。6mで、湖底より温泉が湧き出る。

現在、東郷池には舎人川◎東郷川◎羽衣石川◎埴見川が流れ込み、その水は橋津川を通っ

て日本海へ至る。古代においては天神川も、流路の変動はあったものの同地に注いでいた。
（5）

池には淡水魚だけでなく、橋津川を逆流して流入する海水にのって海産の魚介類が入る。

調査地域　　前述の東郷池の北東にある丘陵から、東郷池に向かって伸びる尾根上に存在するのが、南

谷ヒジリ遺跡、南谷古墳群、南谷大山遺跡である。特に南谷大山遺跡が所在する尾根上から

は、東郷池◎羽合平野◎日本海はもとより、遠く島根半島まで視野に入れることができる。

挿図2　羽合町の位置
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第2節　歴史的環境

旧石器　　東郷池周辺に限らず鳥取県において遺構を伴う旧石器遺跡は確認されていないが、大山山
のつみ

時代　麓の丘陵上でいくつかの旧石器が見つかっている。中部地区では、関金町野津三の黒曜石製
（7）　　わだ　（8）　　かずわすき　　　　（8）　　こう　　（9）

ナイフ型石器、倉吉市和田の石刃、倉吉市上神◎鋤の細石刃石核、倉吉市国府の掻器、倉吉
なかお　　　　　　　　　　　　（18）

市中尾遺跡の国府型のナイフ型石器などである。このうち、野津三のナイフ型石器◎中尾遺

跡のナイフ型石器は県下では唯一のローム層中の発見であり、大変貴重なものである。

縄文時代　縄文時代早創期に盛行するとされる隆線文土器群は県内では発見されていないが、石器類

草創期　は二十数カ所で確認されている。中部地区では、有茎尖頭器が大栄町違憲◎東伯町諒等欄
ささがなる

早　期　金町笹ケ平などで見つかっている。やはり大山山麓の丘陵上での発見である。早期でも丘陵◎
とりぎ　（11）

台地上に遺跡が確認されている。倉吉市取木遺跡では竪穴住居跡◎炉跡、押型文の探鉢など
みなみだに　　（2）

が見つかっている。東郷池周辺においても、南谷19号墳（1）の旧表下より安山岩製のスクレ

イパーが見つかっており、縄文時代人が海岸部の丘陵上にも足跡を残していたことが窺える。

前　期　前期になると気候が温暖になり海進が進み、この地域では広いラグーンが形成され、この周
（1カ

辺で遺跡が確認されるようになる。北条町島遺跡は、前期から晩期の貝塚を伴う遺跡で、土

器のほかに石器、丸木舟、貝、人骨、動物骨が検出されている。丸木舟は県内でも数例知ら

れるに過ぎず、貴重なものである。また、花粉分析の結果や貝の種類から古環境の変化の棟
なるばやし　（7）　　ふなと

中　期　子を復元することができるようになった。中期の遺跡は、倉吉市平ル林遺跡、北条町船渡遺
（1瑚　　　　　　　　（2）

跡、羽合町南谷ヒジリ遺跡（B）などが知られるにすぎず、遺跡の密度も少ない。後期になる

後期　と遺跡の数は増加し、倉吉市産品躍遺跡（1空東伯町憲逼第2遺跡（1望関金品薄遺跡等、はこの時期

の住居跡が見つかっている。これらの住居の中央には、石組の炉が作られている。この周辺
てんじんがわかりゅう　（1瑚　　　きたふく　　　佃

では、倉吉市天神川下流遺跡、東郷町北福第3遺跡（56）で磨消縄文土器などが表探されてい

晩期　る。晩期では、倉吉市齢穿遺跡等配石墓、土器棺墓、土壌が見つかっている。なかでも、
はやしがはら　（19）

土器棺墓は県内においても岸本町林ケ原遺跡とここにしか見つかっておらず、この時期の葬
ながせたかはま　（20）　　　　　　　　　きたお　（21）

制を知る貴重な資料である。長瀬高浜遺跡では刻目突帯文土器、北条町北尾遺跡でもこの時
べっしょ

期の土器を出土している。時期ははっきりしないが、東郷町別所第2（41）◎第6遺跡（42）、
ふくなが　　　　　　　　　　のきょう　　　　　　　　　　しらいし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用

福永第3遺跡（59）、野花第2遺跡（35）、白石第1遺跡（50）でも縄文土器が表採されている。
みやのやま　（22）

泊村宮の山遺跡（70）では、漁扮具としての石錘が見つかっており、縄文人が海や湖で盛んに

魚を獲っていたことが想像される。

弥生時代　大陸から伝播した稲作は、日本列島をかなりの速さで北上したと考えられ、鳥取県でも前
めぐみ　（23）

前期　期には米子市目久美遺跡で水田跡が確認されている。東郷池周辺では水田跡は確認されてい

ないが、稲作に伴う遺物が各所で見つかっており、弥生時代水田の調査が行われるのも近い

ものと思われる。この時期には、天神川の沖積作用と日本海からの風によって形成された砂
（20）

丘上に、長瀬高浜遺跡（14）が現われる。この遺跡は弥生時代前期から中世までの複合遺跡で

あるが、この時期の遺構には4棟の玉作工房跡のほか、土墳墓などがある。玉作工房跡は日

本でも最も古いものの一つである。
伽）

中　期　長瀬高浜遺跡では中期の土墳墓がわずかに見られるが、後期の遺構は全く見られず、古墳

時代に入ってからが最も栄える。東郷池周辺では、この時期の遺跡は長瀬高浜の土墳墓を除

いては確認されておらず、遺跡の密度が少なくなっている。かわりに、丘陵上での遺跡の密

度が増すと推定される。

後　期　後期においても同様の現象が見られ、焼失住居が見つかった倉吉市議産遺跡（￥）20）、炭化米。
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古墳　　　　　古墳群　　　　遺跡　　　　寺院跡　　　窯跡　たたら跡　　城跡

⑳圃　⑳ ◎　　卍　Jl　穴　　鼎

挿図3　周辺追跡分布図

A南谷大山遺跡　B南谷ヒジリ遺跡　C南谷22号墳e南谷古墳群　D園7号墳◎薗西川遺跡　E原第2遺

跡1南谷19号墳◎南谷夫婦塚遺跡　2南谷大ナル遺跡　3乳母ヶ谷第2遺跡　4渾古墳　5宇野第1

遺跡　6宇野第4遺跡　7宇野第5遺跡　8橋津（馬ノ山）4号墳　9乳母ヶ谷遺跡10南谷遺跡11南

谷貝塚12和助北遺跡13橋津台場14長瀬高浜遺跡15天神川下流遺跡16大平山古墳群17福庭古

墳18小田鋼鐸出土地19向山古墳群　20福庭遺跡　21山根古墳群　22藤和墳丘墓　23伊木古墳群　24

隈ヶ坪遺跡　25門田遺跡　26津浪遺跡　27片平4号墳　28佐美遺跡　29佐美古墳群　30埴見中ノ谷古窯

跡　31埴見古墳群　32長和田古墳群　33野花北山1号墳　34引地古墳群　35野花第2遺跡　36羽衣石第

1生産遺跡　37羽衣石第2生産遺跡　38羽衣石城跡　39小鹿谷古墳群　40別所古墳群　41別所第2遺跡

42別所第6遺跡　43高辻第1遺跡　44高辻第3遺跡　45高辻古墳群　46川上古墳群　47川上生産遺跡

48久見古瓦出土地　49久見古墳群　50白石第1遺跡　51中興寺古墳群　52野方第3遺跡　53野方◎弥

陀ヶ平廃寺　54野方古墳群　55北福第1遺跡　56北福第3遺跡　57北福古墳群　58漆原古墳群　59福永

第3遺跡　60藤津古墳群　61大鼻遺跡　62船隠遺跡　63宮内狐塚古墳　64伯者一宮経塚　65宇谷第1遺

跡　66字谷古墳群　67園古墳群　68河口城跡　69右脇2号墳（尾尻古墳）70宮の山遺跡　71堀勾玉出土

地　72池ノ谷鋼鐸出土地
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おおばな　（25）

貝殻などを包蔵する4基の貯蔵穴が見つかった大鼻遺跡（61）、竪穴住居が調査された南谷
（2）　　　　　　　（2ゆ　　　　めおとづか　（2）　　うばがたに　（川

ヒジリ遺跡（B）◎南谷大ナル遺跡（2）◎南谷夫婦塚遺跡（1）◎乳母ケ谷遺跡（9）◎乳母
（2）　　みなみだにおおやま　　　　　うたに　　　伽）

ケ谷第2遺跡（3）◎南谷大山遺跡（A）◎宇谷第1遺跡（65）など、丘陵上の遺跡の密度が
わすけきた　　¢7）

増加する。低地においては、和助北遺跡（12）で祭祀関係の土器と思われる、赤色塗彩され
こだ（13）

た脚付注口土器が見られるのみである。この地域は銅鐸の出土例が多く、倉吉市小田（18）
きたふく　　　幽　　　　　　　（20）

で2日（外線付紐II式◎扁平鉦式）、北福第1遺跡（55）◎長瀬高浜遺跡で小銅鐸がそれぞれ1
いけのたに（22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よねさと　　個

日、泊村池ノ谷（71）で2本の舌とともに1口（外線付紐I式）、北条町米里で1口（外線付
やばせ（30）

紐式）、やや離れて東伯町八橋で1日（扁平鉦式）が見つかっている。そのほかにも、伝伯者
3萄配

国とされるもの1口（外線付紐I式）がある。東伯者においては、弥生時代における集団墓
あみだいじ　　　　（31）とうわ　　　82）

から卓越した倉吉市阿弥大寺1－3号墓、藤和墳丘墓（22）などの四隅突出型弥生墳丘墓が

計4基存在する。

音域時代　　主な前期古墳には、三角縁神獣鏡を含む多数の副葬品をもつ、復元全長100mを測る前方後
はしづうまのやま　　　（17）

前　期　円墳である橋津（馬ノ山）4号墳（8）がある。橋津4号項を含む24基からなる橋津古墳群の

うち22基は、国の史跡に指定されている。さらにこの古墳群には橋津2号境などの大型前方

後円墳が築造され、東郷池周辺だけではなく広く東伯者一帯を支配した集団の存在が想定で
いしわき　　　　　お

きる。また、泊村には小規模な前方後円墳ではあるが彷製斜線獣帯鏡をもつ右脇2号墳（尾
じり　（用　　　　　　　　　はした　　83）まがり　　㈲

尻古墳）（69）がある。北条町には土下古墳群◎曲古墳群など前期から後期にかけての古式群
伽）

集境がある。橋津古墳群を仰ぎ見る砂丘に立地する長瀬高浜遺跡において、160数棟の竪穴住

居、40棟の掘立柱建物をもつ大集落が再び現われる。この集落は前期から中期にかけて営造

されているが、中期の中頃にはその規模も縮小している。集落が廃絶されると古墳が築造さ

れるようになる。また、性格は不明であるがおびただし高数の器財型埴輪群が見つかってい
（35）

る。他に、刀状木製品◎火きり臼◎彩色礫◎手捏ね土器など祭祀に伴う遺物が出土している
つなみ　㈹　　　　　　　　　　　　　　　　　さび

津浪遺跡（26）が知られている。この時期の住居跡は、佐美古墳群において4号境に切られる
（37）

かたちで検出されたもの（29）など、丘陵上でも確認されている。

中　期　橋津4号墳以後もこの地域では、東郷池の東岸には全長90mを測る前方後円墳である筈謁
きつねづか　　（用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のきょうきた

狐塚古墳（63）、南岸には山陰最大級の規模を誇る全長1ユOmを測る前方後円墳である野花北
やま　　（17）

山1号墳（33）と大型前方後円墳が累々と築造される。このように、墳丘規模及び内容で他の

古墳をはるかに凌駕する古墳が存在する東郷池周辺は、古墳時代前期から中期にかけて東伯

者の中心的な地域であると考えられる。中期後半の集落は、南谷大山遺跡（A）のように丘陵
たかつじ　　　（5）

上に営まれていると考えられる。この地域は子持勾玉の出土が多く、東郷町高辻第1遺跡（43）
ほり鋤　　　　　　　　　　（1劫

1例、泊村堀（71）1例、倉吉市でも2例が知られている。

後　期　　後期になると大型の前方後円墳は見られなくなるが、中小規模の前方後円墳が各古墳群に

おいても見られるようになる。また、従来の竪穴系の埋葬施設に代わって、横穴式石室が採
かたひら　　（13）

用される。片平4号墳（27）は基底部を箱式石棺状に組み、板石を持ち送りながら小口積み
おおみや　（37）

にするもので、東伯者では倉吉市大宮古墳とならび導入期の横穴式石室である。その後、こ

の地域で比較的容易に手に入れることができる板状摂理の安山岩を使用する横穴式石室が取
8ゆ　　　　　　㈹なごうた　　如）　　ちゅうこうじ　　㈹

り入れられ、爆発的に増加する。片平1◎5号填、長和田20号墳（32）、中興寺1号墳（51）、
ひさみ　　極1）　　　　　　佃　　　　　　佃　　　　㈹ふくば　（1劫　　その　　伍4）

久見17号墳（49）、北福23号墳（57）、宮内31号填、橋津9号填、福庭古墳（17）、園古墳群
仕2）

（67）、字谷古墳群（66）などで知られている。このうち中興寺1号境などのように各壁が一

枚石で構成されている石室や、福庭古墳に見られるような切石石室は終末の様相を示す。古
はなみなかのたに　　　㈹

墳以外では、埴見中ノ谷古窯跡（30）がある。6世紀前葉の窯跡で、この地域の須恵器を生産

した数少ない遺跡の一つである。また、各所で土師器◎須恵器が表探されており、各古墳群
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を造った集団の集落の存在が確かめられる日も近いであろう。
おおみどう　（46）のかた　みだ

歴史時代　　この地域は古代寺院跡がたくさん見つかっている。白鳳期には、大御堂廃寺、野方◎弥陀
がなる　　㈹　　おはら　　杜8）

由鳳期　ケ平廃寺（53）、大原廃寺が造営される。大御堂廃寺は法起寺式の伽藍配置であったと考えら

～　　れている。礎石の中央には柱を据えた穴が穿たれており、炭化した柱の一部が残っていたと
くめ

奈良時代　いう。この寺院は、発掘された墨書土器より8世紀後半頃には久米寺と呼ばれていたようで

ある。野方◎弥陀ケ平廃寺か、らは川原寺式の瓦の他に、塔心中央に柱穴をもつ塔心礎◎礎石

が見つかっている。大原廃寺からは、柱穴をもつ塔心礎、川原寺式の瓦が見つかっている。

また、発掘調査により塔の基壇の一部が明らかになり、法起寺式の伽藍配置であったことが
ひさみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（47）

確認された。久見（48）でも7世紀後半頃と8世紀後半頃の瓦が見つかっており、寺院跡か官
こう　　　　　㈹

街跡の存在が考えられる。奈良時代には現在の倉吉市国府に伯者国街が造られ、また伯者国
（50）　　　　（51）

分寺、国分尼寺も建立されるなど、東伯者は奈良◎平安時代の政治の中心地であった。この
かわむら　　　　　　　　　　　くつが　とねり　ただ　はなみ　くさ

地域は律令体制下にあっては伯蓄国河村郡にあたり、河村郡は笛賀、舎人、多駄、埴見、日
か　かわむら　たけだ　みささ

下、河村、竹田、三朝の八郷から成る。郡街の所在地は不明であるが、河村郷、舎人郷、多
（4）（22）（52）

駄郷の三か所が候補地として考えられている。この地域には古代律令体制の名残りとしての
（53）

条里遺構が残っている。天保地紋全図などには整然と並んだ方格地割りがあり、当時の名残

りを留めていると考えられている。

平安時代　　平安時代に入り日聖地系荘園が現われ律令体制が崩壊し、次第に封建制社会が形成される

ようになる。このようななか、力を得てきたのが国司◎郡司◎寺社であった。東郷池周辺で

は、伯者一宮、東郷氏である。東郷氏は、中央の貴族や寺社に所領を寄進して、地方豪族と
しとり

しての地位を高めていった。伯蓄一宮である倭文神社（64）は「伯蓄六社」の一つで、承和4

（837）年に従五位下の神階が与えられていたが、広大な社領を経済基盤として在地領主層の信
（5）

仰を集めながら伯蓄一宮の地位を獲得したものと考えられている。平安時代末期になると、
（52）

末法思想が広まる。伯者一宮の境内に隣接した山林で経塚が発見された。経塚のなかには石

室があり、そのなかに金鋼製経筒、金鋼製観音菩薩立像、銅製千手観音立像、鋼板線刻弥勤

立像などが安置されていた。経筒には「（中略）康和五年発未（中略）」銘が刻まれている。

これら出土品は国宝に指定されている。

中　　世　　地頭の勢力は鎌倉幕府権力の伸長を背景に次第に強大になった。大阪府柳沢真次郎氏所蔵

鎌倉時代　の正嘉2（1258）年銘の「伯者国河村郡東郷荘下地申分絵図」によって地頭の荘園侵略の様
（20）

子が窺われる。長瀬高浜遺跡では約80基の火葬墓や土墳墓が調査され、この時期の葬制が明

らかとなった。
うえし

室町時代　　中世城郭も数多く知られており、南条貞宗によって築城された羽衣石城（38）、山名氏によっ
かわぐち

て築城された河口城（68）などがある。応仁の乱後は各地で騒擾戦乱が絶えず、この地におい

ても大永4（1524）年尼子経久によって羽衣石城が落城し、また馬ノ山で尼子氏と山名氏が合

戦をするなど争いの跡をとどめている。天正9（1581）年には羽柴秀吉と吉川元春が対陣し
みかんむりやま

た。秀吉は御冠山に、元春は馬ノ山に陣を設けたが、馬ノ山にはこの時に築かれた土塁状遺
（2）

構が残っている。また、乳母ケ谷第2遺跡で調査された土塁状遺構も、この対陣の際に築か
伍5）

れたと思われる。山間地にはこの時期と思われるタタラ跡が数カ所確認されている。
（54）

また、橋津川改修にともない、中世の貝塚が検出された。南谷貝塚（11）は、ヤマトシジミな

どの貝類のほか、漆器などの木製品が出土している。
ゆら

近世近代　　文久3（1863）年には外国に対する海岸防備のために砲台が設置された。鳥取県には由良、
はしづ　あかさき　よどえ　さかい

橋津、赤碕、淀江、境などに台場が建設され、海岸防備に当たった。橋津の台場（13）建設に
（4）

当たって馬ノ山4号境の前方部が削られたといわれている。
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第　章　南谷犬山遺跡の調査組鍋年度調査）

第瑠節　商沓来由遠路凰匿の概要

億　　置　　南谷大山遺跡は羽合町南谷地内にあり、東郷池のやや北東、西側には長瀬高浜遺跡のある

羽合平野、日本海と北条砂丘の海岸線、さらに南西側に遠く大山が眺望できる標高60－90m

付近の丘陵状に位置する。この丘陵は、3つの尾根に分岐している。本節で述べるA区は本

遺跡の北側にあたり、東西方向に「Y」の字状を成して延びだす標高84－93m付近の尾根に

あたる。本遺跡で最も高い所に位置する。

遺　　構　A区は古墳時代中期～後期にかけての古墳と弥生時代後期後半～終末の遺構をもつ調査区

である。古墳は3基確認しているが、南谷古墳群の章で記述を行なうこととする。弥生時代

終末の遺構としては、竪穴住居跡4、土坑4、溝状遺構2、ピット群2を確認した。

竪穴住居跡は焼失したもの（ASIOl）があり、構造材の炭化物が多量に出土し、C14分析

による時代測定、樹種の鑑定、上屋構造の復元指導などの好資料となった。また、同じ弥生

時代でも後期後半と終末という時期差のある竪穴住居跡が存在した。土坑は4基のうち3基

が貯蔵穴であり、屋内貯蔵穴と屋外貯蔵穴が存在した。

第2節　商沓来由遺跡凰匿の調査結果

瑠◎　竪究優贋跡

風＄摘瑠（挿図4◎　5、図版1⑳－2◎51）

億　　置　　調査区の最西端C7◎り7グリッドにあり、標高約85－86mのやや緩やかに傾斜する斜面

に位置している。すぐ東側にはSり02がある。

形　　態　　SIOlは調査前の現地形でさえ、斜面途中の平坦面として確認できるほど自然地形を変え

て作られていて、遺存状態はとても良好であった。平面は隅丸方形を呈す。

中央

ピッ臣

規模は東西6．5m，南北5。8mを測り、床面積37。7m2である。東側には、最大幅0。85mのテ

ラスが住居のプランに添って作られている。残存壁高は、最も遺存状態の良い東壁で、最大

上19m（上線～テラス0。53m、テラス～床0。66m）であ．る。

壁溝は南壁の東寄りに、全長80cm、幅15cm、深さ8cmを測るものを検出した。

柱穴は床面上で12個検出され、その内、主柱穴はPl～P4、補助柱穴はP5－P8と考

えられる。主柱穴の規模はPl～P4の順に（49×姐－67）cm、（51×40－64）cm、（44×40－

63）cm、（54×46－80）cmである。補助柱犬の規模は直径が20－30cm程、深さが22－25cm程で

あった。その外、P13－P15のように遺構周辺にあるピットや床面にある直径が10cm前後、

深さが5－10cmの小ピットを29個程検出した。

主柱穴間距離はPl～P2間から順に、2．5m、3。1m、2。6m、3．1mである。

中央ピットはP9で、平面は隅丸方形を呈し、2段に掘り込まれている。規模は1段目が

（66×60－7）cm、2段目が（36×33－26）cmで、上線部から底面までの深さは33cmである。

また、1段目と2段目の間にテラスがあり、最大幅が北西側で24cm、最小幅が南東側で8cm

を測り、2段目のプランが南東側にかたよって確認された。
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應佗物　　SIOlは焼失住居であり、内側が焼けただけで鎮火したためか、構造材の大半が炭化した

状態で検出された。炭化物は北側で残りが良く、南側で残りが悪い。北側の壁際には、板材

や垂木が壁に直交して、¢コーナーでは放射線状に残っていた。板材は北壁の中央に集中し、

板材の検出状況の断面は上線から湾曲して床面付近に達することがわかった。板材の大きさ

は幅が最大で30cm、最小で20cm、厚さが1－2cm程度であった。また、北壁から約1．5m内側

で、壁に平行する材（No717、No647）が2列確認でき、これら2つ材は垂木や板材、柱との

位置関係から、北側のもの（No717）が桁（又は梁）、南側のもの（No647）が棟木と考えら

れる。柱はPlとP4で確認でき、共に直径が20cm程であった。炭化物の材質は広葉樹と針

葉樹が混在していた。

焼　　丑　　床面の中央部は炭化物の出土がなく、代わりに焼土と砂礫を含む土が検出された。焼土は

砂礫を含み、中央ピットを覆い隠すように、長径1．23m、短径1。2mの卵形状に堆積し、厚さ

は最大で12cm程であった。砂礫を含む層はさらに西側に0。63m程広がり、焼土をわずかに含

んでいた。この焼土は締まりがなく、範囲も限られており、焼け落ちの焼土と考えられ、上

屋構造に関係する土と考えられる。この焼土に対して、床面東寄りに2ヶ所の良く締まった

焼土があり、継続的に使われたものと考えられる。規模は西側のもので直径38cm程の円形で、

東側のものは長径80cm、短径60cmであった。

樹　　種　　P4の桂根No727はスギ、Plの桂根No733はスダジイで異なった樹種が使われている。補

助柱穴の上から出土した桁（又は補助柱）No612はスギ、桁（又は梁）No717、No640はそれ

ぞれヒノキ、スダジイで、ここでも異なった樹種が使われている。棟木No647、No709はそれ

ぞれスギ、スダジイと鑑定されたことから、No709は棟木ではなく垂木の可能性がある。垂木

（又は扱首）No665、No707、垂木No683、No653はNo653だけがスギで、他はスダジイであ

る。板材（又は垂木）No676はスダジイである。常緑広葉樹と常緑針葉樹を使用して建てられ

ていたことがわかった。

¢14分析　1991年度に行なったC14の分析の結果はKSU2144が1700＋20、KSU2145が1720、KSU

2146が1510＋30であった。

埋　　立　　哩土は60層に分層できた。哩土上層では層の乱れが少なく自然堆積と考えられるが、床面

付近で、焼土や炭化物を含む層がかなり乱れており、火災時の崩れの層と思われる。

貼　　床　　⑳⑲⑲の3種類があるが、⑳層は粘性はあるが比較的柔らかい層であり、⑲⑳層は基盤層

の粘土を含み、良く締まっていた。

貼床除去　　貼床を除去してさらに掘り下げると、西壁から約35cm内側で、西壁に平行する線までりK

櫨　　究　Pが取り除かれ、粘土層の下がりを追うように掘られていた。特に、P4の桂根を残したま

まの状態で柱穴を断ち割ってみると、りKPを除去した後で柱穴を掘り、柱をピットの壁側

の緑にくっつけ其っすぐに立て、基盤層のブロックを含む⑬～⑮層を詰め込み、さらに、床

を整えるための㊥層を詰めて、最後に⑳⑳層を貼る手順が観察できた。その時の柱穴の大き

さは、柱根の幅が20cmに対して、39cmの幅であった。一方、すでに粘土層が水平に整形され

た部分に立てられていたPlでも同じ方法で調査をした。その結果、床面付近では摺り鉢状

に20cm程掘り下げているが、柱を埋め込む部分では柱の径とほぼ同じ22cm程の幅であったが、

最後に、⑲層を詰め込んでいる。P2◎P3には柱根が残っていなかったが、土層を良く観

察すると、炭化物と焼土を含む腐植土で、直立する柱の土層がみられ、P4の方法で柱が立

てられたことが推察できる。

逸　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ蛮Po1－7、外傾する口緑をもつ婆Po8、壷の目線Po9、高

出立状況　杯の裾部PolO、土玉Pol1－13、勾玉Jlがある。
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（》耕作土

②暗褐色土

③暗灰褐色土

④暗黒褐色土

⑤暗灰黄褐色土
⑥暗灰黄褐色土（炭化物を含む）

⑦暗灰橙褐色土
⑧暗橙褐色土

（勤明灰黄褐色土

⑲明橙褐色土（DKPを含む）

⑱明灰黄褐色土（DKPを含む）

⑲明灰褐色土（炭化物を含む）

⑲明黄褐色土（炭化物を含む）

⑱明灰黄褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑮淡黄茶褐色土

⑯淡黄茶褐色土（灰色粘土を含む）

⑩淡黄茶褐色土（DKPを含む）
⑲暗灰黄褐色土（炭化物、娩土を多く含む）

⑲明黄褐色土（DKPを含む）

⑳暗褐色土（炭化物、娩土を含む）

㊧淡赤茶褐色土（焼土、石英、長石を含む）

⑳明黄褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑳淡橙褐色土

⑳暗赤茶褐色土

⑮明黄茶褐色土（赤色粘土を含む）

⑳暗黒褐色土（炭化物、娩土、2mm～1cm大の
石英を含む）

⑳明黄灰茶褐色土（灰色粘土を含み柔らかい

貼床）

⑳暗茶褐色土（粘質性がある貼床）

⑳明黄茶褐色土

⑲暗黄赤茶灰褐色土（灰・茶・赤色粘土を含む

貼床）

◎淡黄灰褐色土

㊧淡黄茶灰色土（DKPの中に灰・茶色の粘土を

含む）

⑳淡白灰褐色土

㊨暗灰褐色土（粘質土）

⑮暗赤褐色土（粘質性が強い）
⑳暗赤茶褐色土（粘質性がある）

◎暗灰茶褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑳暗灰黄褐色土

⑳淡赤茶褐色土（炭化物、DKPを含む粘質土）

⑲淡黄赤褐色土

㊥淡赤灰褐色土（炭化物、焼土を含む）

㊨暗黒黄褐色土（炭化物、焼土を含む）

㊨暗赤茶褐色土（粘質土）

㊨淡黄茶褐色土

⑮明灰黄茶褐色土

⑯淡黄灰褐色土（石英を多量に含む）

㊨暗灰茶褐色土（石英、炭化物、焼土を含む）

㊨曙灰褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑲暗黒黄褐色土（石英、炭化物、焼土を含む）

⑲暗黄褐色土（粘質土の貼床）

㊥暗灰黄茶褐色土（茶・黄・灰色粘土を含む）

⑳明灰茶褐色土（固い粘質土）

⑬暗黄灰褐色土（黄・灰色ブロックを含む）

㊨暗灰黄褐色土（灰色ブロックを多く含む）
⑲暗褐色土（黄・灰色ブロックを含む）

⑳暗灰褐色土

㊥暗黄赤灰褐色土（炭化物、茅、焼土を含む）

⑳淡黄灰茶褐色土（黄・灰・茶色の粘土を含む）

⑳暗赤灰褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑳暗赤灰褐色土（粘質土）

㊧木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m

挿図4　南谷大山遺跡A区SIOl遺構図
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二　　二

＼、Il

∈芸≡：＝‡＝；≡∃　　　㌶＞

。∠二二一一一」qbp。1。

O S＝1／3　　　10cm

O S＝1／2　　　6cm

I　一　　川．‖j日．＿日．…，日日，，・，．・．・，…二∃

挿図5　南脊大山追跡A区SIOl出土遣物実測図
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このうち床面からは、床面北東隅の壁際では、口緑部施文の後にナデ消し、頸部内面が磨

かれたPolが崩れ落ちた垂木材に潰されたように出土し、口緑が外傾し、4条の擬凹線が施

されたP08が出土している。さらに、流紋岩質凝灰岩製の勾玉Jl、球状の土玉Pollも床面

から出土している。その他のものは哩土から出土している。

時　　期　　SIOlの時期はPolから弥生時代後期後半と考えられる。

（訪淡灰褐色t
（診暗男褐色十

③淡黒褐色土（基盤ブロックを含む）
④明貧褐色土（基盤ブロックを含む）
⑤淡黄褐色土

⑥明黄褐色土（しまりがない）
⑦明黄褐色粘質土（基盤ブロックを含む）
⑧明黄褐色粘質土（⑦より赤味を借びる）
⑨黄褐色t（異色土を含む）
⑲淡黄褐色土

⑪明黄褐色粘質土（尉ヒ物をわずかに含む）
⑲木の根による鰹乱

挿図6　南谷大山遺跡A区S102遺構図

ー16一

O S＝1／舶　　　　2m
！．　　　　　：　　　　　　！



AS102（挿図6。7、図版2・51）

位　　置　　ASI02は調査区北部H7グリッドに位置する。遺構周辺は標高89．5m～90．2mで、南向

きの緩斜面になっている。東側約6mには南谷26号境が、北西約10．5mにはASI03が、北

約2mにはピット群が、それぞれ位置する。

形　　態　　当住居跡は平面が楕円形を呈する。規模は東西4．2m、南北3．6mを測る。残存壁高は最も

遺存状態の良い北壁で0．41mである。床面積は約11．3m2である。ASI02は、当遺跡の中でも、

規模の小さい住居のうちの一つである。

ぽ　ッ　臣　　床面には、中央ピットP4のまわりに、6個のピットが存在する。これらのうちPl～P

3が主柱穴である。規模はそれぞれPl（56×43－41）cm、P2（48×33－36）cm、P3（52×

謬

二三一二lミニ

謬

二、態 ⑳P。14　⑳p。16
0　　　　S＝1／2　　　6cm

‾l－－‾－‾－　　　　－　－　　　　：

挿図7　南谷大山遺跡A区S102出土遣物実測図
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37－63）cmとなっている。主柱大間距離はPl～P2間から順に1。9m、2。Om、2。Omである。

中央　　　　中央ピットは、P4である。平面は不整形、断面は方形を呈する。規模は（42×18－30）

ぽッ匝　cmを測る。⑨層黄褐色土（黒色土を含む）を哩土とする。

当遺構には壁溝◎貼床はみられなかった。

焼　　丑　　中央部東と中央部南には、継続的に使われたと考えられる堅い焼土面がみられる。前者は

不整形で規模は55×30cm、後者はほぼ円形で12×11cmである。

埋　　立　　遺構の哩土は4層である。特に③◎④層には基盤ブロックを含むなど、住居の壁から中央

に向かって流れ込む、自然堆積の状態になっている。

遺　　物　　出土遺物は複合目線をもつ蛮Pol～Po9、婆の頸部PolO、蛮又は壷の底部Poll◎Po12、

出藍状況　高杯裾部Po13◎Po14、手捏ね土器Po15、土錘Po16である。

床面より出土した土器としては、口綾部ナデ仕上げがなされ、頸部以下内面に削りが施さ

れている婆Pol～Po3◎Po5◎Po9、高杯裾部Po13◎Po14、歪な蓋状の手軽ね土器P05が

挙げられる。出土位置はPol◎Po12◎Po13が北壁際付近から、Po2◎Po3◎P09がP2の

緑に固まって、P05が東壁際から、Po14がP2内からそれぞれ出土している。

時　　期　　床面出土の婆口緑Pol～Po3◎Po5◎P09より、ASI02の時期は弥生時代終末のもの

と考えられる。

出土した婆口緑の9つとも、口緑部にナデ仕上げがなされていることから、ASI02はA

区の他の住居より若干時期が下るものと考える。

AS＝】3（挿図8　e　9、図版2）

位　　置　　A区の中央南側、G6杭付近にあり、緩やかに傾斜が始まる標高約90－90。5mの付近に位

置する。ASI03の中にASKOlが納まっている。

形　　態　　南側はすでに削平を受けており、遺存状態は良くない。平面は隅丸方形を呈する。

規模は東西約6。82mであり、南北はピットを検出した範囲で復元して考えると約6。Om以上

を測り、床面積は40。9m2以上である。残存壁高は約0．44mである。

壁溝は北壁側にあり、北西と北東の隅で終結している。規模は全長6．0m、最大幅1．1mで

あり、深さは床面から最大28．5cmである。幅、深さ共に住居跡に伴う溝としては規模が大き

い。また、深さは東から西に行くに従ってだんだん深くなっている。

柱穴は床面上で27個検出されたが、主柱穴として考えられるものが特定できなかった。比

較的しっかりしたピットとして、Pl～P6◎P17で、規模は順に（32×28－47）cm、（28×

21－31）cm、（26×24－31）cm、（38×34－58）cm、（42×34－50）cm、（34×28－33）cm、（28×

26－30）cmである。その他のピットは10cm前後の浅いものであり、径は12－40cmである。

埋　　立　　埋土は14層に分層できた。①②層は床面までの哩土で、③～⑪層は壁港内の哩土で、⑲～⑲

層はピット内の哩土である。

逸　　物　　出土遺物には、複合口緑をもつ蛮Pol◎Po2、壷か賓の平底を呈す底部Po3、蛇紋岩製の

出藍状況　磨製石斧Slがある。

このうち床面からは、P2の中から、ロ綾部施文の後にナデ消し、内面が横方向に磨かれ

ているP02が出土し、これはASKOlの哩土から出土した蛮口緑と接合した。もう1つは、

壁港内の東寄りの底面付近より、流紋岩質の磨製石斧の基部片Slが出土し、これもASK

Olの哩土から出土したものと接合した。従って、ASKOlはこの住居に伴う屋内貯蔵穴と考

えられる。また、溝の規模やピットの配置等を考え合わせると住まいというより小屋的な使

われ方をしていたと思われる。その他は哩土中から出土していて、（多層から目線部がヨコナ

ー18－



①暗黒褐色土

②暗灰褐色土

（診暗褐色土

（暗黒褐色土粒を含む）

④暗赤褐色土

（DKPを含む）

⑤暗赤褐色土

（DKPを含む）

⑥暗褐色土

⑦暗褐色土

（DKPを多量に含む）

⑧暗黄褐色土

（DKPが均一に入る）

⑨暗黄褐色土

（DKP粒を含む）

⑲暗黄褐色土

（DKPブロックを含む）

⑪暗黄褐色土

（粘質あり）

⑲暗褐色土

⑬暗褐色土

（DKPを含む）

⑲暗黄褐色土

⑮木の根による撹乱

PI SKOl

O S＝1／60　　　　2m

挿図8　南脊大山遺跡A区S相通構図
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挿図9　南谷大山遺跡A区SIO3出土遣物実測図

デで仕上げられ、頸部の内面が横方向に磨かれているPolと内面が上方向に削られた平底を

呈するP03が出土した。

時　　期　　床面出土の土器P02から判断して、弥生時代後期後半と考えられる。

AS摘苺（挿図10◎11、図版3　◎51）

億　　置　　A区の北西側、F5グリッドの西側にあり、緩やかに傾斜が始まる標高約88．5－89mの付

近に位置する。ASI04は南谷24号境の墳丘下から検出された。また、東側にはASDOlが

ある。

形　　態　　南東側以外はすでに南谷24号境を築造する．ために削平を受けており、遺存状態は非常に悪

い。平面は不明である。

規模は南側の壁とピットを検出した範囲で復元して考えてみると、東西約5．5m以上、南北

約6．6m以上を測り、床面積は36．3m2以上である。残存壁高は南東側で約0．46mである。

壁溝は検出されなかった。

ピットは付近で21個検出されたが、主柱穴として考えられるものがPl◎P2で、規模は

順に（65×55－90）cm、（62×50－88）cmである。PlとP2しかし、2つのピットと対にな

るものが特定できなかった。比較的しっかりしたピットはP3－PlO◎P13－P15で、規模

は順に（64×56－28）cm、（36×30－28）cm、（42×37－33）cm、（35×30－35）cm、（50×35－

35）cm、（30×30－31）cm、（60×57－28）cm、（30×28－32）cm、（50×38－26）cm、（35×30－

33）cm、（54×48－27）cmである。その他

のピットは20cm前後の浅いものであり、

径は24－36cmである。

埋　　土　　哩土は4層に分層できた。明黄褐色土

で炭化物を含む層、暗黄褐色土で粘性が

ある層、暗黒褐色土の層、暗黄褐色で炭

化物の混じる層が遺構哩土であった。

遺　　物　　出土遺物には、暗黒褐色土中から、「く」

出土状況　字状口緑をもつ蛮Polがあるが、これは

ASK04に伴うものと考えられ、ASI

04の遺物として、南谷24号墳盛土下出土

遺物が伴うものと考えるのが妥当であ

－20－

Pol

O S＝1／3　　　10cm

と「　　；　　！

挿図川　南谷大山迂跡A区S相場出土遣物実測図



ろう。その中でも、盛土下出土遺物の複合口緑で口綾部平行洗練を施した後ナデ消し、底部

は平底を呈する婆Pollは締まった盛土とは異なり、暗黄褐色の柔かい層から一ヶ所に固まっ

て出土している。

時　期　南谷24号墳盛土下出土の婆Pollから推察して、弥生時代後期後半頃と思われる。

∈塾

◎

H＝91．00m

A A，

＿二．タが〆一二！一一lJ／

三
P3

二＼三
◎　p4
P15

H＝90．70m

B

①灰褐色粘質土

②暗黄褐色土

③暗黄褐色土（DKP粒を含む）

④暗褐色土

⑤暗黒褐色土

⑥暗赤褐色土

⑦暗赤褐色土（粘性有男

O S＝1／60　　　　2m

挿図椚　南脊大山過跡A区Sl錮遺構図
一21－



霊　堂坑◎立場

風SK⑳瑠（挿図12◎13、図版3）

位　置　　A区の中央南側、G6杭付近で南側に向かって緩やかに斜面が始まる標高90m辺りに位置

する。ASKOlはASI03のプランの中に収まる。

形　態　遺存状態が良い。平面は上線部でほぼ円形、底面で楕円形を呈し、断面は西側で上線部か

ら最大20cm壁面が内湾する袋状であった。規模は上線部で長径1．58m、短径1．49mあり、底

①暗黒褐色土
②略章褐色土と暗黒褐色土の混土
③淡暗黒褐色土
④暗黄褐色土（DKPを均一に含む）

⑤淡暗黒褐色土（炭化物、石、土器を含む）
⑥暗黄褐色土（DKP粒を多く含む）
⑦明黄灰色土（石を含む）

⑧暗黄灰色土（炭化物を少し含む）
⑨暗葺灰色土（粘性強く、炭化物を含む）
⑲暗黄褐色土（DKPを多く含む。炭化物をわずかに含む）
⑪暗黄褐色土（DKPを含む）
⑫淡暗黒褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑲暗黄褐色土（DKP粒を少しと炭化物を少し含む）
⑲暗黄褐色土（DKP粒を含む）
⑮暗黄褐色土（DKP粒を少し含む）
⑲暗黄褐色土（⑲よりやや明るい）
⑫暗灰褐色土

⑲略章灰褐色土（やや粘性あり、炭化物を含む）
⑲暗黄褐色土（DKPブロックを含む）

O S＝1／350cm

と－；‾「∃

挿図12　南脊大山追跡A区SKOl通構図

渠　霹
Pol

宣二＿
ヽ

二…、、二＿

Po3

挿図13　南谷大山遺跡A区SKOl出土遣物実測図
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面で長径1．53m、短径1．16mであった。残存する部分の最大の深さは0．79mであった。

埋　　立　　哩土は19層に分層できた。⑤層は細かい炭化物や土器、石が含まれていた。また、炭化物

を含む層として、⑧～⑲⑫⑬⑲層があった。

過　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ賓目線PolePo2、聾の胴部Po3、蓋P04がある。
（力

H＝90．50m
t

A

（∋暗黒褐色土

②淡暗黒褐色土

（基盤層粒を含む）

③暗黄褐色土

（炭化物を含む）

④暗黄灰色土

（炭化物、基盤層粒を含み、しまりがよい）

⑤暗黄灰色土

（基盤層粒を含む）

⑥略章灰色土

（DKPを少し含む）

⑦暗黄灰色土

（細粒の炭化物を含み、しまりがよい）

⑧暗責灰色土

（炭化物を含み、やわらかい）

⑨明黄灰色土

（粘性が強い）

⑲暗黄灰色土

（細粒の炭化物、基盤層粒を含む）

⑪暗黄褐色土

（DKP粒を含む）

⑲暗褐色土

（DKP粒を含む）

⑲明褐色土

（DKPを多量に含み、基盤層に近い）

⑲暗黄灰色土

（基盤層粒を含み、やわらかい）

⑮濃褐色土

⑲暗黄褐色土

（DKPと炭化物を含み、やわらかい）

⑫暗褐色土

（DKP粒を含む）

⑲暗褐色土

（炭化物を多量に含む）

⑲暗黄褐色土

（大きいDKP粒と炭化物を含む）

⑳暗褐色土

㊧明黄色土

（粘性が強い）

⑳暗黄色土

（暗茶褐色土を含む）

⑳暗黄褐色土

（地山白色土を含む）

⑳暗黄褐色土

（粘性が非常に強く、DKPブロック含む）

⑮明黄褐色土

⑳木の根による授乱

O S＝1／30　50cm恕



出土状況

時　　期

性　　格

位　　置

形　　態

埋　　土

遺　　物

時期性格

位　　置

形　　態

埋　　土

遣　　物

時　　期

性　　格

位　　置

形　　態

埋　　土

これらはすべて哩土中から出土している。⑤層中から出土した口緑部平行洗練を施した後

にナデ消しするPolはASI03のP2から出土した蛮口緑と接合した。さらに、壷又は婆の

平底を呈する底部がASI03の哩土中から出土したものと、流紋岩質の磨製石斧の基部片が

ASIO3壁港内から出土したものとそれぞれ接合した。2点共にASI03の遺物として図化

し、前者は婆口緑Pol、後者は底部P03となった。

SKOlは出土土器から推察すると弥生時代後期後半と考えられる。

SK04は埋土中に炭化物が含まれていること、断面が袋状であることより推貯蔵穴と考え

る。また、接合した土器の関係でみる、ASKOlとASI03がほぼ同時期に存在したことに

なり、屋内貯蔵穴であった可能性が強い。

風＄K⑳2（挿図14、図版3）

A区の中央北側、G6グリッドの北東隅にあり、北側に向かって緩やかに斜面が始まる標

高90m辺りに位置する。すぐ北側にASK03がある。

遺存状態が良い。上線部、底面共に平面は円形を呈し、断面は皿状である。

規模は上線部で長径2．72m、短径2．57mあり、底面で長径1．83m、短径1．6mであった。残

存する部分の最大の深さは南側で1．0mであった。

埋土は25層に分層できた。（彰一⑳層は細かい炭化物、DKP粒を含んでいるのに対して、

㊧～⑮層はDKPが濁っているだけで良く締まっており、基盤層の一部と思われる。従って、

本来の土坑埋土は⑳層までで、最下層としては⑬層であったと考えられる。

出土遺物は哩土上層で土器の小片が数点出土しただけで図化できなかった。

時期、性格共に不明である。

風SK83　（挿図15◎16、図版3）

A区のほぼ中央、H5杭の北西付近で尾根の項部が広くなった北端辺りで、標高90．50m付

近に位置する。SK02のすぐ北側にある。

遺存状態が良い。平面は上線部で楕円形、底面で円形呈し、断面は南側で上線部から最大

31cm壁面が内湾する袋状であった。規模は上線部で長径1．76m、短径1．31mあり、底面で長

径1．77m、短径1．56mであった。残存する部分の最大の深さは1．14mであった。

層は20層に堆積していた。細かい炭化物を含む層が多い中で、最下の⑲層中には多量に含

まれ、⑲層中には炭化物と共に石が含まれていた。

哩土の掘り下げ中に、ヨコナデされた蛮口緑片Polが出土した。

出土土器Polから推察すると弥生時代後期後半と考えられる。

哩土中に炭化物が含まれていること、断面が袋状であることより貯蔵穴と考える。

ASK錮　（挿図17、図版4）

A区の西側、F5グリッドの南西側にあり、北西側に向かって緩やかに斜面が始まる標高89m付近

に位置する。24号墳下にあるSI04のプランの中に収まる。

遺存状態が良い。上線部、底面共に平面はほぼ楕円形を呈し、断

面は東側で上線部から最大41cm壁面が内湾する袋状であった。規模

は上線部で長径1，31m、短径0．84mあり、底面で長径1．8m、短径

1．37mであった。残存する部分の最大の深さは1．25mであった。

層は6層に堆積していた。①層は粘性のある土質であるが、均
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Pol

O S＝1／3　　　10cm
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挿図摘　南谷大山遠跡A区

SKO3出土遺物実測図



遣　　物

時　　期

性　　格

一な哩土であり自然堆積と考えられる。③層は細かい炭化物が含まれていた。

⑥層中から出土した「く」字状の蛮口緑PolはSI04の哩土上層から出土した婆口緑P。1

と接合した。後者は土坑の検出面より、北側に50cm離れ、15cm浮いた状態で出土した。

SK04はPolから推察すると弥生時代後期後半と考えられる。

SK04は哩土中に炭化物が含まれていること、断面が袋状であることより推察すると貯蔵

穴と考える。また、接合した土器の位置関係でみる、PolはSK04に伴う土器であると考えら

れ、SI04が放棄された後に掘り込まれた可能性が強く、屋外の貯蔵穴であったと考えられる。

①暗黒褐色土
②暗黒灰色土
③暗褐色土
④暗黄褐色土（黒色土が混じる）

⑤暗褐色土（やや粘性があり、炭化物を含む）
⑥暗褐色土（粘性があり、炭化物を含む）
（訂明黄褐色土

⑧明黄褐色土
⑨暗黄褐色土（DKPを少量含む）
⑲暗黄褐色土（炭化物を含む）

⑪暗黄褐色土（DKPを少量含む）
⑲明黄褐色土（DKPを含む）
⑬暗黄褐色土（DKPを少量含む）
⑲淡褐色土（粒性があり、炭化物を含む）
⑮淡褐色土
⑲明黄褐色土（DKPを多く含む）
⑰暗黄褐色土（DKP粒を含む）
⑲暗褐色土（炭化物、石を含む）
⑲濃黄褐色土（DKP粒を多量に含む）
⑳暗褐色土（DKP、炭化物を多く含む）

O S＝1／3050cm起

挿図16　南谷大山遺跡A区SKO3遺構図
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③暗褐色土（炭化物を含む）
④暗黄褐色土（DKPを多く含む）
⑤暗黄褐色土

O S＝1／3050cm
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挿図日　南谷犬山追跡A区SKM這梅園



3◎　溝状過構

風富田⑳瑠（挿図18◎22、図版4）

位　　置　　A区の東西に延びる尾根のほぼ中央、G5杭付近

で尾根の項部が広くなった北端辺りで、標高90m付

近に位置する。すぐ東側にSKO2e03がある。

形　　態　　遺存状態が悪い。規模は全長4．5m以上、幅

埋　　土

遣　　物

時　　期

性　　格

0．7～上2m以上、深さは5cm程である。断面は緩や

かなU字形を呈す箇所があるが特定できない。この

溝は東西方向に延びている。

哩土は2層に分層できた。 挿図柑　両替大山遺跡A区SD馴出土遺物実測図

①層から、平行洗練を施した後にナデ消しをする璽口緑Polが出土している。

時期はPolから弥生時代後期後半と考えられる。

性格は特定できないが、SI03の西側でも、標高90m付近で東西方向に延びる暗黒褐色土

の浅い帯状の範囲がみられた。

風恩田02（挿図19◎23、図版4）

位　　置　　A区の東西に延びる尾根の南西側の斜面を少し

下ったE6杭近くで、標高88m付近に位置する。

ASIOlとASI03とのほぼ中間にある。

形　　態　　遺存状態が悪い。規模は全長9．8m以上、幅

0。52－1．2m以上、深さは5cm程である。断面は緩

やかなU字形を呈す箇所があるが特定できない。

この溝はほぼ東西方向に延びている。

埋　　土

遣　　物

時　　期

性　　格

挿図19　南谷大山遺跡A区SDO2出土遺物実測図

哩土は3層に分層できた。

①層から、波状文を施した後に一部ナデ消しをする賓口緑Polが出土している。

時期はPolから弥生時代後期後半と考えられる。

性格は特定できないが、段状遺構になる可能性がある。

挿図鋼　南脊大山遺跡A区ピッ　群犯出土遺物実測図
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O S＝1／100

①暗黒褐色土

②暗黄褐色土

商家芸名－　　．′
一声鱒増，■

‾‾l妄一十、一三＼

／

O S＝1／60　　　　2m

挿図22　南谷大山遺跡A区SDOl通構図

／
／

①暗黒褐色土

②略章黒褐色土

③淡黒褐色土

④木の根による撹乱

O S＝1／60　　　2m

と－　　；　　‾」

挿図23　両谷大山遺跡A区SDO2遺構図
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挿図24　南谷大山遺跡A区遺構外出土遺物実測図（1）

ー30－



≡∃＝訝

二7

■

tl

＋

刀

「′

挿図25　南谷大山遺跡A区遺構外出土遣物実測図（2）
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挿図26　南谷大山遺跡A区遺構外出土遺物実測図（3）
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超◎　ぽッ匪群

風ぽッ　群馴（挿図21、図版4）

億　置　A区の中央、H5◎H6◎I5◎I6グリッド付近、尾根が広く、平坦面を成している標

高92m付近に位置する。Aピット群01は南谷26号境の西側で、ASI02の北側に広がる。

ぽッ匝数　検出されたピットの数は、全部で64個であったが、規則性は、見出せなかった。深さは深

いものでも20cm程で、しっかりした柱穴は残っていなかった。

埋　　土

遣　　物

時　　期

位　　置

ビット数

規　　模

埋　　土

逸　　物

時　　期

ピットの哩土は暗褐色土、明黄褐色土であった。

小片の土器がP8より出土しているが図化できなかった。

時期は不明である。

風だッ　辟鍼（挿図20◎21）

A区の北西、り3－6◎E4◎E6◎E7グリッド付近、下っていく斜面の途中で標高

86．5～88m付近に位置する。南谷24号境を囲むように存在する。

北側から西側斜面に掛けて検出され、さらに南側の緩やかな斜面部分でも検出された。検

出されたピットの数は21個であった。Pl～PlO◎P16はしっかりしたピットで、Pl◎P

2　◎P4◎P5には土器が含まれていた。

Pl～PlO◎P16の規模は、順に（50×40－41）cm、（40×40－58）cm、（30×20－68）。m、

（60×33－52）cm、（28×24－61）cm、（52×50－41）cm、（54×54－41）cm、（38×38－78）cm、

（40×44－38）cm、（40×40－76）cmである。

ピット哩土は暗黒褐色土と暗黄褐色土である。

ピット内から、複合目線をもつ婆Pol～3である。

ピット内出土土器から、弥生時代終末と考えられる。

◎　過構外遺物三男齢竃（挿図24－26◎図版76）

遺構外から多量の遺物が出土している。

主に北側斜面から出土したものである。図化できたものに複合口緑をもつ婆P。1－P。39、

「く」字状目線をもつ聾Po40、胴部～底部Po41、扁球形を呈す胴部Po42、底部Po43～P。48、

高杯杯部Po49、高杯筒部Po50、須恵器翻阿部片Po52、土玉Po52、土錘Po53～Po55、斑品質

安山岩製石鉄Sl◎S2、結晶片岩性閃緑岩製磨製石斧S3、輝石安山岩製磨製石斧S4、

閃緑岩製磨製石斧S5、不明鉄器Flがある。

賓は、口緑部施文の後ナデ消すPol～Po21、ナデ仕上げのPo22～Po39、端部に洗練が施

される「く」字状口緑をもつPo40がある。

高杯は、湾曲する底部に外反する目線部をもつPo49である。

また、底部は、不明瞭な平底を呈すものである。

これらは、弥生時代後期後半から終末にかけてのものが多く、A区から検出された遺構の

時期と重なるものである。
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第3節　南谷大山遺跡B区の概要（1991年度調査）

位　　置　　南谷大山遺跡B区は、J－10杭を起点とし、南西側に低く延び出す標高75～90mの丘陵上

に位置する。B区平坦面とA区の最高地点に位置する南谷26号境の比高差は約13mで、水田

面からの比高差は約77mである。

1991年度にB区で遺構を検出した調査区は、C13・14・15・16、D13・14・15・16、E13・

14・15、F12・13・14、Gll・12・13・14グリッドである。

遺　　構　　調査区は、後世の開墾等による撹乱が及んでおり、必ずしも遺構の遺存状態はよくない。

1991年度に調査できた遺構は、竪穴住居跡8棟、貯蔵穴と考えられる土坑8基、不明土坑

1基、溝状遺構2条、ピット群である。

竪穴住居跡　　竪穴住居跡は、弥生時代終末頃の築造と思われるものが7棟（BSIOl～BSIO4、BS

IO6－BSIO8）、古墳時代前期初頭の築造と考えられるものが1棟（BSIO5）である。弥

生時代のものには、平面が隅丸方形のものが4棟（BSIOl・BSIO3・BSIO6・BSI

O8）、方形のものが3棟（BSIO2・BSIO4・BSIO7）ある。このうちBSIOlからは、

構造材と考えられる炭化物が多量に検出されたが床面からの土器は少なく、不慮の火災に

遭ったものではないと考えられる。BSI02は建て替えの状況が窺われた。BSI07は、柱

穴が無く平地式の住居と思われる。また、BSI08は、他のものと異なり南側斜面に作られ

ている。古墳時代の築造と考えられるBSI05からは、出入り口と考えられる施設が作られ

ている。

土　　坑　　土坑はいずれも弥生時代終末に作られたものと考えられ、形態としては平面が円形を呈し

断面袋状になるものが5基（BSKO2・BSKO4・BSKO5・BSKO6・BSKO8）、方形を

呈し断面台形になるもの1基（BSKO3）、平面が隅丸方形を呈し断面袋状になるもの1基（B

SKO7）、平面が不整形になるものが1基（BSKO9）である。BSK02の壁には、工具痕が

明瞭に残っていた。BSK04からは、多量の土器と共にヤマトシジミ、マガキなどを含んで

いた。BSKO6・07からは、良好な土器資料が得られた。また、BSKO2・BSKO8・BS

KO6・BSK05はほぼ等間隔で半円形に配置されており、共同管理されたものと考えられる。

不明土坑BSKOlは断面が皿状を呈す。

溝状遺構　　溝状遺構は、北側斜面の中腹に直線状に延びるBSDOlが弥生時代終末頃のものと考えら

れる。BSDOlは、単なる溝状遺構ではなく、通路として機能したとも考えられる。BSD

02は丘陵を横断するように延

び、北側では階段状に掘り込

まれ、通路として機能したと

考えられる。時期は不明であ

るが、BSI02の哩土を切り

込んで作られていることから、

弥生時代終末以降に作られた

ものであろう。

ピット群　　Bピット群1は21個の柱穴

からなる。いずれも不規則な

配置で掘立柱建物跡等のもの

とは考えられないものである。
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第　節　南番来由遺跡隠匿の調査結果錮錮年度調査》

瑠◎　竪究住居跡

田Si⑳瑠（挿図27－32、図版5　◎51）

億　　置　　調査区の東側E14◎F14グリッドにあり、標高79．0m～79．4mのほぼ平坦面に位置してい

る。北側約3mには、BSI03がある。

形　　態　　平坦面に位置するため比較的四壁の遺存状態はよく、平面は隅丸方形を呈す。

規模は、東西4．65m、南北4．50mを測り、床面積は約20．9m2である。残存壁高は、最も遺

存状態の良い北壁で最大0．47mである。

壁溝は南壁際を除いて三壁際に巡る。幅は13－26cm、深さ2．4－9cmを測り、断面逆台形

状を呈す。

主柱穴はP1－P4の4個で、それぞれの規模はPl（50×45－54）cm、P2（58×50－

50）cm、P3（50×50－69）cm、P4（65×64－62）cmを測る。主柱大間距離はP1－P2

間から順に2．8m、2．4m、2．8m、2．4mである。P1－P4間、P2－P3間には、補助柱穴

と思われるP5e P6がある。それぞれの規模は、P5（35×35－11）cm、P6（30×30－

5）cmを測る。

その他にも用途は

不明であるがP7

－P12のピットが検

出された。そのうち

P9－P12は貼床下

から検出されたもの

である。それぞれの

規模はP　7（31×

30－5）cm、P　8

（23×20－6）cm、P

9（38×34－15）cm、

PlO（40×37－10）

cm、Pll（24×24－

14）cm、P12（24×

24－9）cmである。

中央　　　　中央ピットはP13

ピッ臣　で、平面は上線部不

整形を呈し二段掘り

になるものである。

規模は上線部で

（75×73－4）cmを

測る。二段目は楕円

形を呈し、（31×31－

O S＝1／60　　　2m

挿図27　南谷大山遺跡B区SIOl炭化物出土状況図
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14）cmに掘り込む。哩土は5層に分層でき、上線部には炭化物◎焼土粒を含む層が、二段目

には粘質土を含む層が入り込んでいた。上線部の哩土最上層には極薄い暗黒褐色土層があり、

板状のもので蓋をしていた可能性がある。中央ピットから南側には、長さ45cm、幅15cm、深

さ2－4cmを測る溝が延びている。

焼土面　　住居の北側床面には、P7◎PlO周辺、P6付近に不整形に広がる3か所の焼土面が検出

された。

炭化物　　床面直上には、中央部を除いてほぼ全域に構造材と考えられる炭化物が多量に検出された。

このことから、BSIOlは焼失したものと考えられる。これらのうち、周壁際から中央部に

向かっているものは垂木の可能性が、周壁に平行しているものは梁または桁材の可能性があ

る。西側では、垂木材と考えられる炭化物が、梁◎桁材と考えられる炭化物の上に重なる状

況が見られた。

また、Pl内には径約18cmの柱材の炭化物が立ったままの状態で遺存していた。

これらの炭化物は、鑑定を依頼したものは全て常緑広葉樹で、スダジイが多く使用された

ことがわかった。

貼　　床　　床面には、南側1／3を除いてほぼ全面に、厚さ2－6cmの暗褐色粘質土による貼床がな

されている。

埋　　立　　哩土は11層に分層できる。①～⑤層は自然堆積の状況が窺えるが、⑥～⑪層は炭化物を多

く含む。このうち炭化物に被る⑧層は炭化物の他に砂礫を含んでおり、住居の屋根には茅な

どの屋根材とともに、土◎砂礫などが一緒に葺かれていたものと推定される。

逸　　物　　出土遺物には、複合口緑をもつ賓Pol～Po26、「く」字状口緑をもつ蛮Po27、小型の胴部

出土状況　Po28、壷又は聾の底部Po29－Po32、糸切り底をもつ杯Po33、高杯Po34◎Po35、Po36、蓋型

土器Po36、手軽ね土器Po37、土玉Po38－Po64、鉄路茎部Fl～F2、砥石Sl◎S3、穿

孔のある軽石S2がある。

このうち床面からは、住居中央部で土玉Po58、南西コーナーで口綾部施文の後にナデ消し

するPol◎土玉Po39◎Po45◎Po46◎Po51－Po53、南東コごナーで土玉Po38ePo55、西側

壁際で土玉Po47が出土している。

また、住居中央部の貼床中からは口緑部施文の後にナデ消しするPo2、鉄路F2、砥石S

lが出土している。

壁港内◎ピット内からも土器片が出土しているが図化できなかった。そのほかは埋土中か

らの出土である。

床面から出土している土器の量が比較的少ないことから、この住居は不慮の火災にあった

のではなく故意に焼かれた可能性がある。

時　　期　　BSIOlの時期は、床面出土の土器から弥生時代終末頃と考えられる。

l

／．若

．
！

l　　　』＝呈聖±Ocm

挿図28　南谷大山追跡B区S101出土遺物実測図（4）
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①淡暗灰褐色土

（診略章灰褐色土

③黒褐色土

④暗灰褐色土

⑤暗黄褐色土

⑥暗灰褐色土（炭化物を含む）

（訂暗赤黄褐色土

⑧黒褐色土（炭化物を多量に含む。砂礫を含む）

⑨明黄褐色土

⑲明黄色土

⑪暗黄褐色土（⑤よりやや暗い）

⑩暗褐色粘質土（DKPと粘土を含む。貼床）

⑲暗黄茶灰褐色土（炭化物、焼土粒を含む）

⑲明淡黄褐色土（DKP粒を含む）

⑮明橙灰褐色土（炭化物、焼土粒を含む）

⑲暗茶灰褐色粘質土

⑫暗黄灰褐色土（炭化物、焼土粒を含む）

⑲暗灰赤褐色土（炭化物を含む）

⑲暗黄黒褐色土（炭化物を含む）

⑳明橙灰褐色土（DKP粒を多く含む）

㊨暗灰黄褐色土

㊧暗黄赤褐色粘質土（基盤ブロックを含む）

㊨暗灰赤褐色粘質土（基盤ブロックを含む）

㊧明黄褐色土

⑮明淡黄褐色土（DKP粒を含む）

⑳本の根による埋乱

挿図2g　南谷大山遺跡B区SIOl遺構図

－37－　　　－38－

O S＝1／60　　　2m



‾‾義手r

爾志扇　ぞ

⊂＝コ萱　♂
Po20

0　　　　　S＝1／3　　　10cm

挿図30　南谷大山遺跡B区S101出土遣物実測図（1）
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匠忽Fl　　　　　　　∝ココ⑳F2

0　　　　S＝1／2　　　6cm
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ノ

llll　聖も

S＝1／3　　　10cm

6貌2

O S＝1／3　　　10cm

挿図鋸　南脊大山適跡B区S柑出土遺物実測図（2）
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挿図32　南沓東山退路B区5馴出立逸物実測図（3）
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BS用2（挿図33◎34、図版5◎51◎52）

億　　置　　調査区の北東側F13グリッドにあり、標高79．4m～79．8mの緩やかに傾斜する斜面に位置

している。西側約4．5mにはBSI03があり、また、住居の東側の黒褐色哩土中にはBSI）02

が掘り込まれている。

形　態　　北壁が後世の撹乱溝によって削り取られており原形は留めていなかったが、平面は方形を

呈すものと考えられる。

規模は、東西4．08m、南北4．82m以上を測り、床面積は19．6m2以上である。残存壁高は、

最も遺存状態の良い南壁で最大0．62mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴は4個と思われるが、北側の主柱穴の一つは後世の撹乱溝によって削り取られてい

る。主柱穴のそれぞれの規模は、Pl（32×30－56）cm、P2（42×40－79）cm、P3（45×

37－70）cmを測る。主柱穴間距離はP2－P3から順に2．7m、2．3mである。

主柱穴の内側20cm～50cmにはP4－P7がある。それぞれの規模は、P4（32×30－55）

cm、P5（40×30－56）cm、P6（42×33－53）cm、P7（33×27－62）cmを測る。これら

は、深さもかなりあり主柱穴であると考えられる。これらのことからSI02は建替えがあっ

たと考えられる。建て替えの順序は不明であるが、おそらくP4－P7を主柱穴とするもの

を拡張したものと思われる。拡張前の主柱大間距離はP4－P5から順に1。7m、1。3m、1．7

m、1．2mである。

中央　　　　中央ピットはP8で、平面は長楕円形を呈す。規模は（72×50－35）cmを測る。哩土は2

ぽッ防　層に分層でき、上層は黄褐色土、下層は炭化物を含む暗褐色土が入り込んでいる。

焼土面　　中央ピット周辺に20×12cm、14×8cmに広がる焼土面を2カ所検出した。

貼　床　床面には、南東側1／4を除いてほぼ全面に、厚さ3－10cmの暗褐色粘質土による貼床が

なされている。

埋　　立　　哩土は4層に分層できた。①－③層は木の根による擾乱を受けてはいるものの自然堆積し

た状況が窺われる。しかし、淡黄褐色粘質土である④層は壁際にのみ見られ、壁際に立てら

れた板状のものが腐朽したものと考えられる。

逸　物　　出土遺物には、複合口緑をもつ璽Pol～PolO、「く」字状口緑をもつ蛮Poll、壷又は婆の

出土状況　胴部Po12◎Po13、壷又は賓の底部Po14ePo15、高杯Po16、鼓形器台Po17、蓋型土器Po18が

ある。

このうち床面からは、住居中央やや南寄りでは、口緑部施文の後にナデ消しするP02が出

土している。中央ピット付近では、口緑部をナデのみで仕上げるP06が出土している。西側

壁寄りでは、口緑部をナデのみで仕上げるPolOが、また、南側壁際◎西側壁際では、「く」字

状口緑をもつPollが口緑部を下にして二個所に分かれて出土している。中央ピット内では、

口綾部をナデのみで仕上げるP08が出土している。

また、P5◎P6内からも土器片が出土しているが図化できなかった。その他は哩土上層

から出土している。

時　　期　　BSI02の時期は、床面出土の土器から弥生時代終末頃と考えられる。
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①黒褐色土

②暗灰褐色土

（釘黄褐色土

④淡黄褐色粘質土

⑤暗黄褐色土

⑥暗褐色粘質土（貼床）

⑦暗黄褐色土

⑧暗桃褐色粘質土

⑨黄褐色土（しまりがない）

⑲暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑪淡桃色粘質土（基盤ブロックを含む）

⑩淡黄桃褐色土（しまりがない）

⑬木の根による擾乱

O S＝1／机　　　　2m
l　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　1

挿図33　南谷大山遺跡B区S柑2遺構図
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挿図34　南谷大山遺跡B区S102出土遺物実測図
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BS103（挿図35・36、図版6・52）

位　置　調査区の北東側E13グリッドにあり、標高79．3m～79．5mのほぼ平坦面に位置している。

南側約3mにはBSIOl、東側約4．5mにはBSI02がある。

形　態　周辺一帯は、黒褐色土が堆積しておりこの土を除去することでプランを確認することがで

きた。平面は方形を呈すものである。

規模は、東西2．88m、南北2．90mを測り、床面積は約8．4m2である。残存壁高は、最も遺存

状態の良い南壁で最大0．26mである。

主柱穴は4個と思われ、それぞれの規模は、Pl（55×42－25）cm、P2（40×39－17）

cm、P3（28×25－8）cm、P4（38×29－15）cmを測る。主柱穴間距離はPITP2から

順に2．0m、1．9m、2．1m、1．5mである。これらは深さがさほどなく、主柱穴の間隔も不整で

あることから、簡単な上屋構造であったと思われる。

中央　　　住居中央よりやや東側には中央ピットと考えられるP4がある。平面は楕円形を呈す。規

ピット　模は（92×68－8）cmを測る。哩土は焼土粒を含む淡暗桃灰褐色土のみである。

埴　　土　　哩土は暗茶褐色土のみである。

遺　物　　出土遺物には図化できたものが、複合口緑をもつ聾Pol～Po4、壷又は要の胴部Po5・Po

出土状況　6、高杯脚部Po7、蓋形土器Po8、土玉Po9～Po16、砥石Slがある。

H＝80．00m

C
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①暗茶褐色土

（訂黒褐色土

③淡暗桃灰褐色土（娩土粗を含む）

④木の根による撫乱

O S＝1／60　　　2m

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図35　両谷大山遺跡B区S103遺構図
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挿図36　両谷大山追跡B区S柑3出土遣物実測図
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このうち床面からは、住居中央やや北寄りでP06が出土している。住居中央やや南寄りで

は、口綾部ナデのみで仕上げるPo2・Po7・Po5・Slが出土している。中央ピット付近で

蓋形土器P08が、南東コーナーで土玉Po9－Po16がそれぞれ出土している。その他は哩土中

からの出土である。

時　　期　　BSI03の時期は、床面からの土器より弥生時代終末頃のものと思われる。

BSl04（挿図37・38、図版6・53）

位　　置　　調査区の北東側D14

グリッドにあり、標高

78．6m～78．8mのほぼ

平坦面に位置している。

南西側約4mにはBS

IO5、西側にはBSK

05が近接している。

形　　態　　周辺一帯は、黒褐色

土が堆積しておりこの

土を除去することでプ

ランを確認することが

できた。北側が流失し

ているものの、平面は

方形を呈すものと確認

された。

規模は、東西2．48m

南北2．1m以上を測り、

床面積は約5．2m2であ

る。残存壁高は、最も

遺存状態の良い南壁で

最大0．29mである。

壁溝は、北側を除い

て検出され、幅10－37

cm、深さ3－6cmを測

り、断面U字形を呈

B－

くく

H＝79．50m

B

H＝79．50m

C

／

①黒褐色土

②暗褐色土

③暗灰眺褐色土

④黄褐色土（基盤層）

（9時黄褐色土

⑥淡暗灰黄褐色土
（炭化物をわずかに含む）

⑦木の根

⑧木の根による擾乱

O S＝1／60　　　2m

挿図37　南谷大山遺跡B区SlO4遺構図

＼＼＼」空プp。6

0　　　　　S＝1／3　　　10m

」　　　　　　　　〕　　　　1

挿図38　南谷大山遺跡B区SIM出土遺物実測図
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す。主柱穴は2個と思われ、それぞれの規模は、Pl（25×22－26）cm、P2（31×26－28）

cmを測る。主柱大間距離は0．7mである。これらは深さがさほどなく、主柱穴の間隔も狭いこ

とから、簡単な上屋構造であったと思われる。

その他にもピットが検出されたが、用途は不明である。中央ピットは検出されなかった。

埋　　立　　哩土は6層に分層できた。③層中からは焼土粒、壁溝内⑥層中からは炭化物が検出され、

断定はできないがBSI03は焼失住居の可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には図化できたものが、複合口緑をもつ婆Pol～Po3、口綾部端部Po4ePo

出土状況　5、壷または聾の底部P06がある。

いずれも哩土中及び周辺からの出土である。

時　　期　　BSI04の時期は、出土した土器より弥生時代終末のものと思われる。

BS用5（挿図39－41、図版6　052）

位　　置　　調査区の北東側C14◎15、D14◎15グリッドにあり、標高78．6m～79．0mのほぼ平坦面に

位置している。北西側約1．5mにはBSIO6、東隅にはBSK06が近接している。

形　　態　　周辺一帯は、黒褐色土が堆積しておりこの土を除去することでプランを確認することがで

きた。このため周壁の遺存状態は非常に悪く、正確な平面形を確認することはできなかった

が、隅丸方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西5．48m、南北5m以上を測り、床面積は約27．4mzである。残存壁高は、最も

遺存状態の良い南壁で最大0．16mである。

主柱穴は4個と思われ、それぞれの規模は、Pl（41×40－31）cm、P2（50×48－65）

cm、P3（55×52－24）cm、P4（35×31－50）cmを測る。主柱大間距離はPl－P2間か

ら順に4．6m、3．8m、4．5m、3．9mである。

Pl～P2間、P2～P3間（桁）には柱穴間ラインより外側にP5e P6がある。それ

ぞれの規模は、P5（55×40－54）cm、P6（53×43－68）cmを測る。これらは、棟持柱の

柱穴と考えられる。

また、P1－P2間ラインの内側でP7◎P由と2つ並んだピットが検出された。規模は、

P7が（32×22－56）cm、P8が（36×31－62）cmを測る。これらは、住居の出入口の施設

に関わる柱穴と考えられる。

その他にもピットが検出されたが、用途は不明である。中央ピットは検出されなかった。

不明丑坑　　住居東壁寄りで（163×110－21）cmを測る平面不整形の土坑状の落ち込みを検出した。性

格は不明である。

埋　　立　　哩土は5層に分層できた。木の根による擾乱を受けてはいるものの（諺層中からは焼土粒、

炭化物が検出され、断定はできないがBSI05は焼失住居の可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には図化できたものが、複合目線をもつ壷Pol◎Po2、複合口緑をもつ璽Po3

出土状況　～Po18、複合目線をもつ直口壷Po19、口綾部Po20～Po23、高杯杯部Po23、端部が肥厚する

鼓形器台脚台部Po24、土玉Po25である。このうち、Pol◎Po4－Po12は口緑端部が平坦面

をもつもので、Po13～Po16は口緑端部が丸くなるものである。

Po24はP2内からの出土で、そのほかは、いずれも哩土中及び周辺からの出土である。

時　　期　　BSI05の時期は、ピット内出土土器より古墳時代前期初頭のものと思われる。
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挿図39　南谷大山遺跡B区S105辻構図
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①黒褐色土

②暗褐色土

③暗黄茶褐色土

④（諺よりやや黄色が強い

⑤暗黄灰褐色土

⑥淡暗褐色土

⑦暗赤褐色土粘質土

⑧淡黄褐色土（DKPを含む）

⑨暗褐色土

⑩暗黄発褐色土

⑪赤黄褐色土（DKPを含む）

⑲暗黄褐色土

⑲黄の根による穫乱
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挿図40　南谷大山遺跡B区S105出土遣物実測図（1）
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挿図41南谷大山遺跡B区S105出土遺物実測図（2）

BS用6（挿図42－44、図版6　◎52）

位　　置　　調査区の北東側C14◎15グリッドにあり、標高78．3m～78．6mのほぼ平坦面に位置してい

る。南東側約1．5mにはBSIO5、南東側にはBSK07が近接している。

形　　態　　周辺一帯は黒褐色土が堆積しており、この土を除去することでプランを確認することがで

焼土面

埋　　土

きた。周壁の遺存状態は比較的よく、平面は隅丸長方形を呈す。

規模は、東西3．55m、南北3．05mを測り、床面積は約10．8mzである。残存壁高は、最も遺

存状態の良い東壁で最大0．4mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴は2個と思われ、それぞれの規模はPl（105×63－67）cm、P2（90×74－38）cm

を測る。主柱穴間距離は2．0mである。

その他にもピットが検出されたが、用途は不明である。中央ピットは検出されなかった。

住居のほぼ中央で、15×10cmの楕円に広がる焼土面を検出した。

埋土は6層に分層できた。木の根による撹乱等を受けてはいるものの②層中からは焼土粒、

炭化物が検出され、断定はできないがBSI06は焼失住居の可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には図化できたものが、複合目線をもつ婆Pol～Po17、「く」字状口緑をもつ婆

出立状況　Po18、高杯杯部Po19、鼓形器台上台部Po20、鼓形器台脚台部Po21、土玉Po22023である。

このうちPol◎P02は目線端部が平坦面をもつもので、また、Po3－PolO◎Po13は目線端

部が丸くなるものである。

そのうち床面からは、口緑部ナデのみのPo4、厚手の口綾部をもつPo9、土玉Po23が出土

している。その他はいずれも哩土中及び周辺からの出土である。

時　　期　　BSI06の時期は、床面出土土器から弥生時代終末のものと思われる。
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命焼土

H＝79．00m

C

挿図42　南谷大山遺跡B区Sl旺遺構図

（訪黒褐色土

②暗黄茶褐色土
（炭化物・焼土粒を含む）

③暗黄褐色土

④暗黄灰褐色土

（9淡暗黄茶褐色土

⑥暗黄赤褐色粘質土（貼床）

⑦暗赤灰褐色土（粘質土を含む）

⑧暗黄褐色土

⑨赤褐色粘質土

⑲明黄褐色土（DKP粒を含む）

⑪明黄灰褐色土（DKP粒を含む）

⑲黄灰褐色土（粘質土を含む）

⑬木の根による擾乱

S＝1／60　　　　2m

BS Hけ（挿図45・46、図版7・52）

位　　置　　調査区の北東側D15グリッドにあり、標高78．0m～78．3mのほぼ平坦面に位置している。

南西側約3mにはBSK09がある。

形　　態　　周壁を約15cmにわずかに掘り込むもので、南側が流失しているものの平面は長方形を呈す

と思われる。

規模は、東西3．2m、南北1．7m以上を測り、床面積は5．4m2以上である。
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挿図43　南谷大山遺跡B区S106出土遺物実測図（1）
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壁溝・主柱穴は検出されなかった。

掘り込みが大変浅く、柱穴もないことから、

BSI07は平地式の住居と考えられる。

埋　　土　　哩土は焼土粒を含む暗茶褐色土のみである。

断定はできないがBSI07は焼失住居の可能性

がある。

遺　　物　　出土遺物には図化できたものが、複合口緑を

出土状況　もつ要Pol～Po3、蓋P04である。

そのうち、哩土中から口緑部を平行線文・波

状文後ナデ消すPo2・3が出土してい

1・P04は、周辺

からの出土である。

時　　期　　BSI07の時期

は、哩土中出土土

器から弥生時代終

末のものと思われ

る。

轡p。22S＝1′2響・Po23
l　．　　：　　　　！

挿図44　南谷大山遺跡B区S106出土遺物実測図（2）

巌
P。3　Po2

●　　●

／
わ

H＝78．50m

A

①暗茶褐色土（娩土粒を含む）

②木の根による擾乱

O S＝1／60

挿図45　南谷大山遺跡B区S107遺構図

車　＿一：l O S＝1／3　　　10cm

挿図46　南谷大山遺跡B区S川け出土遺物実測図
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BS】閑（挿図47◎48、図版7）

億　　置　　調査区の北東側、E15グリッドにあり、標高76．3m～77．2mの南側に傾斜する斜面に位置

している。西側約7mにはBSK04がある。

形　　態　　BSI08は、斜面にあることから南側が半分以上流失しており、確かな平面形は不明であ

るが、遺存部分からすると隅丸方形を呈すものと思われる。

規模は、東西5．6m、南北2．3m以上を測り、床面積は12．9m2以上である。北側には不明瞭

であるが幅0．25m～0．6m、高さ12cmを測るテラスがプランに沿って作られている。残存壁高

は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．83m（上線～テラス0．13m、テラス～床面0．5m）であ

る。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴は4個と思われるが、1個だけ検出することができた。規模は、Pl（32×26－26）

cmを測る。

床面にはその他にもピットが検出されたが、用途は不明である。中央ピットは検出されな

かった。

テラスの外側にはP2－P13のピットが検出された。それぞれの規模は、P2（46×45－54）

cm、P3（30×28－22）cm、P4（27×27－－41）cm、P5（40×36－22）cm、P6（34×32－42）

cm、P7（44×42－28）cm、P8（40×37－30）cm、P9（33×32－23）cm、PlO（35×28－21）

cm、Pll（30×22－35）cm、P12（49×44－55）cm、P13（45×42－41）cmを測る。これらは、

住居の外側に立て並べた杭列跡と考えられる。

埋　　立　　哩土は7層に分層できたが、住居内には炭化物◎焼土粒を含む⑥層のみである。断定はで

きないがBSI08は焼失住居の可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には図化できたものが、複合口緑をもつ婆Pol～Po5、壷または賓の底部Po6、

出土状況　小型無頸壷Po7、高杯脚部P08である。

そのうち床面からは、口緑部を平行洗練後ナデ消すPolが出土している。

時　　期　　BSI08の時期は、床面出土土器から弥生時代終末のものと思われる。

■

、

＼恩蔓だ

Po8　　　　0　　　　S＝1／3　　10cm

挿図47　南谷大山遺跡B区SIO8出土遣物実測図
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①暗褐色土

②黒褐色土

③暗褐色土

④淡暗褐色土

⑤暗黄茶褐色土

（砂暗灰黄褐色土

（土器片、炭化物、焼土粒を含む）

⑦黄褐色土

⑧明黄褐色土

⑨木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m

挿図48　南杏大山遺跡B区SI旺遺構図
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2。丑　　　坑

院SK馴（挿図49、図版7）

億　　置　　BSKOlは、調査区の北東側F13グリッドにあり、標高79．8m～80．2mのゆるく南側に傾斜

する斜面に位置する。

形　　態　　平面は不整形な楕円形を呈し、長径3．56mX短径2．8mを測る。断面は皿状になり、深さは

0．38mを測る。

埋　　立　　哩土は3層に分層できた。哩土は皿状に堆積しており、自然堆積の状況が窺える。

遺　　物　　出土遺物は、黒褐色土中から土器片が出土しているが図化できなかった。

出立状況　　出土土器は小片のため確かな時期を同定することはできないが、BSKOlの時期は弥生時

時　　期　代後期後半頃と考える。

性　　格　　性格は不明である。

B S KO2

（挿図50e51、図版8）

億　　置　　BSK02は、調

査区の北東側C15

グリッドにあり、

標高78．3mのほぼ

平坦面に位置して

いる。北東約5m

にはBSI06があ

る。

形　　態　　平面はほぼ円形

を呈し、上線部長

径1．35m X短径

1．3m、底部長径

1．3mX短径1．27

mを測る。深さは

1．68mを測り、断

面は袋状を呈す。

西側には、土坑

（彰黒褐色土

②暗褐色土

③暗黄褐色土（DKP粒を含む）

④淡暗褐色土（木の根による撒乱）

O S＝1／3050cm

ll i　！

挿図49　南谷大山遺跡B区SKOl通構図

状のものが掘り込

まれているが、BSK02に伴うものとは考え難い。

埋　　立　　埋土は6層に分層でき、⑤層以下は締まりがなく、炭化物をわずかに含む。また、壁が崩

落したと考えられる基盤ブロックが含まれる。

エ具痕　　壁面には幅約3－7cmの工具痕が明瞭に残っている。この工具痕は上方向から下方向に向

かっていることが観察できる。

遺　　物　　⑤層以上の哩土中から土器片が出土している。図化できたものは、婆口綾部Pol～P04で

出藍状況　ある。Pol◎P02はやや厚手で端部は丸く、外面ナデ仕上げである。P03は、薄手でシャー
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プなっくりである。P04は、立ち上がりが低く

端部は丸いもので、外面は平行線文をナデ消し

ている。

時　　期　　はっきりとした時期は不明であるが、Po巨

P02は弥生時代終末の様相を残し、また、周辺

の土坑も同時期のものに限られることから、B

SK02は弥生時代終末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK02は、形態の特徴から貯蔵穴として利

用されたものと考えられる。

BSK93（挿図52◎53、図版7◎69）

億　　置　　BSK03は、調査区の北東側D14グリッドに

あり、標高79．0mのほぼ平坦面に位置している。

北約2mにはBSI04がある。

形　　態　　平面は長方形を呈し、上線部長卓由1．76mX短

軸1．1m、底部長軸1．45mX短軸0．81mを測る。

深さは0．81mを測り、断面は台形状を呈す。

底面北側にはわずかに溝が掘り込まれている。

また、北側中央には、長軸0．36mX短軸0．25m、

深さ3cmのピットがある。

埋　　立　　哩土は6層に分層でき、③e⑤層は、炭化物

をわずかに含む。

遣　　物　　哩土中及び底面から土器片が出土している。

出藍状況　図化できたものは、蛮口緑部Pol、婆◎壷胴部

Po2、高杯杯部と思われるP03である。底面南

側中央部からは、やや上げ底気味の底部をもつ

P02が出土している。哩土中からは、端部は丸

く口緑部ナデ仕上げのPol e高杯杯部P03が

出土している。

時　　期　　BSK03は、底面出土のP02から弥生時代終

末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK03は、他の貯蔵穴とは異なり平面が長
（57）

方形を呈すが、上種第5遺跡などにも長方形の

貯蔵穴があることから、貯蔵穴として利用され

たものと考えられる。
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①暗褐色土

②暗灰黄褐色土

③暗灰褐色土

（基盤の礫を含む）

④暗褐色土

（尉ヒ物をわずかに含む。基盤7．ロックを含む）

（9暗灰褐色土

伏型の碁盤7’ロックを含む。尉ヒ物を含む）

⑥暗灰褐色土（しまりがない）
⑦淡桃褐色土（基盤ブロック）
⑧暗黄灰褐色土（しまりがない）
⑨木の根による撹乱

O S＝1／3050cm

．－llllllllllll．－　．－lttt．tt．　－－．．°．．．．h．－　　　　t．t．‾‾‾t．．t．．．．．t．．．．．．．．．．．．．

挿図50　南谷大山遺跡B区SKO2通構図



二三／二㌢
挿図51南谷大山遺跡B区SKO2出土遺物実測図

H＝79．50m

C C，

O S＝1／3　　　10cm

！，　　　　　：　　　　　　！

彩
（訪黒褐色土

（診暗灰褐色土

③暗灰黄褐色土

（炭化物を含む）

④暗褐色土

⑤暗灰黄褐色土

（③よりやや暗い。炭化物を含む）

⑥暗黄灰褐色土

（DKPプロッタを含む）

⑦木の根による擾乱

O S＝1／30　50cm

l・；」

挿図52　南谷大山遺跡B区SKO3遺構図
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挿図53　両谷大山通跡B区SKu3出土遺物実測図

BSKO4（挿図54－57、図版8・70）

位　　置　　BSK04は、調査区の北東側D16グリッドにあり、標高76．0m～76．5mの南側に傾斜する

斜面に位置している。北西約1．5m上方にはBSK09がある。

形　　態　　平面は斜面に位置することから不整形な楕円形を呈し、上線部長径1．99mX短径1．6m、底

①暗褐色土

②暗茶褐色土

（炭化物をわずかに含む）

（診暗褐色土

（東側はシジミ貝を含む）

④淡暗褐色土

⑤暗褐色土

（東側はシジミ貝を含む）

⑥暗茶褐色土（しまりがない）

⑦暗茶褐色土

（紗淡暗褐色土

⑨暗黄褐色土

⑲暗黄褐色粘質土

⑬淡黄褐色土

⑲明黄褐色土

挿図54　南谷大山遺跡B区SKO4遺構図
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⑲明黄褐色土

⑲貝層（シジミ貝）

⑲木の根による挽乱

O S＝1／30　50cm

I・；＿　」
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挿図関　南音大融通跡隠匿＄K錮出土遺物実測図（瑠）
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挿図56　南谷大山遺跡B区SKO4出土遣物実測図（2）
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0　　　　　S＝1／3　　　10cm

千一一一二一一三一

のp。58　勿p。59

一三一

佐診p。62　』F2

O S＝1／2　　　6cm

ト1　－　－二二］

ここ＝＝∋

∈二＝＝二つ

挿図関　南脊大山遺跡B区SK錮出土適物実測図（3）
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部長径2・05mX短径1．6mを測る。深さは1．43mを測り、断面は斜めに掘り込む袋状を呈す。

埋　立　哩土は12層に分層できた。このうち③◎⑤層中には、ヤマトシジミ◎マガキ◎イシマキガイを

含む総量約13kgの貝層が二段にわたって含まれていた。貝層は中央やや北側に分布している。

逸　物　哩土中からは、多量の土器片が出土している。図化できたものは、壷PolePo2、婆口緑

出患状況　部Po3－Po35、賓◎壷胴部Po36－Po53、高杯杯部Po54、低脚杯Po55、脚部Po56ePo57、

土玉Po58－Po62、鉄製刀子Fl、不明鉄器F2、穿孔をもつ軽石Slである。壷◎聾には、

口緑部に施文を施した後にナデ消しをするものPo2－Po20、口綾部をナデのみで仕上げる

ものPol◎Po21－Po35がある。底部はいずれも不明瞭な平底を呈すものである。

これらの遺物はいずれも底面から浮いた状態で出土していることから、貝と共に投げ捨て

られたものと考えられる。

時　　期　　BSK04は、出土土器から弥生時代

終末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK04は、形態上の特徴から貯蔵

穴として作られたものと考えられるが、

その後ゴミ捨て犬として再利用された

ものと考えられる。

臨SK⑳5（挿図58◎59、図版9）

億　　置　　BSK05は、調査区の北東側り14グ

リッドにあり、標高78．4m～78．5mの

平坦面に位置している。東側約1mに

はBSI04がある。

形　　態　　平面は楕円形を呈し、上線部長径

1．06mX短径0．87m、底部はほぼ円形

を呈し長径1．54mX短径1．41mを測る。

深さは0．99mを測り、断面は袋状を呈

す。

埋　　立　　哩土は8層に分層できた。このうち

①◎③◎⑤◎⑦層中には、焼土粒◎炭

化物をわずかに含むことから、土坑上

を覆う施設が燃え落ちた可能性がある。

遺　　物　　遺物はほとんどなく、わずかに哩土

出藍状況　中から土器片が出土している。図化で

誰

三TI二′

A－

／

／／／／二二＼臥
／　／！一一　、＼＼

／　／

／

！

［

l

＼

＼

＼
＼　　　　　　　　　　　　／

1－－－一一一一一／

①淡暗桃灰褐色土　　　　　　⑥暗黄褐色土
（炭化物をわずかに含む。土器を含む）⑦暗黄灰褐色土

②暗黄桃褐色土　　　　　　　（炭化物をわずかに含む）
③暗褐色土　　　　　　　　　⑧黄褐色土
（炭化物、焼土粒を含む）

④暗黄褐色主
⑤暗黄灰褐色土

（炭化物をわずかに含む） O S＝1／30　50cm

忘忘忘遠忌

挿図5番　南沓東山通路B区SK閑適構図

O s＝1／3　　　10cm

挿図5g　南谷大山過跡B区SK閑出土遺物実測図
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きたものは、聾口緑部Pol～P03である。いずれも端部は薄く引き出し、外面をナデのみで

仕上げるものである。

時　　期　　BSK05は、出土土器から弥生時代終末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK05は、形態上の特徴から貯蔵穴として作られたものと考えられる。

①暗灰黄褐色11二

②淡黄褐色上

③暗灰褐色千二（炭化物をわずかに含む）

④暗黄灰褐色土（しまりがか－）

⑤暗灰褐色土（炭化物を含む）

⑥淡黄褐色土

⑦赤褐色粘質土

⑧黄褐色土（DKP層）

挿図60　南谷大山遺跡B区SKOG遺構図

O S＝1／30　50cm

l・　；　　l

BSKO6（挿図60－62、図版9・70・71）

位　　置　　BSK06は、調査区の北東側D15グ1）ッドにあり、標高78．9m～79．1mの平坦面に位置し

ている。北西側はBSI05によって削り取られている。

形　　態　　平面は楕円形を呈し上線部長径1．1mX短径0．83m、底部はほぼ円形を呈し長径1．31mX短

径1．2mを測る。深さは1．07mを測り、断面は南側に斜めに掘り込む袋状を呈す。
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挿図鋸　南番東山遺跡隠匿SK鍼出藍遣物寛測圏（瑠）
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埋　　立　　哩土は8層に分層できた。このうち③◎⑤層中には炭化物を含むことから、土坑上を覆う

施設が燃え落ちた可能性がある。

逸　　物　　哩土中及び底面から土器片が多数出土している。図化できたものは、蛮Pol～Po9、壷◎

出土状況　婆胴部PolOePoll、高杯脚部Po12である。底面南壁際ではPo2－Po4◎Po6◎Po7◎Po

9⑳Pollがかたまって出土している。その他は底面からやや浮いた状態で出土している。蛮

口綾部の内Po7～P09は口綾部に施文を施した後にナデ消すものであるが、その他はナデ

のみで仕上げるものである。底部はいずれも不明瞭な平底を呈す。

なお、Po6内に、イガイの一種と考えられる二枚貝の貝殻1個分が入っていた。

時　　期　　BSK06は、出土土器から弥生時代終末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK06は、形態上の特徴から貯蔵穴として作られたものと考えられる。

挿図62　南谷大山遺跡B区SKO6出土遣物実測図（2）

私、
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ　po12

0　　　　　S＝1／3　　　10cm

国＄K錮（挿図63◎65、図版10◎71）

億　　置　　BSK07は、調査区の北東側C15グリッドにあり、BSI05の床面上の標高78．4m～78．5

mの平坦面に位置している。西側約0．5mにはBSI06がある。

形　　態　　平面は不整な隅丸長方形を呈し上線部長軸1．59mX短卓由1．06m、底部は楕円形を呈し長径

1．01mX短径0．92mを測る。深さは0．73mを測り、断面は袋状を呈す。

埋　　立　　哩土は5層に分層できた。このうち②～④層は炭化物をわずかに含む。また、最下層には
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灰褐色粘質土である⑤層が底面

ほぼ中央に置かれていた。

遺　　物　　哩土中及び底面から土器片が

出土状況　多数出土している。図化できた

ものは、聾Pol～Po4、無茎石

綿Slである。このうち、底面

中央ではPol～P03が押しつ

ぶされたような状態で出土して

いる。Po4・Slは哩土中から

の出土である。

Polは、端部は丸く口緑部に

施文を施した後にナデ消すもの

で、胴部はあまり張らず肩部に

波状文が施される。ややしっか

りとした底部をもつ。

P02は、端部は引き出されロ

緑部はナデのみで仕上げるもの

で、肩部が大きく張り出す。底

部は不明瞭な平底を呈す。

Po3・P04はP02と同様に

ナデのみで仕上げるものである。

時　　期　　BSK07は、Polがやや古い

様相を示してはいるが、同伴し

ているPo2～P04から弥生時

代終末に作られたものと考える。

性　　格　　BSK07は、形態上の特徴か

ら貯蔵穴として作られたものと考え

られ、位置的にBSI05の床面上に

あるがこの住居に伴うものではない。

BSKO8（挿図64、図版9）

位　　置　　BSK08は、調査区の北東側C15

グリッドにあり、標高78．6m～78．7

mの平坦面に位置している。北側約

2mにはBSI05がある。

形　　態　　平面は不整円形を呈し上線部長径

1．1mX短軸1．08m、底部はほぼ円形

を呈し径1．2mを測る。深さは0．9m

を測り、断面は袋状を呈す。

埋　　土　　哩土は5層に分層できた。このう

ち②層は炭化物をわずかに含む。

遺　　物　　遺物はまったく検出されなかった。

ノ

A－I／
I，

（訂黄褐色土

②暗灰黄褐色土

（炭化物をわずかに含む）

（3時黄褐色土

（炭化物をわずかに含む）

④灰褐色粘質土

O S＝1／30　50cm

！・　：　　　題

挿図日　南谷大山遺跡B区SK07遺構図
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①淡黄褐色土

②暗灰黄褐色土

順化物をわずかに含む）

③淡黄褐色土

④暗灰黄褐色粘質土

（訪淡暗灰褐色土

（しまりがない）

O S＝1／30　50cm

：・；　＿＿！

挿図64　南谷大山遺跡B区SKO8遺構図



S＝1：1

1　　　　　　3cm

l

O S＝1／3　　　10cm

挿図65　南脊大山遺跡B区SKO7出土遺物実測図

時　　期　　BSK08は、遺物が見られなかったために確実な時期は不明であるが、他のすべての土坑

は弥生時代終末に作られたものと考えられ、BSK08も同様な時期に作られたと考えられる。

性　　格　　BSK08は、形態上の特徴から貯蔵穴として作られたものと考えられる。

B5瞳⑳9（挿図66◎67、図版10◎72）

億　　置　　BSK09は、調査区の北東側り16グリッドにあり、標高76。6m～77。1mの南側に傾斜する

斜面に位置している。南東側約1。5m下方にはBSK04がある。

形　　態　　平面は不整楕円形を呈し上線部長径1，3mX短軸1。04m、底部も不整楕円形を呈し長径1。28

mx短径0．89mを測る。深さは0．17mを測り、断面は台形状を呈す。

埋　　立　　哩土は1層である。

遣　　物　　哩土中から土器片が出土している。図化できたものは、婆口緑部Pol～Po6、底部Po7、

出藍状況　高杯杯部Po8、無頸壷Po9、蓋Pollである。

このうちPolは波状文後ナデ消すもので、Po2◎P03は平行沈線が施されるものである。Po

4－P06はナデのみである。P07はわずかに平底を呈す。

時　　期　　BSK09は、出土土器から弥生時代終末に作られたものと考えられる。

性　　格　　BSK09は、形態上の特徴から貯蔵穴として作られたものと考えられる。
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①暗黒茶褐色土

②暗茶灰褐色土

挿図66　両谷大山遺跡B区SK的迂桓図

篭卦亮
薫潮二鋤

（．’＿＿二三1当（ロー

蘇

二十＋三三七
PolO

O S＝1／3　　　10cm

挿図67　南谷大山遺跡B区SKOg出土遣物実測図

ー71－



3◎　溝状遺構

田富田園瑠（挿図68◎69、図版11）

億　　置　　BSI〕01は、調査区の北東側B14eC13◎14◎D13◎E13グリッドにあり、標高74．8m～75．6

mの北側に傾斜する斜面の中腹に、丘陵に沿って作られている。

形　　態　　東端◎西端は流失しており全形を留めてはいないが、長さ約41m、幅約1m～2mを測り、

斜面を0．24－0．98m削り取り、底面は一部「U」字状を呈すところがあるが、ほぼ平坦面に

なる。西側では丘陵斜面際に幅25cm～30cm、深さ4cm程度の浅い溝が掘り込まれている。

埋　　立　　哩土は8層に分層できるが、いずれも自然堆積の状況が窺われる。

遺　　物　　図化できたものには、婆目線部Pol～Po5、底部Po6－Po8、高杯脚部Po9、土玉PolO◎

出立状況　Pollがある。

時　　期

性　　格

このうち、底面から口緑部をナデのみで仕上げるP02が出土している。その他はいずれも

哩土中からの出土である。

底面出土の土器から、BSり01の時期は弥生時代終末頃と考えられる。

底面が一部「U」字状になるが、ほぼ平坦面をなすことから、単なる溝状遺構ではなく、

道路として機能したとも考えられる。

O S＝1／3　　　10cm

し－＿＿＿－＿＿＿＿＝‾二＝＝‾＝＝：二二二二＝二二二二コ

室
、三二　一二一

⑳p。1。⑳poll
O S＝1／2　　　6cm

」⊥＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿二」

挿図関　南谷大山遺跡B区S日鋼出土過物実測図

BSD⑳2（挿図70、図版11）

億　置　　BSI）02は、調査区の東側F12◎13◎G13◎H13グリッドにあり、標高77．6m～81．1mの

西側に傾斜する斜面から平坦面に変換する場所に作られている。北側はBSI02の哩土を切
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D12

＋

挿図69　西谷大山追跡B区SP81迂構図
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E12

＋

O S＝1／100　　　　　　　5m

①排土

②暗黄灰褐色土（流土）

③暗褐色土

④黄褐色土（基盤層）

⑤黒褐色土

⑥暗黄灰褐色土

⑦暗褐色土

⑧暗灰褐色土

⑨木の根の撹乱

O S＝1／60　　　　2m



H＝81．00m

≡一子

挿図70　南谷大山遺跡B区SDO2遺構図
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①淡暗褐色土　　　　　　⑤黒褐色土

②淡褐色土　　　　　　⑥暗黄褐色土

③暗褐色土　　　　　　⑦暗赤褐色粘質土

④暗黄赤褐色土　　　（基盤ブロックを含む。基盤層）

（DKP粒を多量に含む）　⑧木の根による撹乱



り込んで、いる。

形　　態　　北側e東側は調査区外へ延びており全形を知ることはできないが、東側は丘陵に沿って折

れ曲がり、北側は丘陵を直交するように下っている。現状では長さ30m以上、幅約0．8m～1．8

m、深さ8－68cmを測る。断面は「U」字状を呈す。北側は階段状に掘り込まれている状況

が見られた。

埋　　立　　哩土は7層に分層できるが、いずれも自然堆積の状況が窺われる。

時　　期　　遺物はまったく検出することができなかったために、時期は不明であるが、BSI02を切

り込んで作られていることから、弥生時代終末以降に作られたものと考えられる。

性　　格　　北側が階段状に掘り込まれていることから、BSD02は、道路として使用されたものと考

えられる。

堵◎　ぽッ匝鮮

Bピッ　群馴（挿図71◎72、図版11）

位　　置　　Bピット群1は、調査区の東側り15e E15グリッドにあり、標高78．6m～79．1mの緩く南

側に傾斜する斜面に位置している。南側約2mにはBSI07がある。

形　　態　　周辺は木の根による撹乱が著しかったが、Pl～P21の総数21個のピットを検出すること

ができた。

それぞれの規模は、Pl（162×125－65）cm、P2（55×40－38）cm、P3（40×30－20）

cm、P4（97×64－51）cm、P5（164　×112－62）cm、P6（56×48－29）cm、P7（96×

75－36）cm、P8（55×51－32）cm、P9（40×33－22）cm、PlO（75×35－21）cm、　Pll（40×

33－25）cm、P12（55×35－47）cm、P13（70×52－17）cm、P14（25×20－10）cm、P15（48×

45－23）cm、P16（68×46－26）cm、P17（38×35－18）cm、P18（30×27－18）cm、P19（35×

25－30）cm、P20（74×50－24）cm、P21（35×35－17）cmを測る。

いずれも不規則に並んでおり、規模もそろってはいないため掘立柱建物跡等の柱穴とは考

え難い。

遣　　物

出土状況

P7付近で婆口緑部Pol、P12付近で婆口緑部P02が出土している。

いずれも時期を特定するものではなく、Bピット群01の時期及び性格は不明である。

一一二一一ll　ノ

O S＝1／3　　　10cm

挿図71南谷大山遺跡B区ピット群01出土遣物実測図
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挿図72　南谷大山遺跡B区ピット群01通構図

P5

O S＝1／60　　　2m

◎　過構外遺物三つ齢竃（挿図73－78、図版76）

遺構外から多量の遺物が出土している。

北東側斜面からは、複合目線をもつ蛮Pol～Po70、小型鉢Po71、平底を呈す胴部～底部

Po72－Po85、須恵器杯Po86、鼓形器台Po87－Po91、蓋Po92－Po94、脚部Po96◎Po97、把

手付鉢Po99、細粒花崗岩製扁平蛤歯石斧Slが出土している。

南東側斜面からは、複合口緑をもつ蛮PolOO～PolO5、壷Po106が出土している。

平坦面からは、複合目線をもつ蛮PolO7－Po112、不明瞭な平底をもつ底部Po113、脚付

壷又は蛮Po114、低脚杯Po115　ePo116、高杯脚部Po117　ePo118、土玉Po119、アプラ

イト質石斧S2がある。

婆は、口綾部施文を施すもの、口綾部施文の後一部ナデ消すもの、ナデ仕上げのものがあ

る。底部は、不明瞭ではあるが平底を呈すものである。

これらは、ほとんどのものが弥生時代後期後半～終末にかけてのもので、この地区での遺

構内出土の土器より若干古い様相をもつものがある。
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挿図73　南脊大山遺跡B区遺構外出土遺物実測図（1）
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挿図75　南谷大山遺跡B区遺構外出土遺物実測図（3）
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－82－

石＝＝プ

Po86



∠≦讃
＼

二／一l二二、二二

「　9：094

O S＝1／2　　5cm

JL＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

♂

二三二：＿

二∴l扇≡三や二

ヽ
＿　　　＼

二二二

PolO4

挿図関　南谷大山適跡B区遺構外出土遣物実測図（5）
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挿図78　南谷大山遺跡B区遺構外出土遣物実測図（6）
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第　章　南谷大山遺跡の調査組錮年度調査カ

第瑠節　蘭沓東幽遠跡隠匿の概要

位　　置　1991年度に引き続き、南西側に延び出すB区の先端部を調査した。1992年度の調査区は、

標高57．5m－78．2mの、緩やかに鈎状に曲がる丘陵上に位置する。遺構が密集する平坦面は

2つあり、上方のものと下方のものとの比高差は約10mである。

遺　構　1992年度に検出した遺構は、竪穴住居跡37棟、掘立柱建物跡3棟、貯蔵穴と考えられる土

坑12基、不明土坑4基、段状遺構5基、溝状遺構4条、ピット群である。

このうち、竪穴住居跡は重複しているものがあり、実数としては37棟以上である。

竪究　　　　竪穴住居跡は、弥生時代後期後半のもの5棟（BSI23e27e33◎36e37）、弥生時代終末

住居跡　のもの8棟（BSI17◎21◎25◎26◎3巨34◎35◎42）、古墳時代前期前半のもの9棟（BS

I12◎14◎15◎18◎20630－5e32◎38◎40）、古墳時代中期後半のもの17棟（BSIO9◎10◎

11e13◎16◎19e22◎24◎28e29。30－1－4◎39e41◎43e44◎45）である。

平面形は時期ごとで異なる様相があり、弥生時代後期後半のものには隅丸方形のもの3棟、

方形のもの2棟、弥生時代終末のものには隅丸方形のもの1棟、方形のもの3棟、多角形の

もの2棟、不明のもの1棟ある。

古墳時代になると、前期では隅丸方形のもの1棟、方形のもの7棟、不明のもの1棟であ

る。古墳時代中期では17棟中13棟が方形に変化している。

また、特徴的なものとしては、BSI20から大量の炭化物が良好な状態で出土しており、

当時の住居構造を知る上で大変貴重な資料を提供することができた。また、この住居では、

髄が倒立したままの状態で出土している。

．BSI32では、北西隅にベッド状遺構が付設されている。

古墳時代中期には同じ位置で重複しているものがあり、BSIlOの2回、BSIllの7回

BSI13の4回、BSI28の3回、BSI29の3回、BSI30の4回が確認されている。

古墳時代中期のものには、壁際に寄るいわゆる特殊ピットをもつものがあり、ピット内か

ら高杯が出土しているものがBSIO9、BSI10－1、BSI30－3で、BSIl1－6内で

は賓が潰れた状態で出土している。また、BSI13－3では多量の礫が入っていた。

掘立櫨　　掘立柱建物跡は、わずかに3棟確認できた。BSBOlは2間◎1間、BSB02は2間◎2

建物跡　間、BSB03は2間el間の形態で近接棟持柱をもつ。そのうちBSB03からは古墳時代前

期前半の土器が出土している。

土　　坑　　貯蔵穴と考えられる土坑（BSKlO◎13◎14◎15弓6⑳17◎18◎19◎21◎22◎24e25）は、

すべて弥生時代後期後半～終末にかけてのものである。

形態としては、平面円形を呈し断面袋状になるもの11基、平面長楕円形を呈し断面袋状に

なるもの1基がある。

また、屋内貯蔵穴も確認されており、BSI14内のSKOlがある。

溝状遺構　　溝状遺構は、BSDO3－BSD06の4条検出された。

このうちBSI）03は、斜面の途中に作られたもので、古墳時代中期のものと考えられる。

規模は小さいため防御的な施設とは考えられず、集落を区画するためのものと推察され、部

分的に杭列が巡るものと考えられる。

ぽッ匝群　　Bピット群02は、調査区上方の平坦面にあり、78個のピットからなる。いずれも不規則な

配置ではあるが、北側のものにはかなり規模の大きなピットが並んだ状況が窺われた。
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筑　前　南脊来由遺跡隠匿の調査結果机錮年度）

瑠◎　竪究住居跡

BS用9（挿図79－87、図版13e14◎52－55）

位　置　調査区のほぼ中央a20e21、b20e21グリッドにあり、標高79．0m～79．4mのほぼ平坦面

に位置している。北東側にあるBSI23を切っている。

形　　態　　基底部は比較的よく遺存しており、平面はいびつな方形を呈す。

規模は、東西6．32m、南北6．38mを測り、床面積は約40．3m2である。残存壁高は、最も遺

存状態の良い東壁で最大0．72mである。

壁溝は西、南壁際に遺存し、幅は8－16cm、深さ3～5cmを測り、断面逆台形状を呈す。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模はPl（38×34－69）cm、P2（40×35－

61）cm、P3（70×50－55）cm、P4（38×26－70）cmを測る。主柱大間距離はPl～P2

から順に2．8m、2．4m、2．8m、2．4mである。Pl～P2間、P3－P4間にはライン上より

外に、棟持柱の柱穴と思われるP5◎P6がある。それぞれの規模は、P5（28×28－12）

cm、P6（30×27－11）cmを測る。

特殊ピッノト　　南側壁際にあるP7はいわゆる特殊ピットと呼ばれるもので、（62×57－29）cmを測る。哩

土中から高杯Po38が出土している。哩土は暗褐色土が単層ではいる。

㌧

挿図関　南谷大山遺跡B区SIOg炭化物出土状況図
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（》窯褐色土

②暗褐色土
③時灰褐色土
（炭化軌牧土粒をわずかに含む。基盤プロッタを含む）

④暗橙褐色土（債土私炭化物を含む）
⑤暗貢橙褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑥暗黄褐色土
⑦咤灰黄褐色土
⑧淡暗黄褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑨暗赤灰褐色土（職土を多量に含む）
⑲暗赤褐色粘質土
⑬暗褐色土

⑳時黄褐色土（馴化物をわずかに含む）
⑲暗褐色土
⑲黄褐色土

⑯暗桃褐色土
（よくしまっている。基盤ブロックを多く含む）

⑲暗挑褐色土（基盤プロッタを多く含む）
⑳暗愚褐色土
⑲時男褐色土（基盤プロッタを含む粘質土）
⑲木の根による提乱

⑳捜乱土

挿図川　南谷大山遺跡B区S109遺構周
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焼土　面

炭化物・

焼土

貼　　床

埋　　土

床面北側で30×24cmに不整形に広がる焼土面が一カ所検出された。

床面で、各壁際で炭化物が検出されたことから、SI09は焼失したものと考えられる。

いずれも丸木状を呈しており、特に南側の炭化物は周壁に被さるように出土していること

から、これらの炭化物は、いずれも垂木と考えられる。

樹種鑑定の結果、樹種はスギ◎スダジイ◎ケヤキが使用されていることがわかった。

また、住居の北西側には、焼土が盛り上がるように検出された。

中央やや南側で、暗黄灰褐色土による貼床が一部検出された。厚さは2cm程度である。

哩土は11層に分層できる。おおむね自然堆積の状況が窺われるが、壁寄りでは暗黄褐色土

の⑥層が堆積しており、周堤など住居外に盛られた土が入り込んだものと考えられる。また、

中央部やや北西寄りでは炭化物e焼土粒を含む④◎⑤層が堆積している。哩土中には、砂礫

等は含まれていない。

土器瀾用　　住居の東側コーナーの哩土上に、73個体以上の土器が住居中央部に向かって傾斜して堆積

していた。これらの土器は床面上の土器とほぼ同時期のものであり、住居が火災に遭ってか

ら一括廃棄されたものと考えられる。

遺　　物　　出土した遺物は図化できたものが、複合口緑をもつ蛮Pol～Po25◎Po52－Po86、高杯

出立状況　Po26－Po41◎Po87－Po121、直口壷Po43e Po44e Po121◎Po122、鼓形器台Po45－Po47、

椀Po48◎Po49ePo123、須恵器杯蓋Po50e51、須恵器無蓋高杯Po124、鉄金族Fl～F4、

、蛇紋岩製勾玉Jl、流紋岩質凝灰岩製砥石Sl、安山岩製磨石S2、陰刻のある木製品W巨

W2である。このうちPo52－Po124、F4は土器溜りからの出土である。

床面からは、北側コーナー付近で目線部が肉厚で立ち上がりが低く、目線部下端が丸みを

もつ程度の聾Pol◎Po2、椀Po49、無茎鉄鉱Fl◎F2、住居南側で口綾部が厚手のPo3、

椀状杯部をもつ高杯Po26ePo28ePo36ePo41、扁球形の胴部をもつ直口壷Po43、短い筒部をも

つ鼓形器台Po45◎Po46、

扁平な勾玉Jl、東側壁際

で椀状の杯部をもつ高杯

Po27、天井部が低くシャー

プな作りの須恵器杯、蓋

Po50、P7内で高杯脚部

Po38が出土している。そ　A－

の他は哩土中からの出土

である。

BSI09は、床面から炭

化物e焼土と共に比較的

多量の土器が出土してお

り、不慮の火災に遭った

ものと考えられる。

時　　期　　床面出土の土器からB

SI09の時期は、古墳時

代中期後半と考えられ、

山本編年I期e陶邑編年

TK208並行の須恵器が

共伴する。

H＝72．00m

A

／　－－

‾　、・

挿図81南谷大山遺跡B区SIOg土器溜り検出状況図
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挿図82　南谷大山遺跡B区S109出土遺物実測図（1）
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挿図83　南谷大山遺跡B区SIOg出土遣物実測図（2）
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挿図84　南谷大山遺跡B区S109出土遣物実測図（3）
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挿図85　南谷大山遺跡B区S109出土遺物実測図（4）

－92－

。、＼＼再、＼転



■●

ノ

囚

ノ

挿図86　南脊大山遺跡B区Si閑出土遺物実測図（5）
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挿図87　南谷大山遺跡B区S柑9出土遣物実測図（6）

BS m⑳（図版88－93、挿図14◎55e56）

位　　置　　BSIlOは、調査区南西部a22◎b22e a23◎b23グリッドに位置する。当地は標高68．5

m～69．5mで、南西を向いた緩斜面になっている。北西約3mにはBSI40が、南西約5m

にはBSI22が、南東約5mにはBSD03が、それぞれ位置している。

形　　態　　平面は隅丸方形を呈する。遺構の外周は東西約7．5m、南北約7．3mである。床面は2段に

B S110

－1

特殊ピット

貼　　床

焼土面

B S110

－2

なっており、外側の平坦面が内側のものより10－30cmほど高くなっている。BSIlOは、確

認されただけで4棟の住居が重複している。PlO～P13を主柱穴とするものをBSIl0－1、

Pl～P4を主柱穴とするものをBSIl0－2、P6－P9を主柱穴とするものをBSI

10－3、外側の高い床面で営まれたものをBSI10－4として、記述する。

BSI10－1は、中央部に掘り込まれたもので、周壁の遺存状態は比較的よい。平面は隅

丸方形を呈す。規模は東西5．6m、南北6．0mを測り、床面積は約33．6m2である。残存壁高は、

最も遺存状態のよい北壁で1．2mである。壁溝は、北側壁際に遺存している。幅7－9cm、深

さ2－11cmを測り、断面「U」字状を呈す。主柱穴は、PlO～P13の4個で、規模は順に、

（49×46－55）cm、（55×55－50）cm、（35×35－43）cm、（55×43－27）cmである。主柱穴間

距離は、PlO～Pll間から順に2．8m、2．8m、2．7m、2．8mである。P30はいわゆる特殊ピッ

トと考えられる。西壁際に位置し、規模は（110×100－32）cmを測る。

床面にはほぼ全面に、暗黄灰褐色土からなる貼床が施されている。厚さは3－18cmである。

焼土面は、北側のもの◎P13付近のもの◎中央部のものの3つが、検出された。前者は、

楕円形を呈し、（50×38）cm、厚さ4cmを測る。中者は不整形で（43×33）cm、厚さ4cmであ

る。後者は円形を呈し、（72×72）cm、厚さ6cmを測る。

BSI10－2は、BSI10－1の貼床を除去し、柱穴を検出することで確認した。平面形

は不明である。主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模は、順に（38×34－49）cm、

（48×48－34）cm、（24×17－47）cm、（54×34－50）cmを測る。主柱穴間距離は、Pl～P

2間から順に、3．1m、2．7m、2．9m、2．8mである。

BS m⑳　　BSI10－3も、BSI10－1の貼床を除去し、ピットを検出することで確認できた。平

q3　面形は不明である。主柱穴はP6－P9の4個で、規模は順に（55×39－46）cm、（40×37－

30）cm、（26×23－43）cm、（48×30－58）cmを測る。主柱穴間距離は、P6－P7間から順
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挿図88　南谷大山遺跡B区Sl10遺構図
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（誹暗褐色上（粒の粗い淡黄褐色土粒、枝土粒、炭化物を含む）

（卸暗茶褐色土（演舞拇色ロームブロックを多く含む）
④茶褐色土（やや黒みを帯び、細かい淡黄褐色ロームプロッタを多く含む）

（9浅黄灰褐色土（炭化物を含みくすんでいる。柿性が儀い）
⑥暗褐色上（粒の粗い淡黄褐色上級、焼上位、炭化物を含む）

⑦噌貧灰褐色t（橙褐色粘土、暗灰褐色粘土、粒の粗い洩黄褐色土粒、削ヒ物を含む。且占床）
⑧沫褐色土（沫黄褐色土組を含む）
⑨増茶褐色上（淡黄褐色土粒、架褐色土粒を含み、やや粟島を帯びている）

⑲暗茶褐色t（炭化物を含み、やや黒みを帯びている）
⑪聴衆赤褐色t（赤褐色ローム粒、淡黄褐色土粒を含む）
⑲暗褐色土（炭化物を含み、やや黒みを帯びている）

⑬淡露灰褐色t（炭化物を多く含み、黒みを帯びている。土語を多く含む）
⑲淡紫灰褐色土（淡黄褐色ロームプロソクを少皇含む）
⑮淡許灰褐色土（淡黄褐色ロームブロックを多量に含む）

⑲堵黄褐色上（淡黄褐色ロームブロックを含む）

⑫暗黄褐色土（淡黄褐色ローム飽、炭化物を含む）

⑲暗褐色土（淡責褐色ロームプロッタを多皇に含む）
⑳暗灰褐色土（ロームブロックを多く含む）

⑳暗黄灰褐色土
⑳淡灰褐色土（粘性が強く硬い）
㊥暗褐色土（杜の粗い淡黄褐色土粒、憤土粒、炭化物を含む〉

⑳明黄灰褐色土（明黄褐色ローム粒、炭化物を含む）
㊨暗褐色土（洩黄褐色土粒が多い）

㊧暗灰褐色上（明費褐色口一ム粒を含む。粘性がある）
⑳略灰褐色土（明黄褐色ローム杜を含む。炭化物を含む）

⑳沫灰褐色土（淡黄褐色ローム1ロック、明黄褐色土柱を多く含む）
㊨黄灰褐色上（明黄褐色土粒を含む）
⑳黄灰褐色土（明黄褐色土粒を少し含む）

O S＝1／60　　　　2m

！．　　　　：　　　　　　」



に、2・1m、2・2m、2．1m、2．1mである。P6－P9間に幅20cm前後、深さ4～8cmを測り

断面「Ⅴ」字状を呈する溝が掘り込まれている。

BS m牒　　BSI10－4は、東西6．3m、南北6．4m、北壁での最大壁高0．6mを測る。北側e東側周壁

一再　際に壁溝が巡っており、住居跡と判断した。壁溝の断面は「U」字形を呈し、深さは6－19

cmを測る。床面積は40m2だったと推定されるが、中央を掘り込まれており、幅25～60cmを測

るテラス状の床面を残すのみである。当住居には、ピット◎遺物が残っていなかった。

中央ピッ臣　　P5は中央ピットで、BSI10－1の貼床を除去することで検出できた。規模は、（45×30－

33）cmを測る。2段掘りになるもので、上線部は楕円形を、2段目は不整形を呈す。哩土は、

炭化物を含む暗黄灰褐色土である。P5は貼床下で検出されたためBSIl0－1に伴うもの

ではないことがわかったが、どの住居に伴うものかは断定できない。

土　坑　当遺構内には、土坑が3基掘り込まれている。SKlは遺構南東隅に、SK2◎SK3は

遺構南西隅に、各々位置する。いずれも平面は円形、断面はU字形を呈する。規模はSKl

（95×70－50）cm、SK2（84×86－48）cm、SK3（70×80－52）cmである。SK2とS

K3は重複していた。哩土では両者の切り合い関係を確認できなかった。しかし、SK2は

貼床上で確認された。これに対して、SK3は貼床の下より、検出された。よって、SK2

の方がSK3より新しいといえる。3つの土坑は、屋内貯蔵穴の可能性もある。SKの各プ

ランへの従属関係は、不明である。

壌　土　哩土は12層に分層される。①◎②層は、北壁では③層を東壁では⑨層を、それぞれ切って

いる。③◎⑨層はBSI10－4の哩土、①◎②は中央掘り込みのものと考えられる。故に、

BSI10－4よりも、下の3つの住居の方が新しいといえる。

遺　物　出土遺物の中で図化できたものに、複合口緑をもつ婆Pol～Po57、「く」字状口緑をもつ

蛮Po58、立ち上がりが低くやや内傾する婆Po59、緩やかに「く」字状口緑をもつ婆P。60、底

部Po61◎Po62、椀状杯部をもつ高杯Po63－Po66、高杯脚部Po67－Po71、有段高杯

Po72－Po74、直口壷Po75－Po77、椀Po78－Po82、脚付椀Po83◎Po84、小型丸底壷P。85◎

Po86、須恵器杯蓋Po87－Po89、須恵器杯身Po90－Po91、須恵器Po93－Po95、須恵器有蓋高

杯Po96、土玉Po97－Po99、無茎鉄鉱Fl、鉄鎌F2、細粒花崗岩製砥石がある。

このうち、床面からは、北西コーナー付近で目線部下端が丸味をもつPolが出土してい

る。また、中央東寄りで口綾部下端が丸味をもつPo2－Po6◎Po9◎Poll～Po13eP。22、

有段高杯杯部Po74、直口壷Po75、砥石Slが、住居西側では璽Po18、中央部では脚付椀P。84

が出土している。また、貼床中よりF2が出土している。一方SK2内では口綾部ナデのみ

の婆Po51が、SK3内では口綾部外面施文が施されるPo39◎口緑部施文後ナデ消すP。41◎目

線部ナデのみのPo47が、P9内より口緑端部が平坦面をもつ聾Po30が、P2内より椀P。78

が、Pll内より「く」字状口緑をもつ婆Po58が、P30内では円形の透かしをもつ高杯脚部P。70

が、それぞれ出土した。他の遺構出土遺物と接合する土器がある。婆Po13◎須恵器Po94はB

SI09と、高杯Po65はBSI14と、脚付椀Po83◎須恵器Po93はBSIllと、須恵器P。96は

BSI12と、須恵器Po87はBSDO3検出のものと、それぞれ接合する。

時　期　　BSIl0－1とBSIl0－2の時期は、Pll◎P30とP2で出土した土器より、ともに古

墳時代中期後半と考えられる。後者は貼床下より検出されたため、貼床上の前者よりも古い

といえる。BSI10－3はP9より検出された婆から、古墳時代前期前半のものといえる。

BSI10－4は切り合い関係より、4着の中では最古といえる。一方、土坑は出土遺物より、

SK2が弥生時代終末、SK3が弥生時代後期の遺構と、考えられる。須恵器は、山本編年

I期◎陶邑編年TK208－TK23並行のものと考えられる。
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挿図89　両谷大山遺跡B区S‖0出土這物実測図（1）
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国富Ⅲ瑠（挿図94－98、図版15◎57）

位　置　調査区の西側、d22杭付近で、舌状に延びだした丘陵の先端で広い平坦面を成している標

高約68m～68。5m付近に位置する。すぐ近くにたくさんの竪穴住居跡があり、中でも、BSI

13は2m程離れて北東側に隣接しており、BSI21は東側に重複している。

住居区分　　BSIllは同時期に7回以上の建て替えが行なわれていたことが判明し、復元できる住居

跡が7棟あるので、仮に、BSIl1－1－7と呼ぶことにした。7棟の住居跡は床面の高さ

で区分すると3区分できるようである。3区分はBSIl1－1、BSIl1－2◎3、BSI

11－4～7である。

国富Ⅲ瑠　　BSI11－1は平面が方形である。規模は東西6．5m、南北1．7m以上、床面積11m2以上で、

一周　残存壁高は最も残りの良い北壁で0．19mである。柱穴は貼床の下から検出されたP2巨22で

ある。規模はP21（31×29－43．6）cm、P22（67×59－40．2）cmで、柱大間距離は3．5mであっ

た。床面には直径10cm前後、深さ8cm前後の小ピットが33個検出された。

団5m瑠　　BSI11－2は平面が歪な方形である。規模は東西が西壁で5．4m、東壁で6．2m、南北が

－2　5．5mで、床面積は32m2である。残存壁高は最も残りの良い南東隅で0．72mである。柱穴はP

28－P31が主柱穴、P32◎P33が特殊ピットである。P28－P33の規模は、順に（49×45－

41．4）cm、（42×26－64）cm、（56×40－46．9）cm、（50×26－50．8）cm、（72×61－47．5）

cm、（66×60－58．3）cmである。主柱穴間距離はP28～P29から順に、3．1m、2．7m、2．3m、

2．6mである。P32は上線部が楕円形に対して底部は方形である。壁溝は北西側以外は検出さ

れ、深さは最大で8cm、最小2cmである。

BS m瑠　　BSI11－3は平面が方形である。規模は東西5．4m、南北3。5m以上で、床面積は19mz以

一3　上である。残存壁高は最も残りの良い北西隅で、0．16mである。柱穴は特定できない。壁溝

は北西隅で確認でき、深さは6cm程である。

国富Ⅲ瑠　　BSIl1－4は平面がやや歪な方形である。規模は東西7．0m、南北7．3m、床面積51．1m2

－超　である。残存壁高は最も残りの良い南壁で0．43mである。柱穴はPl～P4が主柱穴で、P

5が特殊ピットである。Pl～P5の規模は、順に（42×39－28。3）cm、（42×36－39．3）

cm、（53×32－73．8）cm、（53×48－92．5）cm、（48×30－38．8）cmである。主柱穴間距離はP

l～P2から順に3．8m、3．8m、4．2m、3．9mである。壁溝は全周する。さらに、壁に直交

するように延び出す舌状の溝が、西壁より4本、北壁から1本ある。規模は最大で1．7m、最

小で0．7mで、深さが7cm程である。

随＄j椚　　BSI11－5は平面が方形である。規模は東西5．2m、南北4．8m、床面積は25mzである。

－5　哩土のなかに掘り込まれていたようで壁が確認できなかった。主柱穴はP13－P16で、規模

は、順に（48×44－52．4）cm、（32×26－33．3）cm、（42×37－25．0）cm、（40×30－38．6）cm

である。主柱穴間距離はP13－P14から順に2．0m、2．5m、2．0m、2．5mで、壁溝はほぼ全

周すると思われる。深さは8cm程である。

B S】11

－6

BSI11－6は平面が方形である。痕跡としては北西側に僅かに壁溝が残っており、BS

Il1－5とほぼ同じ形態をとるものと考えられる。柱穴はP8－Pllが主柱穴で、P12が特

殊ピットである。P8－P12の規模は、順に（45×44－72．3）cm、（36×33－43．3）cm、（36×

35－65．1）cm、（33×25－28．0）cm、（75×49－50．4）cmである。主柱大間距離はP8－P9

から順に1．9m、2．0m、1．9m、2．1mである。

臨5m瑠　　BSIl1－7は平面が方形である。規模は東西3．2m以上、南北3．7m以上、床面積12m2以

一首　上である。主柱穴はP17－P20で、規模は、順に（55×53－69．1）cm、（77×51－63。0）cm、
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（34×34－47。8）cm、（50×47－64．の　cmである。主柱大間距離はP17－P18から順に2．2m、

2．4m、1．8m、2．3mである。壁溝は北西側で検出でき、深さが7cm前後である。

焼　　丑　　どの住居跡に伴う焼土か特定できないが、5ヵ所から検出された。位置と規模は北壁の中

央付近（100×56）cm、P17とP34の真上で、それぞれ（70×40）cm、（70×55）cm、P12の

中（40×20）cm、北側の壁溝の緑（18×10）cmである。

埋　　立　　遺構哩土は47層に分層できた。①～⑦層がBSI11－5◎6◎7の哩土、⑧～⑬層がBS

Il1－4の哩土、⑲⑮層がBSI11－1の哩土、⑲～⑲層がBSIl1－2◎3の哩土である

と考える。

AL－Aの断面をみると、⑨層が掘り込まれて、③層が堆積していることがわかる。また、

CLCの断面をみると、BSIl1－1の⑲⑮層、BSI11－4の⑨⑲層が、共に掘り込まれ

て、③層が堆積していることがわかる。⑲⑫層は暗赤褐色で粘性のある1枚目の貼床で、⑬

層は暗黄褐色土で粘性のある2枚の貼床である。⑲⑫層の下から、BSIl1－2◎3の哩土

が確認された。以上の層の様子から、7棟の住居の間に4つの時期が想定されると思う。4

つの時期は、BSIl1－1、BSIl1－2◎3、BSI11－4、BSIl1－5◎6◎7である。

遺　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ蛮Pol～Po29、

出藍状況　直口壷Po30、複合目線をもつ壷Po31、高杯Po

31－60、須恵器杯身Po61－63、須恵器杯蓋

Po64◎Po65、須恵器施Po66◎Po67、土錘

Po68－Po70、腸挟柳菓金族の鉄金族Fl、鉄金族の茎

部F2、刀子F3　◎F4、鉄鎌F5、軽石Sl、

砥石S2がある。

この内、床面からは、婆Pol～Po5　◎Poll、

高杯Po36◎Po37、Po43、Po46、Po48◎Po49須恵

器蓋杯Po61、Po65が出土している。主なものの

出土位置は目線端部平坦、下端丸味をもち、頸

部と底部内面に指頭庄痕の残る婆PolがP12

より、同様の口緑をもつ婆PollがP20より、P0

6が床面西側より2ヵ所に別れて出土している。

また、浅い椀状の杯部をもつ高杯Po36がP23の

上より、端部が鈍い2段を成す須恵器蓋杯Po61

がP12の緑にある焼土との際から出土し、形態

は山本編年I期◎陶邑編年TK208－TK23併行

である。さらに、貼床を除去した下から、婆Po

7－PolO、壷Po30◎Po31、高杯Po32－Po35が

出土した。BSIllが弥生時代終末のB SK

24◎BSK25を壊して作られているために、婆

Po25、Po29が混入したものと考える。

時　　期　　床面出土土器より、BSIl1－1－7の時期

は、古墳時代中期後半にほぼ連続して建てられ

たと考える。
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⑲暗赤褐色土（暗赤褐色粘質土粒を含み、良く締まる。貼
床）

挿図95　南脊大山遺跡B区SIll遺構図
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⑲暗赤褐色粘質土（貼床）
⑲淡褐色土（DKP、赤褐色粘土を含む）
⑲暗赤褐色土
⑳明黄褐色土（よくしまる。貼床）
㊧暗褐色土（DKP、炭化物を含む）
⑳暗褐色土（DKP、炭化物∴晩土を含む）
⑳淡褐色土（DKP、炭化物、碁盤層粒を含む）
㊧淡褐色土（粘性あり）
⑳暗赤褐色土（炭化物を含む）
⑳暗赤褐色土（基盤層粒をごくわずか含む）
㊨暗黄褐色土（赤褐色粘土粒を含む）
⑳暗灰褐色土
⑳暗黄褐色土（DKPを多く含む）
⑳暗黄灰褐色土
⑳暗黄褐色土
⑳淡明黄褐色土

杉
⑳暗黄褐色粘質土（貼床）
⑳焼土
⑳暗褐色土
⑳暗黄褐色土
◎淡黄褐色土
⑳暗褐色土（炭化物を含む）
⑳暗褐色土（炭化物、焼土を含む）
⑲暗黄褐色土（DKPを多く含む）
㊨明黄褐色土（DKP、赤褐色枯質土を含む）
⑳明黄褐色土（炭化物を含む）
⑬暗黄褐色土（DKP、赤褐色粘質土を含む）
㊨暗黄褐色土（DKPをわずかに含む）
㊨曙赤褐色土
⑲暗褐色土
㊨暗赤褐色土（基盤層粒を含む）

⑲轍乱土　　　　　　　0 S＝1／60　　　　2m
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挿図98　南谷大山遺跡B区S111出土遣物実測図（3）

国5冊2（挿図99◎100、図版16◎57）

億　　置　　調査区のほぼ中央a18グリッドにあり、標高73．5m～74．9mの斜面に位置している。北東

側には、BSS03がある。

形　　態　　斜面に位置するため四壁の遺存状態は悪く、西側壁は流失しており原形を留めていない。

遺存している壁の様子から平面は方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西2。55m以上、南北3．06mを測り、床面積は7．8m2以上である。残存壁高は、最

－109－
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挿図99　南脊大山遺跡B区S112遺構図

∈∃‾‾詔

［　　　∠ア
し」　くど

：ユ

A’

Q二一黒栂色目緋作t・）
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望）略解褐色†．0夫化物をわずかに含む）
壇頒褐色1‾0美化物をわずかに含む）
⑤脚天黄褐色L粘質1

⑥晰黄褐色＝⑲よりやや略しり
lZノ武褐色t．

⑧暗褐色l．
⑨暗殿褐色上
⑩咄厳褐色1

⑪木の櫨による惟乱
⑱裸乱t．

S＝1／60　　　2m
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挿図川0南谷大山遺跡B区SI12出土遺物実測図
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も遺存状態の良い東壁で最大0．78mである。

壁溝◎主柱穴は検出されなかった。

埋　　立　　哩土は5層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺えるが、壁際の⑤層は粘質土で、壁際に立てられた板状のものが腐朽したものと考えられ

る。

遺　　物　　出土遺物は、図化できたものに複合目線をもつ婆Pol～Po5、底部Po6◎Po8、高杯杯

出藍状況　部Po8、高杯脚部Po9、直口壷PolO、低脚杯Poll、小型鉢Po12がある。

このうち、Pollは大きく浅い杯部をもつもので、東壁際で浮いた状況で出土している。そ

の他は、哩土中及び周辺からの出土である。

時　　期　　BSI12の時期は、出土土器から古墳時代前期前半と考えられる。

B5m3（挿図101－108、図版16◎17◎57－60）

億　　置　　調査区の西側、d22グリッド付近で、舌状に延びだした丘陵の先端で広い平坦面を成して

いる標高約68－68．5m付近に位置する。すぐ近くにたくさんの竪穴住居跡があり、中でも、

BSIllは2m程離れて南西側に隣接しており、BSI21は南側に重複している。さらに、

東側でBSI24◎BSI26とも重複している。

住居区分　　BSI13は北側で耕作による擾乱があるが、北側以外は比較的に遺存状態が良好であった。

また、BSI13は同時期に4回以上の建て替えが行なわれていたことが判明し、復元できる

住居跡が4棟あるので、仮に、BSI13－1－4と呼ぶことにした。4棟の住居跡は床面の

高さで時期差がはっきりしており、調査順にBSI13－1－4とした。

BS m3　　BSI13－1は平面が方形である。規模は東西2．7m、南北2．9m以上で、床面積は7．8m2以

‥頂　上である。残存壁高は最も残りの良い西壁で0．21mである。柱穴はP13◎P16と思われるが、

西側で対になる柱穴が検出できなかった。規模はP13（34×25－50．9）cm、P16（40×30－

46．7）cmで、柱穴間距離は1．3mであった。床面には直径20cm、深さ15cmの小ピット1つが検

出されている。

院5m3　　BSI13－2は平面が方形である。住居の規模は東西が北壁で5．1m、南北が西壁で4．7m

一望　で、床面積は24m2である。残存壁高は最も残りの良い北西隅で0．37mである。柱穴は床面上で

17個検出された。その内の2個はBSI13－1のピットであり、Pl～P4が主柱穴、Pll

が特殊ピットである。Pl～P4の規模は、順に（40×34－86．5）cm、（36×34－82．2）cm、

（31×29－56．1）cm、（43×39－74．7）cmである。特殊ピットPllの親槙は（65×54－35．0）

cmで、平面が楕円形であった。主柱大間距離はPl～P2から順に、2．0m、1．8m、2．0m、

2．0mである。他のしっかりしたピットとして、P2のすぐ東にあるP7（50×44－36．7）cm

がある。その他のピットは浅く、深さ10cm前後である。

焼土は床面北側中央から検出された。平面は歪な双円形である。規模は直径55cmと44cmの

円が接する様相を呈し、南北方向が99cmである。

BS m3　　BSI13－3は平面が方形である。規模は東西が北壁で3．7m、南北が西壁3．7mで、床面

－3　積は13．7mzである。残存壁高は最も残りの良い西壁で0，12mであった。柱穴は床面上で新たに

8個検出した。この内、P25は底面に径3－4cmの砂利が敷き詰められており、特殊ピット

（土坑）と考えられる。P18◎P20は検出したピットの中ではしっかりしている。しかし、

主柱穴として特定できるものは検出できなかったので、主柱穴はBSI13－2と同じ位置に

あったと思われる。ピットの規模はP25が、南北96cm、東西80cm、深さ18cmであり、P18◎

P20は、それぞれ（38×30－28）cm、（24×16－58諸）cmである。また、P23◎P24は炭化物
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の下から検出された。規模は、P23（45×39－11）cm、P24（14×13－4．0）。mである。焼土

は床面中央北側にあり、その周辺に炭化物面が広がっていた。規模は南北方向が40。m、東西

方向が14cmである。貼床はほぼ全面に施されているが、中央から南側にかけて、灰褐色粘質

土の貼床があり、範囲は東西方向0．94m、南北方向上1mである。

BS m3　　BSI13－4は平面が方形である。規模は東西3．5m、南北3．5m、床面積12．3m2である。

一名　残存壁高は最も残りの良い北壁で0．4mである。床面上で検出できたのはP26、SK02であ

る。従って、主柱穴が確認できなかった。P26は特殊ピットであり、規模は（58×58－24）

cmである。SK02は屋内貯蔵穴か、それ以前に作られたものかは土器の出土がないため確認

できないが、貼床がSK02の上には貼られていなかった。規模は東西1．2m、南北1．4m、深

さ0・6mである。床面中央から南側に掘り窪められたところがあり、その中に焼土が検出され

た。焼土は不定型で南北70cm、東西38cmに広がり、非常に硬い焼土面であり、継続的に使わ

れていたと考えられる。

埋　立　遺構哩土は49層に分層できた。③層がBSI13－1の哩土、④層がBSI13－1の貼床、

⑳⑳層がBSI13－2の貼床、⑳⑮⑲㊧層がBSI13－3の貼床、⑳層がBSI13－4の貼

床であると考える。㊥～⑮層はピットの哩土である。⑲～⑲層は土坑の哩土である。

焼失住居　BSI13－2からは、北東隅から炭化物が出土している。また、層をみると、⑥⑦層に焼

土、炭化物を多く含み、⑨層も赤褐色粘土ブロックを含んでおり、人為的に埋められた様相

がみられる。従って、この住居は焼失したと考えられる。

逸　物　出土遺物には複合口緑をもつ蛮Pol～Po49、直口壷Po50◎Po52、小型丸底壷P。5巨

出土状況　Po54～Po57、高杯Po58～Po89◎Po91～Po93、鼓形器台Po90◎Po94◎PolOO、椀

Po95－Po99、壷PolOl、土玉PolO2◎PolO3、須恵器杯身PolO4、須恵器壷PolO5、脚部

PolO6、石庖TSl、砥石S2、鉄器茎部Fl、不明鉄片F2、鉄鍵と考えられるF3、刀子

F5、鍬又は鋤先F6、鎌F7◎F8である。

BSI13－1床面からは、婆Po32、椀Po95、須恵器杯身PolO4（山本編年I期：陶邑編年

TK203～TK23並行）、閃緑岩製の石庖丁Slが出土している。

BSI13－2の床面からは、目線端部平坦、下端丸味をもち、頸部と底部内面に指頭庄痕

の残る聾Pol～Po15を中心に、P2よりPo28が、PlよりPo29が出土している。また、

Po50～Po53、浅い椀状の杯部をもつ高杯Po58－Po67◎Po69、高杯脚部Po82－Po84、鼓形器

台PolOO、床面中央でF6、F7が出土している。

BSI13－3の床面からは、Po43、小型丸底壷Po57、高杯杯部Po68◎Po79◎Po80、細粒花

崗岩製の砥石S2、P25の付近から鉄鍵F3が出土している。

BSI13－4の床面からは、Fl◎F2◎F5が出土している。全体的に土器だけでなく、

鉄が多く出土している。

三 O S＝1／3　　10cm

l　一　　　一　　　　」

挿図101南谷大山遺跡B区SI13出土遺物実測図（6）
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A

（割増黒褐色土

②暗茶褐色土（基盤屑粒、射ヒ物、壌土を含む）
③暗茶褐色土（基盤屑粒、炭化物、吼＿t、土詮を含む）
④暗寅褐色土
⑤明黄褐色土（貼床）

⑥暗黄褐色上順化物を含む）

⑦暗黒拇色土日潤を多蛍に含み、射ヒ物、現上を含む）
⑧暗黄褐色士
⑨暗黄褐色土（赤褐色粘土ブロックを含む）
⑲暗寅褐色土（壇上を含む）

⑪暗黄褐色土（炭化物を多く含む〉
⑲暗黄褐色上（基盤屑粒を含む）
⑬淡褐色土

⑲暗黄褐色土
⑲暗黄褐色1ニ（基盤屑粒を含む）
⑲暗褐色土（基盤騎粒を含む）

⑲略黄褐色土（基盤屑粗職1こを含む）
⑲明黄褐色土（赤褐色軸質tを含む）

挿図川2南谷大山遺跡B区S113遺構図
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⑲嗜黄褐色土
㊨明鼓褐色t

㊨暗黄褐色土（赤褐色粘土を含む）
⑳暗黒褐色t（地上を多く含む）
⑳暗黄褐色粘質上（貼床）

⑳暗灰褐色土（DKP、碁盤剛立を含み、粘性がある）
㊨暗褐色土（DKPを含む）

⑳暗灰褐色粘賢土（DKP、基盤屑粒を含む。貼床）
㊨明黄褐色土（貼床）
⑳敢色目DKP′くンド。貼床）
⑳暗黄褐色土
⑳明灰褐色土（粘性あり）

㊥暗灰褐色粘賢土（焼tを含む）
㊨明黄褐色t

⑳灰褐色粘雪上（貼床）
㊨噌蜜褐色粘質t（DKPを多く含む。貼床）
⑳明黄褐色＿1ニ（DKPを多く含む）

⑳暗褐色t

㊨明黄褐色粘買上（DKP粒、基盤頓枚を含む。貼床）
⑳炭化物屑

⑳焼上
⑲培黄褐色土（粘性が少しある）

㊨暗黄褐色土（尉ヒ物を含む）
㊥暗黄褐色土（基盤肩紐を少し含む）
⑲淡褐色土
㊨暗黄褐色土

⑬暗褐色粘賢七（馴化物を含む）
㊥暗赤褐色粘野上
＠明黄褐色土

⑩暗黒灰色七
⑩明黄褐色七
⑳暗涙褐色土

㊧暗黄褐色七（基盤屑粒を含む）
㊥淡褐色粕質土
⑳捜乱土

O S＝1／60　　　　2m



挿図103南谷大山遺跡B区S‖3出土遣物実測図（1）
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挿図106南谷大山遺跡B区SI13出土遺物実測図（4）
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挿図107南谷大山遺跡B区SI13出土遺物実測図（5）

デ

協

O S＝1／3　　　10cm

と⊥＿＿⊥」

0 ±＝二　＿　　　　一＿－

挿図108南谷大山遺跡B区S113出土遺物実測図（7）
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時　　期　　BSI13－1－4の時期は貼床が行なわれていることから、時期差をもちながら、古墳時

代中期後半にほぼ連続して建て替えられたと考える。

臨S m4　（挿図109◎111－114、図版18e60）

位　　置　　調査区の西側、C22グリッド付近で、舌状に延びだした丘陵の先端で広い平坦面を成して

いる標高約68．5－69m付近に位置する。すぐ近くにたくさんの竪穴住居跡があり、中でも、

BSI13は接するように、BSI24e BSI26は重複して建てられている。

住居区分　　BSI14はBSI26の哩土を掘り込んで建てられているため、壁面を確認するのが非常に

困難であり、この住居跡は僅かな壁の残りと、壁溝によって存在を確認された。その結果、

BSI14は同時期に3回以上の建て替えが行なわれていたことが判明し、復元できる住居跡

が2棟あるので、BSI14－1e2と呼ぶことにした。2棟の住居跡は床面の貼床とピットの

在り方の関係から時期差がはっきりしており、古い順にBSI14－1◎　2とした。

B S114

－瑠

BSI14－1は平面が隅丸方形である。規模は東西が北壁で5．8m、南北が西壁で6．0mで、

床面積は34．3m2で、残存壁高は最も残りの良い東壁で0．6mである。柱穴は貼床の下で検出さ

れた。この住居に伴うと考えられるものは、主柱穴Pll～P13、中央ピットP16の4つであ

る。主柱穴の規模は、Pll（34×30－76．6）cm、P12（80×64－54．3）cm、P13（40×32－

47．2）cmである。主柱穴間距離はP11－P12、P12－P13の順に、4．0m、3．8mである。残

りのピットはBSI26のピットと区別できないが、P20◎P21はそれぞれ（38×36－54．4）

cm、（59×51－39．5）cmというしっかりした規模をしており、さらに、2つを繋ぐ線がBSI

14－1の北壁と平行していることから、BSI14－1の中で建て替えがあったと思われる。

中央ピットは3回掘り込んであり、この住居に伴うものは、貼床を除去した後に検出され

たP16（43×39－31．7）cmである。

壁溝は南側と東側で確認でき、幅が10－20cm、深さが6－9cm程であった。断面は「U」

字形を呈する。

BS m苺　　BSI14－2は平面が隅丸方形である。規模は東西が北壁で4．8m、南北が東壁で4．9mで、

－2　床面積は23．5m2である。ピットは床面上で17個検出された。床面上で検出されたBSI14－2

に関わるピットはPl～PlO◎P17e P18の12個である。その内、主柱穴はPl～P3であ

るが、4本柱と考えたい。規模はPl（54×48－56．1）cm、P2（40×36－26．6）cm、P3

（40×28－40．3）cmで、柱穴間距離はPl～P2、P2－P3の順に2．8m、2．4mであった。

床面の北側約3分の2に貼床が施される。

この住居に伴う中央ピットは、貼床がかかっていなかった北西側のP4と考える。規模は

東西54cm、南北32cm、深さ30．8cmを測り、平面は楕円形である。中央ピットのすぐ西側にP

17（24×20－15．7）cm、北西に1m離れてP18（20×15－15．4）cm、南東に1m離れてPlO（26×

18－10．3）cmで検出された。他のものは10cm未満の浅いピットであった。

硬い焼土は中央ピットの東側、約1．5mの所で検出された。継続的に使われていたと考え

る。規模は直径13cm程で、平面は円形である。

壁溝は南側と東側で確認でき、幅が8－30cm、深さが6cm程であった。南側の壁溝が2条

に別れており、BSI14－2の中でも建て替えがあったと考えられる。断面は「U」字形を

呈する。

埋　　立　　遺構哩土は61層に分層できた。①～⑰層がBSI14の哩土、㊨⑮層がBSI14の貼床、⑳

～㊥層がBSI14の中央ピットの埋土、⑲～⑲層がBSI14のピットの哩土で、その他の19

の層はBSI26に関係する層である。
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（訪黒褐色土
②淡褐色土（炭化物、焼土を含む）
（診淡窯灰色土
④淡黒褐色土（炭化物、焼土、基盤層粒を含む）
（9淡黄褐色土
⑥暗黄褐色土

⑦暗黄褐色土（炭化物、基盤層粒を含み、焼土を少し含み、粘性がある）
⑧暗褐色土（炭化物、DKP、基盤層粒を含む）
⑨明黄褐色土（DKP、炭化物、基盤層粒を含む）
⑲淡褐色土

挿図109　南杏大山遺跡B区SI14・26遺構図
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⑳淡黒褐色土（灰色の基盤粒を含む）
⑲淡黒褐色土
⑬淡果灰色土（炭化物、娩土を含む）
⑯淡黄灰褐色土（炭化物、娩土を含む）
⑲淡黄灰色土
⑲淡黄灰色土
⑲時男褐色土
⑲淡黒褐色土（炭化物、娩土、基盤層粒を含み、粘性がある）
⑲淡灰褐色土（基盤層粒を含む）
⑳淡灰褐色土（粘性がある）
㊧暗黄褐色土（炭化物、DKP粒を含む）
⑳暗黄褐色土（炭化物を含む）
⑳暗黄褐色土（炭化物、基盤粗を含む）
㊧灰褐色粘質土（赤褐色柏質土粒を含む。貼床）
⑳灰褐色土（赤褐色粘質土粒を含む。貼床）
⑳暗渠褐色土（焼土、炭化物を含む）
㊨暗灰褐色土（基盤層粒を含む）
⑳暗灰褐色土
⑳暗渠灰色土（炭化物を含む）

⑳暗灰褐色粘質土（DKP、赤褐色粘土粒を含む）
㊨明黄褐色土（灰色粘土粒を含む）
⑳暗黄褐色土

⑳暗灰褐色粘質土（DKPを多く含み、赤褐色粘土粒も含む）
㊨暗灰褐色粘質土
⑮嗜灰褐色粘質土（DKPを多く含む）
⑳暗褐色土（DKPを含む）

㊨暗黄褐色土
⑳暗褐色土（DKPを含む）
⑳暗褐色土（DKP、暗赤褐色粘質土を含む）
⑲明黄褐色土（DKPを多く含む）
㊨暗褐色土（炭化物を含む）
⑳暗赤褐色土
⑲褐色土
㊨暗灰褐色土（暗赤褐色粘質土粒を含む）
⑯暗灰褐色土
⑲暗赤褐色粘質土（基盤層）
◎暗黄褐色土（炭化物、基盤粒を含む）
㊨暗黄褐色土（炭化物を少し含み、基盤粒を含む）
⑳暗黄褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑳暗黄褐色土（炭化物、黒色土粒を含む）
㊨暗黄褐色土（炭化物を含む）
⑳淡褐色粘質土
⑬淡褐色土（炭化物を含む）
⑳淡褐色土（締まりがない）
⑳淡黄褐色土（基盤プロッタを含む）
⑳暗黄褐色土（基盤ブロックを含む）
㊥暗褐色土
⑳暗黄褐色土
⑳暗褐色土（DKP、炭化物を含む）
⑳暗黄褐色土（DKPを多く含む）
㊨暗黄褐色土（DKP、土器を含む）
◎擾乱土

O S＝1／60



土　　坑　　床面の北東隅の壁際にSKOlが確認された。このSKOlはBSI14－1の床面と同じ高さ

で検出された。

SKOlの平面は西側が方形、東側が丸味をもった形になっている。規模は東西が1，3m、南

北が0．7mを測り、深さは22cmである。土坑の底面東側にピットが検出された。このピットは

土坑哩土上面から掘り込まれた形跡はなく、自然堆積した哩土の下から検出された。従って、

このピットは土坑に伴うものか、それ以前に掘られたものであるかであろう。後者の場合、

BSI26の主柱穴の移動があったと考えられる。

遺　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ壷Pol～Po5、複合口緑をもつ璽Po6～Po36、直口壷

出土状況　Po37－Po40、小型丸底壷Po41－Po43、高杯Po44－Po62、小型高杯形器台Po63、鼓形器台

Po64、飯Po65◎Po66、須恵器蓋杯（山本編年I期◎陶邑編年TK23並行）Po67、土錘

Po69～Po71、土玉Po72◎Po73、蓋Po68、斑晶岩質花崗岩製のスグレイパーSl、泥岩製の

砥石S2、鎌Fl、柳東銀系の鉄鉱F2、刀子F3－F5、碧玉製管玉Jlが出土している。

BSI14－1の床面から出土した主なものは、北西隅で出土している口綾部ナデ仕上げで、

大きく外反して立ち上がり端部に平坦面をもつ壷PolePo5、目線部ナデ仕上げで、口綾部

下端が鋭く外方に突出する聾Po15があり、北側で出土している口緑部外傾して立ち上がり、

端部が丸く収められ、底部内面に指頭庄痕の残る直口壷Po37、浅い椀状の杯部をもつ高杯

Po46がある。

また、口緑部ナデ仕上げで、器壁が薄く、端部が丸く収められ、頸部外面に波状紋の施さ

れたPo7ePo23と深い椀状の杯部をもつ高杯Po60が、共に、BSI14－1内SKOlより出土

している。

BSI14－2の床面から出土した主なものは、中央より北側で出土している口緑部立ち上

がりが長く、端部に平坦面をもつ蛮Po6、小型丸底壷の胴部片Po42、高杯の裾部Po62があ

る。また、口綾部ナデ仕上げで、口綾部下端が鋭く外方に突出するPo12。Po13はPo13が北西

隅から潰れた状態で出土し、その下からPo12が出土している。

時　　期　　BSI14－1◎　2の時期は床面出土土器から、古墳時代前期前半にほぼ連続して建て替え

られたと考えられる。BSI14－1の柱穴が、貼床下から検出されたことは、BSI14－1

からBSI14－2へと縮小されたと考えられる。

B＄［26（挿図109、◎110、図版18e64）

位　　置　　調査区の西側、C22グリッド付近で、舌状に延びだした丘陵の先端で広い平坦面を成して

いる標高約68．5～69m付近に位置する。すぐ近くにたくさんの竪穴住居跡があり、中でも、

BSI13◎BSI14e BSI24はBSI26と重複して建てられている。

形　　態　　BSI26は平面が隅丸五角形である。規模は東西が9．3m、南北が8．9mで、床面積は57．0

がである。残存壁高は最も残りの良い南壁で0．72mである。この住居に伴うと考えられるピッ

トは15個ある。その内、主柱穴と考えられるものはP27～P31、中央ピットはP40である。

主柱穴の規模は、P27－P32から順に、（36×31－76．6）cm、（70×40－44．2）cm、（59×42－37．の

cm、（30×26－40．5）cm、（68×65－74．8）cmである。主柱穴間距離はP27－P28の順に、4．1

m、3．5m、3。5m、3．4m、4．3m、6．0mである。しかし、P31－P27の主柱大間距離は他の

ものと比べると長いので、途中に、もう1本主柱穴があると思われる。検出ピットの位置関

係より、P32又はP24が考えられる。BSI14によって、床面が15～20cm程削られていて残

りが憩いが、規模はそれぞれP32（46×38－6．0）cm、P24（34×28－8．3）cmである。さらに、

P25の南側にあるP35も主柱穴になる可能性があり、規模は（45×38－20．のcmである。
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中央ピッ臣　　中央ピットP40は3回の掘り込みがあった。このうち、2つのピット貼床の下から検出さ

れた。重複の関係が断面で判断できなかったが、2つのうちで柱穴を繋ぐ線の交点に近いも

ので判断した。規模は東西で72cm、南北で50cmを測り、深さは35．9cmであった。平面は東西

に長い楕円形で、二段に掘り込まれていた。東側に平坦な面をもち、上線部から平坦面まで

の深さは13．4cmであった。

壁　　溝　　壁溝は南側と西側で確認でき、幅が20－50cm、深さが8－13cm程であった。特に南西側の

壁溝は広く、断面は床面から壁際に向かって緩やかに傾斜し、壁際で最も深くなるという「レ」

字状を呈する。東側の壁溝の断面は「U」字状を呈する。西側ではBS fI13の貼床下から壁

溝が検出できた部分もあるが、コーナー部分が正確には検出できなかった。

埋‾　土　　遺構哩土は61層に分層できた。⑲～⑬◎㊨～⑲層がBSI26の哩土、㊥－⑲層がBSI26

のピットの哩土、㊥～㊧層がBSI26内SKOlの哩土である。その他はBSI14に関係する

土層である。

遺　　物　　出土遺物には、複合口緑をもつ賓Pol～Po3、壷又は婆の底部Po4、高杯Po5、不明鉄

出土状況　器Flがある。

床面出土土器はないが、口綾部ナデ仕上げで、器壁が薄く、端部が丸く収められているP0

2と平底を呈する底部P04が、共に、P31より出土している。

時　　期　　BSI26の時期は、P31出土の土器から弥生時代終末と考えられる。

周辺住居　　六角形の大型の住居BSI21とBSI26との時期差は決め手はない。しかし、極めて近接

の時期　して2つの住居が検出されたことから同時に建てられたとは考えられず、時期差を以て建て

られていたと推察する。出土遺物の全体を比較したとき、BSI21の出土遺物で口綾部外面

に平行沈線が施された蜜Polが床面より出土していることを考慮すると、BSI26の方が新

しいと考えられる。

さらに、重複しあっている住居の関係について述べると次のようである。BSI26周辺に

は、BSI13◎BSI14◎BSI24e BSI21が存在する。これらの時期は、BSI13◎B

SI24が古墳時代中期後半で、両者間でも重複関係があり、断面の観察により、BSI24の

方が新しいことが分かっている。BSI14は古墳時代前期前半であり、BSI21e BSI26

は弥生時代終末である。

以上のことから、重複関係にある住居の時期は、新しい順に、BSI24、BSI13、BS

I14、BSI26、BSI21と考えられる。
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挿図110南谷大山遺跡B区SI26出土遺物実測図
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BS115（挿図115・116、図版18・61）

位　　置　　調査区のほぼ中央A20グリッドにあり、標高73．0m～73．6mのごく緩やかな斜面に位置し

ている。北東側約3mにはBSI17、南東側約2mにはBSI16・25、南側2．5mにはBSI

19がある。

形　　態　　周辺は黒褐色土が堆積しており、これを除去することでプランを検出することができた。

緩やかな斜面に立地しているために南側壁は流失しており、原形を留めていない。遺存して

いる三壁の様子から平面は方形を呈すものと考えられる。

規模は、南側を復元して考えると東西3．22m、南北3．2mを測り、床面積は約10．3m2であ

る。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．47mである。

壁溝は、北側壁際に遺存しており、幅8－15cm、深さ2－4cmを測り、断面逆台形状を呈

す。

主柱穴と考えられるものは確認できなかった。

焼土面　　住居の中央やや西側に当たる部分で2カ所の焼土面が検出された。付近には石が2個並ん

で検出された。

埋　　土　　埋土は4層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

遺　　物　　出土遺物は、図化できたものに複合口緑をもつ聾Pol、小型高杯形器台Po2、鼓形器台Po

出土状況　3がある。

このうち床面からは、南側から端部がやや肥厚し、やや器高が低くなるP03が出土してい

る。その他はいずれも哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI15の時期は、床面出土土器から古墳時代前期前半と考えられる。

〔□

il畢

ン：　面哀㌫遠這盲る埋乱

①暗黄褐色土
②黄褐色土
③暗黄灰褐色土
④淡暗黄灰褐色土
⑤淡暗黄褐色土
⑥暗褐色土
⑦曙黄褐色土

O S＝1／60　　　2m

！．　　　　：　　　　　　　j

挿図115　南谷大山遺跡B区S115遺構図
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三才po2
O S＝1／3　　　10珊
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挿図116南杏大山遺跡B区S115出土遺物実測図

BS116（挿図117・118、図版19・61）

位　　置　　調査区のほぼ中央A・B20グリッドにあり、標高72．4m～73．2mの緩やかな斜面に位置し

ている。北西側約2mにはBSI15、北側約2mにはBSI17があり、南側はBSI25の哩

土を床面にしている。

形　態　　周辺は黒褐色土が堆積しており、これを除去することでプランを検出することができた。

緩やかな斜面に立地しているために南側壁は流失しており、原形を留めていない。遺存して

いる三壁の様子から平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西3．06m、南北2．1m以上を測り、床面積は約6．4m2以上である。残存壁高は、

最も遺存状態の良い北壁で最大0．23mである。壁溝・主柱穴は検出されなかった。

焼土面　　住居の中央に当た
くく

る部分で50×30cmの

楕円形に広がる焼土

面が検出された。

貼　　床　　住居のほぼ中央部

分で、黄褐色土によ

る貼床がなされ、こ

埋　　土

の部分が固く締まっ

ている。

哩土は4層に分層　℃1㌢
できる。これらは、

住居中央に向かって　B－

堆積しており自然堆

積の状況が窺える。H三堅聖m
B

遺　　物　　出土遺物は、図化

出土状況　できたものに大型壷

口緑部Pol、大型壷

胴部Po2、複合口緑

をもつ聾Po3～Po

6、胴部Po7、高杯

杯部Po8・Po9、高

杯脚部PolO・Poll

椀Po12、小型鉢と考

えられるPo13、流紋

（訪黒褐色土

（診暗褐色土

③暗灰褐色土（炭化物をわずかに含む）

（動暗黄褐色土

⑤黄褐色土（貼床）

（①木の根による裸乱

S＝1／60　　　2m

挿図117南谷大山遺跡B区S‖6遺構図
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岩質凝灰岩製砥石Slがある。このうち床面からはPol◎P02が出土している。大型壷P02

は、底部がBSI14の哩土中からの出土であるが、器壁の厚さ、内面の調整及び付着物が類

似していることから同一個体と考えた。その他は哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI16の時期は、床面出土土器から古墳時代中期後半と考えられる。

塗S －　』。

／‥一一‾‾、

1◎＼lsl
▲、＿一J

O S＝1／3　　　10cm

L⊥＿＿＿＿⊥」

挿図甘柑　南谷大山遺跡B区Sl柑出土遣物実測図

B5m冒（挿図119－121、図版19◎61）

億　　置　　調査区のほぼ中央A19グリッドにあり、標高73．5m～74．0mのごく緩やかな斜面に位置し

ている。西側約3mにはBSI15、南西側約2mにはBSI16がある。

形　　態　　周辺は黒褐色土が堆積しており、これを除去することでプランを検出することができた。
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緩やかな斜面に立地しているために南側壁は流失しており、原形を留めていない。遺存し

ている三壁の様子から平面は方形を呈すものと考え－られる。

規模は、南側を復元して考えると東西2．78m、南北2．8mを測り、床面積は約7．8m2である。

残存壁高は、最も遺

存状態の良い北壁で最

大0．33mである。

壁溝は北側及び西側

壁際で検出された。幅

7－14cm、深さ3－5cm

を測り、断面逆台形状

を呈す。

主柱穴は検出されな

かった。

焼土面　　住居の中央やや東寄

りで44×32cmの不整楕

円形に広がる焼土面が

2カ所検出された。

炭化物　　床面北側壁寄りで炭

化物片が検出されたが、

遺存状態は非常に悪く

どの部分であるかは特

定できない。BSI17

H＝74．50m

A

Pol

：二

①暗武将褐色t

（炭化物、壌土粒をわずかに含む）

②暗灰褐色日成化物を含む）

③暗拇色土

④暗黄灰褐色t

⑤許褐色t

⑥暗黄褐色Iニ

⑦現t面

⑧黒褐色t（しまりがない。溝埋り

⑨木の根による提乱

O S＝1／60　　　　2m

挿回119南脊大山遺躊B区Sl17遺蠣周トl　　　－　　　J

ノ頂±＿＿∴　子

ヾ：

野　　囲

挿図120南谷大山遺跡B区S‖7出土遺物実測図（1）

はこのことから焼失したものと考えられる。

埋　　土　　哩土は4層に分層できる。これらは、

住居中央に向かって堆積しており自然堆

積の状況が窺える。②層は炭化物を多量

に含んでいる。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合

出土状況　口緑をもつ褒Po1－Po4、脚部Po5、鉄

斧と考えられるFl、不明鉄器F2がある。

このうち床面からは、口緑部をナデの

ー131－

瑠O S＝1／3　　　10cm

；－　　　　　i j

宅2琵診Fl？l S‡1／2　6！細

挿図121南谷大山遺跡B区SI17出土遺物実測図（2）



みで仕上げるPolが北側壁寄りで出土している。その他は哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI17の時期は、床面出土土器から弥生時代終末と考えられる。

BS118（挿図122－124、図版19・61）

位　置　調査区のほぼ中央A20・21グリッドにあり、標高71．8m～72．3mのごく緩やかな斜面に位

置している。北側約3．2mにはBSI15、北東側約2mにはBSI25がある。北東側では埋土

上にBSI19が造られている。

形　　態　　緩やかな斜面に立地しているために南側壁は流失しており、原形を留めていないが、遺存

している三壁の様子から平面は方形を呈すものと考えられる。

規模は、南側を復元して考えると東西3．5m、南北3．05mを測り、床面積は約10．7m2であ

る。

残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．7mである。

壁溝は北側及び西側壁際で検出された。幅8～14cm、深さ3～7cmを測り、断面逆台形状

を呈す。

主柱穴はPl・P2の2個と考えられる。規模は、Pl（34×33－49）cm、P2（36×32－

52）cmを測る。主柱大間距離は1．7mである。

挿図122両脊大山遺跡B区S‖8遺構図

－132－

①略黄褐色と（馴化物性、地上粒、基盤プロソタを含む）
②暗褐色＿t（酎ヒ軌基盤ブロックを含む）
③黒褐色t（炭化物を含む）
⑥噌黄桃褐色土
⑤時栂色土

⑥暗褐色帖質t基盤ブロックを含む）

⑦噂褐色t（馴化物を含む）
⑧暗挑褐色粘質上
⑨時宗拇褐色t（基盤プロ7クを含む）

⑲黒褐色t（しまりがない。溝埋土）
⑪木の根による提乱

O S＝1／60　　　2m

」　　　　　　：　　　　　　　r



中央ピ再　中央ピットは、床面のほぼ中央P1－P2間にあるP3と考えられ、（42×3ト16）。mを測

る。埋土は、⑦層が単層で入る。

また、住居東壁付近に（50×48－30）cmを測るP4があるが、これはいわゆる特殊ピット

と考えられる。哩土は⑧◎⑨層が入る。⑧層には炭化物を含む。

埋　立　哩土は厚く堆噂した①層と床面付近の②層◎③層の3層に分層できる。②層は炭化物を多

量に含んでいる。

このことから、BSI18は火災に遭った可能性がある。

遺物出土　出土遺物は、図化できたものには複合目線をもつ蛮Pol～Po5、椀状の杯部をもつ高杯P。

状　況　6◎Po7、高杯脚部Po8、器台上台部Po9、口綾部PolO、細粒花崗岩製砥石Slがある。

このうち、床面北寄りでSl、床面東壁寄りで高杯が出土している。高杯は図化できなかっ

たが、杯底部が円盤充填されるものである。その他は、いずれも哩土中からの出土である。

時　期　　BSI18の時期は、出土土器から古墳時代前期前半と考えられる。

〒芋9
ノ

r

挿即23両谷大山追跡B区S＝8出土遺物実測図（1）

I＿「＿ト

●SI

S＝1／3　　10cm忘
挿図で24両脊大山追跡B区Sl用

出土遺物実測図（2）

ー133－

∠1豊も



BS119（挿図125・126、図版20・61）

位　　置　　調査区のほぼ中央A20・21グリッドにあり、標高72．2m－72．7mのごく緩やかな斜面に位

置している。BSI19は、BSI18の北東側哩土を床面にし、BSI25を切って造っている。

形　態　掘り込みが浅く四壁の遺存状態は悪い。また、東側では後世の耕作による溝が床面にまで

達している。南側・東側壁は流失しており原形を留めていない。遺存している壁の様子から

平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西3．1m以上、南北2．4m以上を測り、床面積は約7．4m2以上である。残存壁高

は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．27mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴は4個と考えられるが、2個しか検出できなかった。それぞれの規模は、Pl（30×

28－44）cm、P2は後世の耕作による溝に切られており正確な規模は不明である。

焼土面　住居のほぼ中央に当たる部分で大小2カ所の焼土面が検出された。大きいものは幅1．2mX

O．6mの不整形に広がるもので、小さいものは径約30cmのほぼ円形に広がるものである。

埋　　土　　哩土は3層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

遺　　物　　出土遺物は、図化

出土状況　できたものに複合口

緑をもつ褒Pol

～Po3、高杯杯部

Po4、鼓形器台脚台　B－

部P05がある。

このうち床面から

は西側壁寄りで、肉

厚で口綾部下端が丸

味をもつPolが出

土している。その他

は哩土中からの出土

である。

時　　期　　BSI19の時期は、

床面出土土器から古

墳時代中期後半と考

えられる。

く

H＝73．00m

B

Pl

①男褐色土

②暗灰褐色土

③暗褐色⊥

（炭化物をわずかに含む）

④暗褐色土

⑤暗黄褐色土

（基盤ブロックを含む）

O S＝1／60　　　2m

挿図125南谷大山遺跡B区SI19遺構図

O S＝1／3　　　10cm

l，　　　　i　　　　　　：

挿図126南谷大山遺跡B区S‖9出土遺物実測図
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BS12⑳（挿図127－131、図版20－22e62）

億　　置　　調査区のやや東側のB18グリッドにあり、標高75．8m～76．8mの緩やかな斜面に位置して

いる。北側5mには、BSI32がある。また、住居西側はBSI33の哩土を掘り込んで作ら

れている。

形　　態　　四壁の遺存状態はよく、平面は隅丸方形を呈す。また、北側には、幅34－60cm、高さ25－60

cmを測るテラスが、プランに沿って巡っている。

規模は、東西6．14m、南北6．00mを測り、床面積は約36．8m2である。残存壁高は、最も遺

存状態の良い北壁で最大1．37m（上線～テラス0．6m、テラス～床面0．7m）で、当遺跡内で

は最も深く掘り込まれている。

壁溝は南側がとぎれるものの、壁際をほぼ全周する。規模は、幅6－16cm、深さ3－7cm

を測り、断面逆台形状を呈す。北側◎西側◎南側壁溝内に小ピットが検出されたが、これら

は、壁港内に立てたと考えられる板状のものを止めるためのものと考えられる。

主柱穴はPl～P4の4個と考えられる。それぞれの規模は、Pl（50×48－87）cm、P

2（55×40－80）cm、P3（52×50－87）cm、P4（54×50－83）cmを測る。柱大間距離は、

Pl～P2間から順に、3．0m、3．1m、3．4m、3．0mを測る。また、P2－P3のライン上

に、（48×40－35）cmを測るP6がある。P6は、主柱穴に比べると深さが浅いことから、補

助柱穴と考えられる。

中央ピット　　中央ピットの周囲は、長径1．77m、短径1．6m、高さ4cmに土手状に高くなっている。この

段は淡灰赤黄色粘質土によって一段高く作られている。

中央ピットはP5で、この土手状に高い部分の中央部ではなく、やや東側に寄って掘られ

ている。

平面は長楕円二段掘りするタイプである。まず、上線部を（78×52－9）cmに掘り、さら

にやや南側を（48×40－48）cmに掘っている。哩土は5層に分層でき、いずれも炭化物を含

んでいる。

出入　田　　また、西側壁付近でごく浅いP7◎P8の二つのピットが並んで検出された。Pl～P4

間には東側で見られた補助柱穴がなく、空間的に広いスペースがあることと考え合わせると、

この2つのピットは、出入口で使用された階段状のものを立てたピットと考えられ、BSI

20は住居の西側を出入口にしていたと考えられる。

焼土面

炭化物

焼土面は検出されなかった。

BSI20は火災に遭ったものと考えられ、床面のほぼ全面に、構造材と考えられる炭化物

が多量に検出された。南東側コーナー付近では、他所に比べて炭化物の出土は少ない。

西側◎南側壁から中央に向かって傾斜して出土しているものは、幅8－16cm前後を測る丸

木状を呈し、垂木と考えられる。

また、北側、東側には床面のほぼ直上に、床面にほぼ平行して幅30cm前後の板状の炭化物

が検出された。特に、北側のものに関しては、板状の炭化物の下から、母屋桁と考えられる

幅5cm前後の丸木状の炭化物が出土している。

板状の炭化物の上には、カヤと考えられる炭化物が板と直交してのっている。この状況は、

南側の垂木にも見られるもので、これらの板状のものも、垂木の代わりまたは屋根に使用さ

れたものと考えられる。

北東◎北西コーナーのものは、幅20cm前後と他のものに比べて太く、扱首と考えられる。

コーナー部分の炭化物は、他所に比べて密に出土している。
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北東側に壁に平行して検出された幅18cm前後◎厚さ15cm前後の比較的太い炭化物は、桁ま

たは梁と考えられる。

西側壁には、幅3cm前後の丸木状の炭化物が、垂木と考えられる炭化物に直交して検出さ
J

れた。これらは、木舞と考えられる。

鑑定を依頼したものには、9種類の樹木のうち8種類までが広葉樹で、広葉樹の中でもス

ダジイが多く使用されていた。板と考えられるものにはスギが、使用されていた。

ところで、北西側には髄形土器が倒立したままの状態で検出された。飯形土器の回りには

炭化物が折り重なるよしぅにあり、偶然炭化物がない部分に土器があったことから、倒れるこ

となく検出されたと考えられる。

埋　立　哩土は25層に分層できる。⑦◎⑧◎⑲層を除き①～⑲層はほとんど均質な層で、住居中央

に向かって堆積しており自然堆積の状況が窺えるが、⑮◎⑮′e⑲◎⑲′◎⑲は中央部で盛り上

がるような堆積状況を示し、炭化物を多量に含んでいることから、屋根などが燃え落ちた状

況が窺われる。また、炭化物を含む⑫層の下にはP6があり、燃え残った柱が立っていたと

考えられる。⑦◎⑧◎⑲層には砂礫が含まれており、屋根には茅などの他に砂礫が一緒に葺

かれていたと考えられる。

焼土◎庚　中央ピット周辺を除く床面の中央部分で、炭化物を多量に含む層が、また、同様の部分で

この炭化物層の下からは、焼土を含む層が盛り上がるように検出された。これらは、炭化物

を覆うように出土していることから、屋根には茅などの他に土が一緒に葺かれていたと考え

られる。

遺　物　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ壷Pol～Po5、複合口緑をもつ蛮Po6

出土状況　～Po18、高杯Po19－Po24、鼓形器台上台部Po25－Po27、小型高杯形器台Po28、小型丸底壷

Po29、土玉Po30、釘状鉄器Flがある。

このうち床面からは、Pl付近で口緑端部が平坦面をもつPol、南西コーナー付近で大型

でやや深い皿状の杯部をもつPo19、北西コーナー付近で髄Po31が口綾部を下にして立った

ままの状態で出土している。

その他は哩土中からの出土であるが、黒褐色土中

で多量の土器が出土しており、火災で倒壊した後に

土器が捨てられた可能性がある。

時　　期　　BSI20の時期は、床面出土土器から古墳時代前

期前半と考えられる。なお、Poll～Po18◎Po30は弥

生後期後半～終末にかけての特徴をもつものである

が、BSI20は、BSI33を壊して作られており、

BSI33の土器が混入したものと考えられる。
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挿図127両谷大山這跡B区S120
出土遺物実測図（3）



挿図128南谷大山遺跡B区SI28遺構図
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（り淡灰褐色土（耕作土）

②暗黄褐色土
（訂異灰色土（耕作土〉

④沫黒灰色土（耕作土）
（訪黒褐色土
⑥暗灰褐色土

⑦暗黄黒褐色土（砂礫を多豊に含む）
⑧暗褐色上（砂礫を多鼠に含む）

⑨暗灰黄褐色土
⑲略章灰褐色土（砂礫を含む）
⑪暗黄褐色と
⑲時赤黄褐色t

⑬淡黄褐色土
⑲黄褐色土

⑮曙黄灰褐色土（炭化物を多軋こ含む）
⑮’略黄褐色t（馴ヒ物を含む）

⑲黒褐色土（炭化物、塊土粒を多量に含む）
⑩淡灰色＿tニ（炭化物を含む〉
⑩暗灰褐色七（炭化物、地上粒を含む）

⑲略灰色土
⑳沫暗灰色土

㊥暗灰黄褐色上（尉ヒ物を多量に含む）
⑳暗黄灰色土
⑳暗灰褐色ヒ
⑳暗叢赤褐色t

⑳灰褐色土

⑳洩灰赤黄色粘質土
㊥暗灰黄褐色土

⑳暗黄褐色土
⑳暗灰褐色職質土（貼床）

㊨照褐色土（炭化物，基盤プロ・ソク、職土粒を含む）
㊨栓灰褐色土（炭化物を含む）
⑳暗黄褐色土（炭化物、基盤ブロックを含む）

⑳嗜黄褐色土（炭化物を含む）
⑳黄褐色土（炭化物を含む）
㊨暗褐色土（炭化物を含む）

⑳暗担褐色土（炭化物を含む）
㊥暗橙褐色土順化物、基盤プロッタを含む）
⑳総褐色土（基盤プロッタを含む）

⑳農褐色土（炭化物、基盤プロッタを多く含む。蝮土粒を含む）
㊨暗黄褐色土（基盤ブロックを含む）

⑪暗褐色土（炭化物、基盤プロッタ、憤土粒をわずかに含む）
⑩暗褐色土（炭化物、基盤ブロック、壌土粒を含む）

⑲眺褐色土（基盤1ロックを含む）
㊨塘総褐色土（炭化物、基盤ブロックを含む）
㊨暗黄褐色土（炭化物、碁盤プロッタを含む）

⑳暗橙灰褐色土（基盤プロッタを含む）
㊥暗灰褐色土（基盤プロ▼ソタを含む）
⑲暗灰色土（耕作撞堤土）

⑲木の根による撫乱

O S＝1／の　　　2m
」．　　　　：　　　　　　！



挿図129　両谷大山追跡B区S128炭化物出土状況図
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挿図130南谷大山遺跡B区S120出土遺物実測図（1）
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挿図131南谷大山遺跡B区S120出土遺物実測図（2）

BS121（挿図132・133、図版23）

位　　置　　調査区の西側、d23グリッド付近で、舌状に延びだした丘陵の先端で広い平坦面を成して

いる標高約68．5m～69m付近に位置する。すぐ近くにたくさんの竪穴住居跡があり、中でも、

BSIll◎BSI13と重複して建てられている。

形　　態　　BSI21は平面が六角形である。規模は東西が11．1m、南北が9．4m以上で、床面積は82．8

がである。非常に大型の住居であり、この集落の中心的な建てものだと考えられる。残存壁

高は最も残りの良い南壁で0．4mである。床面上で検出できたピットは33個である。この内、

主柱穴Pl～P6、補助柱穴P7－PlO、中央ピットPllである。主柱穴の規模は、Pl～P6

の順に（86×80－70．6）cm、（66×56－71．3）cm、（46×46－65．5）cm、（60×41－54．3）cm、（60×

54－85．9）cm、（52×46－86．1）cmである。主柱穴間距離はPl～P2の順に、4．7m、4．5m、

4．5m、4．5m、4．3m、4．3mである。P4はBSI13によって、かなり削られている。Pl◎P

2には柱を固定するための石がそれぞれPlから3個、P2から3個、底の方より出土した。

石の大きさは，最大で長さ20cm、幅13cm、最小で長さ10cm、幅5cmであり、角礫と円礫があっ

た。補助柱の規模は、P7－PlOの順に、（57×54－61．5）cm、（50×50－29．4）cm、（32×30－

25．8）cm、（40×34－52．1）cmである。P3－P4、P4－P5の間で補助柱穴は確認できなっかた。

中央ピット　　壁溝は南壁の中央部と南東壁で確認でき、幅が10－15cm、深さが3－8cm程であった。中

央ピットPllは平面が不定形で、規模は長軸、短軸共に約1m、深さ0．66mである。東側で

は2段を呈し、上線部から1段目までが、0．36mであった。ピットの哩土中からは、モモの

種子が出土した。

貼　　床　　北西隅で、暗赤褐色粘質土の貼床が施されていた。確認できた範囲は南北1．5m、東西で2．6

mである。

埴　　土　　遺構哩土は33層に分層できた。①～⑨層は哩土、⑲～⑫層はピットの哩土、⑬層は貼床で

ある。哩土は自然堆積である。

過物出土　　出土遺物には複合口緑をもつ婆Pol～Po6、複合口緑をもつ壷Po7、小壷PolO、器台Po

状　　況　9、高杯脚部Po8、脚部Poll、碧玉の石核Slが出土している。

床面から出土したものは、床面の中央付近で、口綾部平行洗練が施され、口綾部下端が下

垂する蛮目線Pol、大きく外反して立ち上がり、端部を外方に引き出し、丸く収めているPo

6、南東壁際で、外面ナデ仕上げ、端部は外反して丸く収め、内面削り後にナデ仕上げして

ある器台P09である。北西隅で貼床の上から碧玉の石核Slが出土している。

時　　期　　時期は床面出土土器から、弥生時代終末と考えられる。

北東側で確認された大型の五角形の住居BSI26との時期差は平面的な重複関係が試掘ト

レンチがあり、判断できなかった。また、BSI21の床面出土の蛮Po6、器台P09とピット
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挿図132南谷大山遺跡B区SI21遺構図
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①明黄褐色土（DKPを多量に含む）

②暗黄褐色土（DKPとロームブロック粒を含む）

③暗赤褐色土（ロームブロック粒を含む）

④暗赤褐色土（DKPとロームブロック粒を含む）

（9時赤褐色土（ロームプロッタ粒を多量に含む）

⑥濃赤褐色土（ロームブロック粒を含む）

⑦暗赤褐色土

⑧暗赤褐色土（大粒のロームブロック粒を含む）

⑨暗赤褐色土（少しやわらかい）

⑲暗赤灰褐色土

⑲暗赤灰褐色土（基盤粒を含む）

⑲暗赤灰褐色土（赤褐色の基盤粒を含む）

⑲暗赤灰褐色土（基盤粒、炭化物を含む）

⑲暗赤灰褐色土（粘性強い）

⑮暗赤灰褐色土（基盤粒、炭化物、焼土を含む）

⑯暗灰褐色土（壌土、炭化物を含む）

⑩暗灰褐色土（炭化物、基盤粒を含む）

⑲暗褐色土（DKPを少量含む）

⑲暗黄褐色土

⑳暗黄褐色土

⑳暗褐色土

⑳暗黄褐色土（蛾土、炭化物を多く含む。DKPを含む）

⑳暗黄褐色土（娩土、炭化物を少量含む。DKPを含む）

⑳略黄褐色土（基盤粒を含む）

⑳暗褐色土（規土を含む）

⑳暗褐色土（粘性強い）

㊨明黄褐色土

⑳暗黄褐色土（DKPを含む）

⑳淡褐色土

⑳時男褐色土

㊨暗赤褐色土（炭化物を含む）

⑳褐色土（焼土、炭化物を含む）

⑳暗赤褐色粘質土（貼床）

㊨准乱土

O S＝1／60　　　　2m



内出土土器蛮Po2◎底部P04との比較でも判断しにくい。しかし、両者の位置が非常に接近

し、同時期に建てられていた可能性は少ない。従って、時期差をもたせるならば、出土遺物

の全体を観察したとき、BSI21の蛮Polが床面から出土していることに注目すれば、BS

I21の方が先行して建てられたといえよう。

！

零窯　召

Po9

0　　　　　　　10cm

L S＝11／3　11

挿図133両谷大山追跡B区S121出土造物実測図

B＄臓2（挿図134～141、図版23◎62。63）

億　　置　　BSI22は、調査区南西部b23e b24グリッドに位置する。当地は標高66．3m～69mで、

南西を向いた斜面である。当遺構付近では勾配が緩やかだが、遺構より下では急斜面となっ

ている。北東約5mにはBSIlOが、北西約9mにはBSI39が、南西約5mにはBSD03

が、それぞれ位置する。

形態規模　平面は方形を呈する。規模は東西約4．3m、南北約4．1m、最も残りのよい北壁で最大壁高

約0．4mを測る。床面積は約16m2である。

ぽ　ッ　匝　　ピットは全部で12個である。主柱穴はPl～P4で4本柱で建っていた。規模はPl（43×

42－43）cm、P2（45×45－43）cm、P3（43×41－45）cm、P4（38×38－38）cmを測る。

主柱穴間距離はPl～P2間の順に2．1m、1．8mJl。9m、1．7mである。

壁　　溝　　東壁◎南壁◎西壁ぎわには、壁溝が走っている。断面はいずれも逆台形を呈し、深さはそ

れぞれ9cm◎　8cme　5cmを測る。

丑　　坑　　住居内に5つの土坑がみられる。SKOlは、遺構内東部壁ぎわに位置する。平面は不整形、

断面は逆台形を呈する。東部は一部、溝と重複している。規模は（103　×83－10）cmを測る。
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①暗褐色土
（炭化物、焼土粒を含む）

（訪淡茶褐色土
（基盤粒、桃色ブロック、
明黄褐色土粒を含む）

③淡茶褐色土
（基盤粒、桃色ブロック、

明黄褐色土粒を含み、ややくすんでいる）

④木の根による捜乱

O S＝1／30　50cm

忘忘孟

挿図135両脊大山追跡B区S122内SK92違構図
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日

江コ

由

㊤

㊥闇
①暗褐色土

（焼土粒、炭化物を含む）

②明黄褐色土

（ローム粒を多く含む）

O S＝1／30　50cm

ll i i

挿図134南谷大山遺跡B区S122内SKOl逼構図

哩土は2層である。①層の暗褐色土（焼土粒◎炭化物を含む）

と②層明黄褐色土（ローム粒を多く含む）からなる。哩土を観

察すると、当土坑が溝を切っていることがわかる。SK02は、

住居内中央南に位置する。平面は円形を、断面は逆台形を呈す

る。規模は（100×97－21）cmである。埋土は2層で、①層暗褐

色土◎②層淡茶褐色土からなる。土坑内には、P9e PlOが位

置する。SK03は遺構南西部、壁ぎわに位置する。平面は円形

を、断面は逆台形を呈する。規模は（72×75－27）cmである。

暗褐色土を哩土とする。土坑南部には、P5が存在する。哩土

l　三　こぶ∴

①暗茶褐色土

②暗茶褐色土
（炭化物、壌土粒、基盤ブロックを含む）

③淡茶褐色土

（基盤粒、焼土粒を含みややくすんでいる）

O S＝1／30　50cm

忘志
挿図137南谷大山遺跡B区SI22内

SKO4通構図

ヲ戻ラ形ヲ
①暗褐色土（焼土粒・炭化物を含む）

O S＝1／30　50cm

I一一一　；　－」

挿図136南谷大山遺跡B区SI22内
SKO3通構図
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（》暗黄灰褐色土

（焼土粒、尉ヒ物、明黄褐色土粒を多く含む）

②暗灰褐色土

（明黄褐色七枚、塊土粒、炭化物を多く含む）

O S＝1／30　50cm

岳　i　」

挿図138南谷大山遺跡B区S122内SKO5通構図



から、P5よりも当土坑の方が新しいといえる。SK04は、床面北部に位置する。平面は不

整形を、断面は逆台形を呈する。規模は、（82×80－16）cmを測る。暗茶褐色土◎淡茶褐色土

を哩土とする。P6e P7e P8は当土坑内にある。当土坑南側の一部には、貼床がかかっ

ていた。SK05は、遺構中央南、壁ぎわに位置する。平面は楕円形を、断面は逆台形を呈す

る。規模は（94×75－5）cmである。哩土は暗黄灰褐色土からなる。当土坑中央にPllがあ

る。

貼床焼土　　床面には貼床が施されている。SKOle P4◎P12の間、SK02とSK05の間、SK04の

3ヶ所である。厚さは4－2cmで、暗茶褐色土からなる。SK03の東側付近で、焼土面がみ

られる。平面は楕円形を呈し、（4×3．1）cmを測る。炭化物を伴う硬いものである。

埋　　立　　埋土は、8層に分層される。最上層の（多層暗黒褐色土には、多くの土器片が含まれている。

下の②◎⑧層には、基盤層のブロックが混じる。各層の堆積の仕方から判断すると、哩土は

住居の壁から中央にかけて流れ込んだ、自然堆積と思われる。

遺　　物　　遺物としては、複合口緑を有する婆Pol～Po13、婆または壷の底部Po14ePo15、高杯

Po16－Po18、直口壷Po19、椀Po20－Po22、器台Po23、杯Po24、杯脚部Po25、土玉

Po26－Po28、砥石SleS2が挙げられる。床面から検出されたものは、複合目線をもつ賓

Pol～Po3　◎Po8、高杯Po16◎Po18、直口壷Po19、椀Po20e21、砥石Sl e S2である。

これらのうち、砥石Sl◎S2は鑑定の結果、流紋岩質凝灰岩製であることがわかった。一

方、SKOlより器台Po23が寝た状態で、SK05より高杯Po17が、Plより土玉Po27が、それ

ぞれ出土した。

時　　期　　床面出土の蛮口緑Pol ePo2eP03より、古墳時代中期後半と考えられる。

′一‘－L　－　－－－、

jl、＼、、、11

0　　　　　　　10cm

L S『1／3　10I

挿図悶　南谷大出通路B区S帽出土逸物実測図（2）
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①暗黒褐色土（焼土粒、黄褐色土粒を含む）
②暗褐色土

（煉土粒、桃色土ブロック、炭化物、土語片を含む）
③暗黄褐色上（黄褐色土粒、悦土粒を含む）
④時黄灰褐色土（焼土粒、炭化物、土器片を含む）
⑤黄灰褐色土（焼土粒、炭化物を含む。ややくすんでいる）
⑥明橙色（焼土粒、脱化物を含む）
⑦暗灰褐色土（炭化物を含む。よくしまり、くすんでいる）

⑧淡茶褐色土
（炭化物、焼土粒、桃色土ブロック、黄褐色ローム粒を含む）

⑨堵茶褐色土（粘性がある貼床）
⑩暗灰褐色土（明黄褐色土粒、壌土粒、炭化物を多く含む）
⑪暗黄灰褐色土（焼土粒、炭化物、明黄褐色土粗を多く含む）
⑲暗黄灰褐色土（少量の炭化物、黒褐色土粒を含む。くすんでいる）
⑲暗貢灰褐色土（炭化物、焼土粒、明賀褐色土粒を含む）
⑲暗褐色土（蛾土粒、炭化物を含む）
⑮洩茶褐色土
⑲暗茶褐色土
⑰淡茶褐色土
⑲暗茶褐色土
⑲淡茶褐色土
⑳貢灰褐色土
⑳黄灰褐色土
⑳暗茶褐色土

（桃色ブロック、明黄褐色土粒を含む）
（炭化物、壌土粒、桃色ブロックを含む）
（基盤粒、焼土粒を含む。ややくすんでいる）

（炭化物を含む）
（炭化物を含む）

（炭化物、基盤層プロ・ソクを含む）

⑳淡茶褐色土
⑳暗貢灰褐色土
⑳暗褐色土（栗褐色土粒を含む）
⑳暗灰褐色土（黄褐色土粗を含み、くすんでいる）
㊨明黄褐色土
⑳暗灰褐色土（黄褐色土粒、炭化物を含む）
⑳暗灰褐色土（明黄褐色ローム粒、娩土粒を多く含む）
⑳暗灰褐色土（くすんでいる）
⑳明黄褐色土（ローム粒を多く含む）
⑳費灰褐色土
⑳暗灰褐色土（明黄褐色土粒、規土、炭化物）
⑳暗灰褐色土（暗灰褐色土粒、壌土粒、炭化物を多く含む）
⑳木の根による搬乱

O S＝1／60

挿図140南谷大山遺跡B区SI22遺構図
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挿図141南谷大山遺跡B区SI22出土遺物実測図（1）
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BS用3（挿図142～144、図版24◎63）

位　　置　　調査区のほぼ中央a20グリッドにあり、標高72m～72．7mの緩やかな斜面に位置している。

北側周壁は耕作のために削平され、西側周壁はBSI09によって切られている。

形　　態　　各周壁は耕作等により撹乱されており、四壁の遺存状態は悪いが、遺存している壁の様子

から平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西4m以上、南北5．06mを測り、床面積は約20．2m2以上である。残存壁高は、

最も遺存状態の良い東壁で最大0．54mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴はPl～P4、の4個と考えられ、それぞれの規模は、Pl（50×44－69）cm、P2

（50×32－72）cm、P3（60×38－64）cm、P4（47×38－70）cmを測る。主柱大間距離は、

Pl～P2間から順に2．7m、2．6m、2．7m、2．6mである。

また、（46×30－40）cmを測るP6、（44×32－41）cmを測るP7は主柱穴のラインより外

側にあり、棟持柱の柱穴と考えられる。

その他にも床面上には、かなりの深さをもった13個のピットが検出された。それぞれの規

模は、P8（61×30－42）cm、P9（50×44－48）cm、PlO（34×26－10）cm、Pll（39×

25－40）cm、P12（19×19－20）cm、P13（37×34－6）cm、P14（36×19－10）cm、P15（38×

33－41）cm、P16（45×38－39）cm、P17（46×30－25）cm、P18（31×26－52）cm、P19（45×

29－51）cm、P20（43×22－62）cmを測るが、いずれも不規則に並んでおり柱穴等とは考え

られない。用途は不明である。

中央ピット　　中央ピットはP5で、平面不整楕円形で二段掘りとなる。上線部は（67×56－10）cmに掘

り、さらに東寄りを（23×13－32）cm掘り込む。哩土は3層に分層でき、炭化物を含んでいる。

焼土面　　焼土面は検出されなかった。

埋　　立　　哩土は3層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

遺　　物　　出土遺物は、図化できたものに複合口緑をもつ賓Pol～PolO、底部Poll、鼓形器台上台部

出土状況　Po12、土玉Po13－Po17、鈍Fl、傍製重国

文鏡Blがある。

このうち床面からは、北西側で平行洗練

が施されるPol、南西側で土玉Po15、南東

側で土玉Po13ePo14◎Po16◎鈍Fl e傍製

鏡Bl、東壁際で土玉Po17、P8内で口緑

部ナデのみのP05がそれぞれ出土してい

る。その他は哩土中からの出土である。

傍製重圏文鏡Blは、復元径7．5cm、厚さ

1．3mm～2mmを測り、幅6mmの平緑の内側に

やや斜方向の栴歯文が施され、その内側に

4条の重囲が巡る。内区には、不明瞭では

あるが文様が施されるものと考えられる。

時　　期　　BSI23の時期は、床面出土土器から弥

生時代後期後半と考えられる。

弥生時代後期の住居跡からの伐製鏡の出
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挿図142南谷大山遺跡B区SI23

出土遺物実測図（2）



PI P16　　　　　P5　　P9

挿図143南谷大山遺跡B区S123遺構周
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G）暗褐色土

①1暗褐色上（炭化物をわずかに含む）

②暗黄褐色土（炭化物、基盤プロノクを
わずかに含む）

（診暗黄灰褐色上

④暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑤暗灰褐色土

（砂暗黄褐色土

（勤暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑧暗黄灰褐色土

⑨暗灰褐色土

⑲暗黄灰褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑪暗雲褐色土（基盤プロッタをわずかに含む）

⑲略黄褐色土（射ヒ物、基盤ブロックを含む〉

⑬暗褐色土（塾生プロッタをわずかに含む）

⑱鴫黄褐色土（尉ヒ物粒をわずかに含む）

⑲噌黄褐色土（基盤プロッタをわずかに含む）

⑩嗜褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑩暗黄褐色土（炭化物を含む）

⑲暗貢褐色土（馴化物を含む。⑰よりやや黒い）

⑲暗褐色土（炭化物基盤プロ・ソタを含む）

⑳暗灰褐色土
（灰色粘質土、碁盤プロ・ソクを含む。炭化物を

わずかに含む）

㊧暗褐色土（炭化物、土格をわずかに含む）

⑳挑褐色土（基盤プロッタ塊を含む）

⑳暗黄褐色土（炭化物を含む）

㊨桃褐色土（炭化物を含む）

㊨暗黄栂色土（炭化物、基盤プロ′タをわず
かに含む）

⑳暗褐色土（炭化物粒をわずかに含む）

㊨暗黄褐色土（炭化物粒、基盤ブロックを
ごくわずかに含む）

⑳暗寅褐色土（炭化物粒、基盤ブロックを含む）

⑳木の根による提乱

⑳暗褐色土（提乱土）

O S＝1／60　　　　2m
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挿図1掴南脊大山遺跡B区Sは3出土遺物実測図（1）
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土例は、県内では米子市◎福市遺跡吉塚31号住居跡、米子市◎青木遺跡HSI60に次いで3

例日である。
ノ

B＄臓超（挿図145◎146、図版24e63）

億　　置　　調査区の中央、C22グリッドの西側で尾根の項部が大きく広がり平坦面をなす標高約68．5

m付近に位置する。BSI24はBSI14◎26の中にある。

形　態　　BSI14◎26の哩土中に掘り込まれているため、遺存状態は良いが、検出作業が難しかっ

たために完掘時には浅いものとなってしまった。平面は方形を呈す。

規模は東西3．64m、南北3．61m、床面積は13．14m2である。残存壁高は断面図でみると、約

0．60mであるが、実際に掘りあげたものは、最も遺存状態の良い南壁で0．41mである。

壁　溝　壁溝は南壁から西壁の壁ぎわに「L」字状にはしっていた。規模は全長が4．2m、幅が最大

42cm、最小30cmである。深さは南壁際中央で床面より最大26cm、南西隅で最小20cmであった。

この壁溝は住居に伴うものとしては規模が大きく、もう一つの特徴として、南壁際中央やや

東寄りに東西76cm、南北44cmの隅丸長方形の土坑状のものが床面より32cm掘り込まれていた。

柱穴は床面上で7個検出され、その内、主柱穴はPl～P4、特殊ピットはP7と考えら

れる。主柱穴の規模はPl～P4の順に（19×18－54．1）cm、（38×24－47．6）cm、（39×34－

29．4）cm、（25×23－26．1）cmである。主柱穴間距離はPl～P2間から順に、1．4m、1．2

m、1．5m、1．3mである。特殊ピットと思われるP7は（54×52－16）cmである。P5◎P

6は規模が順に（16×16－24．4）cm、（18×16－11．2）cmである。この2つのピットは、P5

－152－



①黒褐色土
（診暗黄拇色土（炭化物、壌土を多く含み基盤粒を含む）

③嗜黄褐色土（壌土、基盤粒を含む）
⑥暗黄褐色土（炭化物、基磐組を含む）
⑤暗黄褐色土（基盤粒を含む）

⑥淡褐色土
（カ暗茸褐色土（炭化物、焼土、DKPを含む）

D，　⑧暗黒灰色土（射ヒ物、地土、基盤粒を含む）
⑨暗黄褐色粘質土（炭化物を含む）
⑲咤黄褐色粘質土

屯）赤褐色粘質七（貼床）
⑱暗黒褐色土
⑬淡褐色土（赤褐色砧だ土を多く含む貼床）

DKPを含む〉

’⑫暗褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑲暗褐色土（焼土、炭化物を含む）

⑩暗黄褐色土（碁盤層位を含み碁盤粒を少し含む）
⑳暗褐色土（炭化物、壌土を含む）
㊨略費褐色土（炭化物を含み、基盤粒を少し含む）

⑳暗黄褐色士（炭化軌壌土を少し含み、基盤杓を含む）
⑳提乱土

O S＝1／60　　　　2m

挿図145南谷大山遺跡B区S124遺構図

がPlと、P6がP3と壁に平行するように並び、しかも、Pl～P5、P3－P6間の距

離がどちらも約70cmである。

埋　　土　　哩土は22層に分層できた。①～⑲・⑮～⑲層は遺構哩土、⑪⑲層は貼床、⑲⑲層溝の哩土、

⑳～⑳層はピット哩土である。②⑤⑥⑨層が東側でBSI14、西側でBSI13の哩土を堀り

込んだ中に溜っている。従って、BSI24は（診層上面から掘り込まれていることが分かる。

さらに、南側でもBSI26の哩土を掘り込み、⑮層が潜っていた。従って、付近にあって重

複している住居の中で、一番新しい住居であることが分かった。貼床が2層あることから、

床の貼り替えがあったと思われる。

遺　　物　　出土遺物は複合口緑をもつ壷Pol、同じく聾Po2－Poll、高杯Po12－Po14、直口壷

Po15、脚部Po16、髄の把手Po17、鉄鉱Flである。床面出土土器は、口緑部ナデ仕上げで、

端部にしっかりした平坦面をもつPo3～P05が出土し、P05はP3から出土している。

時　　期　　P3内出土慈口緑P05から古墳時代中期後半と考えられる。
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BS125（挿図147－149、図版25◎63◎64）

億　　置　　調査区のほぼ中央A20グリッドにあり、標高71．9m～72．6mの緩やかな斜面に位置してい

るため、南側周壁は流失している。北側では、BSI25の哩土をBSI16が床面にし、西側

はBSI19によって切られている。

形　　態　　四壁の遺存状態は非常に悪く、平面形は不明である。

規模は、東西7．2m以上、南北2．7m以上を測り、床面積は約19．4m2以上である。残存壁高

は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．38mである。
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焼土面

埋　　土

遺　　物

壁溝・主柱穴は検出されなかったが、大型の不定形のピットが検出された。それぞれの規

模は、Pl（246　×90－8）cm、P2（93×56－15）cm、P3（148　×70－24）cmを測る。

焼土面は検出されなかった。

埋土は3層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ聾Pol～Po12、底部Po13・Po14、高杯

出土状況　脚部Po15－Po17、鼓形器台上台部Po18、脚付短頸壷Po19、無頸壷Po20、土玉Po21・Po22、

不明鉄器Flがある。

このうち床面からは、南側でロ綾部施文の後一部ナデ消すPoll・土玉Po21、P3内で土玉

Po22・Flが出土している。その他は哩土中の出土である。

時　　期　　BSI25の時期は、出土土器から弥生時代終末と考えられる。

（訂黒褐色t（あまりしまりがない㌔
他より粘賓が弱い）

②略黄褐色上ほじり土、
黒褐色tがまじる）

③暗黄褐色土
（②よりやや明るく、
まじリが少ない）

⑥淡褐色t

⑤埠褐色t（溝哩土）

（訂木の根による撫乱 紅

O S＝1／60　　　　2m

l．　　　　：　　　　　　i

挿図147南杏大山遺跡B区SI25遺構図
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O S＝1／3　　　10cm

し⊥＿＿＿　　l　　　」

挿図摘8南谷大山遠跡B区S125出土迂物実測図個

勿⑳：。21俄。”－ S＝1／2　　　6cm

a」クノ′●Po21　＼くま－〆．p。22⊆⊥二二二⊇二二二二二」

挿図149南谷大山遺跡B区S125出土遣物実測図（2）
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BSi銅（挿図150－152、図版24◎64）

億　　置　　調査区のほぼ中央A18◎19グリッドにあり、標高75．1m～75．9mの緩やかな斜面に位置し

ている。西側約6mにはBSI12があり、東側約2mにはBSK16、北側にはBSK17が近

接して作られている。

形　　態　　四壁の遺存状態は比較的よく、平面は方形を呈す。

規模は、東西5．08m、南北5．18mを測り、床面積は約26．3mzである。残存壁高は、最も遺

存状態の良い東壁で最大0．73mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模はPl（34×27－55）cm、P2（40×36－

55）cm、P3（44×38－54）cm、P4（70×54－54）cmを測る。主柱穴間距離はPl～P2

間から順に、2．9m、2．9m、3．0m、2．6mである。

Pl◎P2◎P4にはそれぞれP5◎P6◎P7が接して造られている。それぞれの規模

はP5（40×32－41）cm、P6（50×30－50）cm、P7（55×35－46）cmを測る。いずれも

Pl～P4より規模が小さく、浅い。これらは、P3を共用する建て替え前の主柱穴と考え

られ、建て替え前の主柱大間距離はP5－P6間から順に2．8m、2．6m、2．6m、2．6mであ

る。

以上のことから、BSI27は拡張されたと考えられる。

中央ピット　　中央ピットはP8で、平面楕円形で二段に掘り込むもので、上線部を（80×63－5）cmに

掘り、さらに（26×22－32）cm掘り込中。哩土は2層に分層でき、炭化物を含む。

焼土面　　住居の南側半分で、30cm前後に不整に広がる焼土面が5カ所検出された。

埋　　立　　哩土は3層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。このうち、③層◎⑤層e⑥層◎⑦層中には炭化物を含み、さらに、③層◎⑥層には

焼土粒を含む。BSI27は、焼失の可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ壷Pol◎Po2、複合口緑をもつ蛮Po3

出立状況　～Po27、底部Po28－Po34、脚付壷又は蛮脚部Po35、蓋Po36◎Po37、「く」字状目線をもつ小

型婆Po38、土玉Po39～Po51、婁状鉄器Fl、鉄鉱F2◎F3、不明鉄器F4がある。

このうち床面からは、北東コーナー付近で口綾部施文の後ナデ消すPo3◎Po6、東壁中央

寄りで洗練が施されるPo9、南東コーナー付近で土玉Po39－Po46◎F3、南西コーナー付近

で洗練が施されるPo4、中央ピット付近で口緑部施文の後ナデ消すPo2◎Po5ePo8、P

2付近で平底を呈す底部Po28、Pl付近で口綾部施文後ナデ消すP07が出土している。南壁際

では、口綾部ナデのみのPo18が出土している。

また、Pl内でF2、P6内でFlがそれぞれ出土している。その他は哩土中からの出土

である。

時　　期　　BSI27の時期は、床面出土土器から弥生時代後期後半～終末と考えられる。
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挿図150南杏大山遺跡B区S127遺構図
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（訪黒褐色土

②暗黄褐色土

③暗灰黄褐色土（炭化物、焼土粒をわずかに含む）

④黄褐色土（基盤ブロックを含む）

（診淡灰黄褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑥暗褐色土（炭化物、焼土粒をわずかに含む）

⑦暗灰黄褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑧暗褐色粘質土

⑨暗黄褐色土

⑩暗褐色土

⑪黄褐色土（基盤層崩落土）

⑲暗黄褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑩暗赤褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑲暗赤褐色土（炭化物をわずかに含む。基盤プロッタを含む）

⑮暗灰赤褐色土（炭化物を含む）

⑯暗黄褐色土（炭化物、基盤ブロックをわずかに含む）

⑳暗橙褐色土

⑲暗灰褐色土

⑲暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑳暗褐色土（炭化物をわずかに含む。基盤プロッタを含む）

⑳暗褐色土

⑳暗黄褐色土

⑳暗褐色土

⑳黄褐色土（DKP粒を多量に含む）

⑳暗黄褐色土

⑳木の根による裸乱

O S＝1／㈹　　　　2m
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挿図摘　南谷大山適跡B区Si銅出土適物実測図（1）
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挿図瑠52南脊大山遺跡B区Sl銅出土遺物実測図（2）

臨Si2＄（挿図153e154、図版25e64）

位　　置　　調査区のほぼ中央B20◎C20グリッドにあり、標高67．7m－69．2mの極めて急な南側斜面

に位置している。北西側約5m上方にはBSI25があり、西側はBSI29によって切られて

いる。

形　　態　　この一帯は、東西10．2m以上、南北3．8m以上を測る平坦面になっているが、急な斜面に立

地しているために、南側は流失しており原形を留めてはいない。残存している壁の状況◎ピッ

千の配列から、方形ないし隅丸方形を呈すものが、確認できた範囲では3棟あると考えられる。

ここでは、Pl◎P3を主柱穴とするものをBSI28－1、P4◎P6◎P16e P34を主

柱穴とするものをBSI28－2、P9e p18e P21e P35を主柱穴とするものをBSI28－

3として述べることとする。
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（り黒褐色土

②暗桃褐色土（基盤ブロックを含む）

③暗赤褐色土（よくしまる）

④暗赤褐色粘質土

⑤暗灰褐色土

⑥暗灰黄赤褐色土

挿図153　両杏大山遺跡B区S128遺構図
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⑦暗褐色土（焼土粒をわずかに含む）

⑧暗灰褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑨暗赤褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑲暗褐色土

⑪黒褐色土

⑲暗灰褐色土

⑲暗黄褐色土

⑲橙褐色土

⑮暗褐色土（炭化物を含むト．

⑲木の根による裸乱
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B SI28

－瑠

B SI28

－2

周壁の遺存状態は悪く、北壁◎東壁のみ遺存している。北側コーナーは明瞭であるが西側

コーナーは不明瞭である。土の状況から推定すると、平面は方形を呈すと考えられる。

規模は東西3．14m、南北1．5m以上を測る。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．45

mである。

北側には幅12cm～25cm、高さ20cm～30cmのテラスが巡っており、さらにもう一軒の住居が

あった可能性がある。

主柱穴はPl◎P3の2個検出できたが、本来は4個であったと考えられる。規模は、P

l（48×34－32）cm、P3（63×58－71）cmを測る。主柱大間距離は、2．4mを測る。

周壁は北壁のみ遺存しており平面形e規模とも不明である。残存壁高は、最大0．61mであ

る。

壁溝は北側にのみ検出された。規模は、幅15cm～19cm、深さ4cm～6cmを測る。

主柱穴はP6◎P4◎P34◎P16の4個で、それぞれの規模はP6（45×35－32）cm、P

4（39×34－86）cm、P34（33×32－25）cm、P16（40×36－58）cmを測る。主柱大間距離

はP6－P4間から順に1．8m、1．9m、1．8m、2．0mである。

国＄臓　　BSI28－3は、ピットの配列で確認した。BSI28－2と重複しており、平面形◎規模

一3　共に不明である。切り合い関係も不明である。

主柱穴はP9◎P21◎P35e P17の4個で、それぞれの規模は、P9（41×34－58）cm、

P21（40×40－55）cm、P35（38×35－30）cm、P17（37×35－40）cmを測る。主柱大間距

離はP9－P21間から順に、2．5m、1．5m、2．5m、1．5mである。

さらに西側に平坦面が続いており、この場所に住居があった可能性がある。

埋　　立　　埋土は6層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ聾Pol◎Po2、高杯杯部Po3、須恵器杯

出藍状況　蓋Po4、須恵器聾口綾部Po5、須恵器高杯脚部P06がある。

このうち床面からは、BSI28－3の西側で、陶邑編年TK23の特徴をもつPo4、また、

BSI28－2のJP16内からP05が出土している。その他は埋土中からの出土である。

時　　期　　BSI28の時期は、床面出土土器から古墳時代中期後半と考えられる。須恵器は山本編年

I期◎陶邑編年TK23並行と考えられる。

三

＝‾

挿図154南谷大山遺跡B区S128出土遣物実測図
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随Si29（挿図155◎156、図版25◎64）

億　　置　　調査区のほぼ中央B20e21グリッドにあり、標高67．9m～69．0mの極めて急な南側斜面に

位置している。東側はBSI28を切っており、西側はBSI30によって切られている。

形　　態　　このグリッドには3棟の住居が切りあっていると考えられ、南側のものからBSI29－1、

BSI29－2、BSI29－3として記述することにする。

BS用g BSI29－1は、四壁の遺存状態は悪いが、北東コーナーが遺存しており平面は方形を呈
1

－瑠　すものと考えられる。

規模は、東西4。3m以上、南北3．2m以上を測り、床面積は13．7m2以上である。残存壁高は、

最も遺存状態の良い北壁で最大0．24mである。

壁溝は検出されなかった。

主柱穴はPl◎P2の2個で、それぞれの規模はPl（42×40－70）cm、P2（41×41－

48）cmを測る。主柱大間距離は2．3mである。

中央ピッ臣　　Pl◎P2間には中央ピットと考えられるP4がある。規模は、（33×27－27）cmを測る。

哩土は、焼土粒e炭化物を含む暗褐色土が入る。

焼土面　　中央ピットに接して（53×48）cmに広がる焼土面が検出された。

B＄臓　　　BSI29－2は、BSI29－1によって切られており、平面形◎規模共に不明であるが、

一望　北壁のみ遺存している。残存壁高は、最大0．17mである。北壁際には長さ3．1m、幅15cm～25

cm、深さ3cm～7cmを測る壁溝が遺存している。断面は逆台形状を呈す。

主柱穴は、BSI29－1．の北壁際にあるP4e P5と考えられ、それぞれの規模は、P4

（63×40－51）cm、P5（60×54－57）cmを測る。主柱穴は2個しか確認できなかったが、

本来は4個あったものと考えられる。

B S129

－3

BSI29－3は、BSI29－2の北側にわずかに幅16cm～36cmのテラス状の段があること

で確認した。平面形e規模共に不明である。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．39

mである。

壁溝◎主柱穴は検出されなかった。

北壁際にP9ePlOが検出された。それぞれの規模は、P9（33×30－25）cm、PlO（34×

30－22）cmを測る。用途は不明である。

埋　　立　　哩土は3層に分層できる。いずれも自然堆積の状況が窺われるが、土層の切り合い関係を

見ると、BSI29－1．は、BSI29－2．を切っていることがわかる。

過　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ蛮Pol～Po7、椀状の高杯杯部Po8、高

出藍状況　杯脚部Po9◎PolO、脚付椀Poll、シルト質泥岩製砥石Slがある。

このうち、BSI29－1の床面からは、東壁際でSlが出土している。

その他は、哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI29の時期は、哩土中の最も新しい様相をもつ土器から古墳時代中期後半と考えられ

るが、3→2→1の順に作られていると考える。

BSl3⑳（挿図157～160、図版26e27e65e66）

億　　置　　調査区のほぼ中央A21e B21グリッドにあり、標高67．9m－68．0mの急な南側斜面に位置

している。南西側約3mにはBSI43があり、東側はBSI29－1を切っている。

形　　態　　このグリッドでは、6棟の住居が重複しているため、BSI30をBSI30－1－6に分け

て記述する。
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⑤暗灰赤褐色土（基盤プロッタを含む、よくしまる）⑨暗灰褐色土（大型の基盤ブロックを含む）

③暗赤茶褐色土（炭化物をわずかに含む）⑦暗赤褐色土（基盤ブロックを含む）
⑥碁盤プロッタ　　　　　　　　　⑧暗褐色土（炭化物を含む）

⑲暗褐色土

⑳木の根による擾乱

挿図155南谷大山遺跡白区SI29遺構図
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挿図瑠56南脊大山遺跡B区S帽出土遺物実測図

BSI30－1はやや西側に位置し、四壁の遺存状態は比較的よく、BSI30の中では最も

深く掘り込まれている。平面は方形を呈す。

規模は、東西3．15m、南北2．79mを測り、床面積は約8．8m2である。BSI30の中では最も

規模が小さい。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．12mである。

壁溝は、東壁◎南壁際で検出された。規模は、幅10cm～15cm、深さ2cm～4cmを測り、断

面「U」字状を呈す。

主柱穴はP32◎P25◎P29、P34の4個で、それぞれの規模はP32（45×35－20）cm、P

25（35×32－52）cm、P29（36×32－49）cm、P4（40×30－20）cmを測る。主柱穴間距離

は、P32－P25間から順に、1．6m、1．3m、1．7m、1．3mである。

貼　床　住居の南東側に、灰黄褐色粘質土による貼床がなされている。厚さは均等ではないが、5

cm程度の厚さをもつ。

焼　　土　　住居のほぼ中央部で、盛り上がるように焼土が検出された。

BS摘　　BSI30－2は、最も東側にあるもので、西側はBSI30－1によって切られている。北

－2　側は、BSI30－5を⑫層～⑲層で埋め、東壁◎北壁の一部が遺存している。平面形は方形

を呈すものと考えられる。

規模は不明であるが、南北約4．5mを測る。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で、最大

0．91mである。

壁溝は北側◎東側壁際を巡っている。規模は、幅15cm、深さ3cmを測り、断面「U」字状

を呈す。東側壁溝内で小ピットを検出したが、これは壁溝内に立てた板を止めるためのもの

と考えられる。

主柱穴と考えられるものは、Pl◎P9で、その他は検出されなかった。それぞれの規模

は、Pl（38×36－9）cm、P9（44×40－7）cmを測り、主柱穴にしては浅いものである。

焼土面

貼　　床

B S130

－3

主柱大間距離は3．8mである。

住居中央やや東側で、（75×20）cmにひょうたん型に広がる焼土面を検出した。

ほぼ全面に黄灰褐色土による貼床がなされている。厚さは、7cm～13cmを測る。

BSI30－3は、BSI30－2の貼床を除去することで確認できた。西側はBSI30－1

によって切られている。北側は、BSI30－5を⑲層～⑭層で埋めている。平面形は、遺存
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①暗灰褐色土

（訪黒褐色土

③暗灰褐色土

④暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑤暗茶褐色土

⑥暗褐色土（④よりやや暗い。炭化物をわずかに含む）

⑦暗灰褐色土

⑧暗灰黄褐色土（よくしまる。基盤ブロックを含む）

⑨時黄褐色土

⑲暗黄灰褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑬黄灰褐色土（貼床）

⑩赤灰褐色土

⑲暗桃灰褐色土（基盤ブロックを含む）

⑩曙黄桃褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑮暗黄茶褐色土（よくしまる）

挿図157南谷大山遺跡B区S130遺構図
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⑯暗黄赤褐色土（よくしまる）

⑫暗褐色土（壁溝埋土）

⑲暗黄褐色土（やや黄色っぽい）

⑲暗黄灰褐色土（基盤ブロックを含む）（貼床）

⑳暗褐色土（桃色ブロック、黄色プロッタを多く含む。炭化物を含む）

⑳暗褐色土

⑳暗褐色土（大型の基盤ブロックを含む）

⑳暗褐色土（大きな桃色7．ロックを含む）

⑳暗赤褐色土（やや赤っぽい）

⑳暗褐色土（炭化物をわずかに含む）

⑳暗赤褐色土

㊥暗褐色土仲や赤っぽい、桃色プロ・ソク、黄色ブロック軋悦土粒、馴化物粒を含む）

⑳暗褐色土（炭化物、基盤ブロックをわずかに含む）

⑳暗褐色土（⑳より含むものの粒子が細かい）

⑳暗黄褐色土債色ブロック粒、焼土粒をわずかに含む）

㊨暗黄褐色土（黄色ブロックを含む）

⑳暗黄褐色土

⑳明赤黄色土

⑳暗褐色土（しまりがない）

⑲灰黄褐色粘質土（貼床）

⑯木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m



している壁溝の状態から、長方形を呈すものと考えられる。

正確な規模は不明であるが、東西約5．5m、南北4．25mを測る。残存壁高は、最も遺存状態

の良い北壁で、最大0．91mである。

壁溝は、北壁◎東壁際を巡っており、幅10cm～25cm、深さ2cm～6cmを測り、断面．「U」

字状を呈す。東側壁港内で（22×22－25）cmを測るP23を検出した。これは他の壁溝内のピッ

トよりかなり大きいもので別の用途が考えられるが、特定はできない。

主柱穴はP37◎PlOで、その他は確認できなかった。それぞれの規模は、P37（55×46－

53）cm、PlO（39×35－45）cmを測る。主柱大間距離は3．1mである。

特殊ピット　　東側壁溝寄りで、二段掘りになるP22を検出した。これはいわゆる特殊ピットと呼ばれる

もので、（70×64－35）cmを測る。哩土は暗黄褐色土が単層ではいる。哩土中から高杯杯部Po29

が出土している。

貼　　床　　住居の東半分以上に、暗黄灰褐色土による貼床がなされている。厚さは均等ではなく6cm

～10cmを測る・。

BS摘　　BSI30－4は、最も西側にあるもので、BSI30－1◎3によって切られ、北西コーナー

一再　付近のみ遺存している。この状況から、平面は方形を呈すものと考えられる。

規模は不明であるが、南北2．1m以上を測る。残存壁溝は、最も遺存状態のよい西壁で、最

大0．43mである。

壁溝は北壁◎西壁際を巡っており、幅8cm～12cm、深さ3cm～8cmを測り、断面逆台形状

を呈す。壁港内で（28×24－27）cmを測るP3が検出された。これは、BSI30－3のもと

同様な性格をもつものと考えられる。

主柱穴と考えられるものは確認できなかった。

B SI30

－5

B S130

－6

BSI30－5は、最も北側にあるもので、BSI30－2◎　3◎　4◎　6によって切られてい

るために平面形◎規模共に不明であるが、コーナーの状況から判断すると隅丸方形または多

角形の可能性がある。

壁溝は、壁際を巡っており、幅8cm～15cm、深さ4cmを測り、断面「U」字状を呈す。

BSI30－6は、BSI30－5の床面に掘り込まれた壁溝の一部を検出することで確認し

た。

壁溝は、ごくわずかの部分にだけしか遺存していないために、平面形e規模共に不明であ

る。

壁溝は、幅15cm、深さ4cmを測る。

埋　　立　　BSI30の哩土は16層に分層できる。土層断面を見ると、①層～⑥層はBSI30－1の哩

土、⑨e⑲層はBSI30－2の哩土と考えられる。これらは、住居中央に向かって堆積して

おり自然堆積の状況が窺えるが、炭化物を含む④層中に焼け落ちの焼土と考えられる⑮◎⑲

層があり、BSI30－1は焼失した可能性がある。

また、BSI30－1は、掘り込む時にBSI30－2◎　3の貼床を切っており、かなり広い

範囲を掘り込んでいることが確認された。さらに、BSI30－5の哩土である⑲～⑲層は、

ともによく締まる層で、他の哩土とは異なることから、BSI30－3◎4が掘り込まれる時

点でBSI30－5は埋められた可能性がある。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合目線をもつ賓Pol～Po21◎Po24◎Po25、胴部Po22e

出土状況　Po23、「く」字状口緑をもつ聾Po26、複合口緑をもつ壷Po27、椀状の高杯杯部Po28－Po30、

高杯脚部Po31－Po33、有段の高杯杯部Po34、大型高杯杯部Po35、鼓形器台上台部Po36、椀

Po37－Po41、脚付椀Po42、深皿Po43、須恵器杯蓋Po44－Po47、須恵器杯身Po48－Po50、

－169－



∈＝＝］　頂

≡千
挿図関　南谷大山通跡B区S柑出土適物実測図（1）

－170－



冴 プ

課

Ⅶ「言●！′

ノ

詔

S嗣－一喝測・一和声

「＿＼二し・・・

■●

〕－ノ：‥ア 二

ノ

二‾＿

■

挿図用9南谷大山迂跡B区S相田出土遺物実測図（2）
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須恵器蛮Po51、土錘Po52、角閃石安山岩製敲石Sl、石英安山岩質凝灰岩製砥石S2、凝灰

岩製砥石S3、アプライト製砥石S4、凝灰岩質泥岩製砥石S5、鉄鉱刃部Flがある。

このうち床面からは、BSI30－1の南側で目線部下端がさらに退化したPol～P。5◎P。

7－PolO◎Po12、高杯Po31、鼓形器台Po36、椀Po37◎Po38が、また、北側では口緑部下端

がさらに退化したPoll、椀状の杯部をもつ高杯Po28、須恵器杯蓋Po44が、出土している。

BSI30－3からは、特殊ピットP22から椀状の杯部をもつ高杯Po22が出土している。

また、P24内から肉薄で口緑端部が平坦面をもつPo21、胴部Po22、複合口線状の口緑部を

l　もつPo27が出土している。

時　期　　BSI30は6棟の住居が重複しているが、その切り合い関係から5◎6→3◎4→2→1

の順に作られたと考えられる。

BSI30－1の時期は、床面出土土器から古墳時代中期後半と考えられ、山本編年I期◎

陶邑編年TK23並行の須恵器が共伴する。

BSI30－3の時期は、P22内の土器から古墳時代中期後半と考えられる。

BSI30－1－3は出土土器には差が兄いだせず、短期間に建て替えがあり、3→2→1

と縮小傾向にある。

また、P24内からは古墳時代前期前半と考えられる土器が出土しており、これが切り合い

関係で最もさかのぼるBSI30－5に伴うものと考えると、BSI30－5はこの時期に作ら

れたとすることができる。

⊂＝コ＿＿＿聾

毒‾．・∴こ、・ニ・、；・・！

：‾戻干＿変

［＝「凝

＿、・…：．

S＝1／3　　　10cm

：：l‾‾ll三 l＝
挿図相の南脊大山遺跡B区S柑出土遺物実測図（3）
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P9

ノ

①暗黒褐色土
（訂淡黒褐色土
③暗黄褐色土
④淡黄褐色土
⑤淡黄褐色土（ロームブロックを含む）
⑥暗褐色土
（訂暗黄褐色土（炭化物を含む）
⑧暗褐色土（炭化物を含む）
⑨暗赤褐色土
⑲暗黄褐色土

O S＝1／60　　　　2m

挿図柑南谷大山適跡B区S悶瑠◎35過構図

ノ
挿図瑠62両脊大山遺跡B区S柑瑠出土逸物実測図

／

O S＝1／3　　　10cm

Jlllllllllllllll・lll・lllll．・・…・・＝…・」…・…・∴・一・・一・一「⊇

＼
⑳Pol

O S＝1／3　　　10cm

l－　‾－－二二二＝二二二二二二二二＿二二二二二二］

挿図163南谷大山遺跡B区S135出土遣物実測図
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院5摘瑠◎35（挿図161◎162◎163、図版27◎66）

位　置　調査区の中央、C16グリッドの東側で尾根の項部が大きく広がり平坦面をなす標高約

77．5－78m付近に位置する。すぐ、西側にBSK13があり、北西側周辺にはピット群02が広

がっている。

重　複　後世の削平でかなり、壁面が削られ遺存状態が非常に悪い。BSI31とBSI35は重複し

て建てられていた。しかし、新旧関係は断面でも平面でも判断できなかった。

陰Sl3瑠　　平面は北隅で方形を呈し、西隅では隅丸方形を呈する。規模は東西で4．5m、南北で3．5m

以上を測り、床面積は15．8m2以上である。残存壁高は最も残りの良い南壁で最大28cmあった。

柱穴は床面で7個検出した。その内、Pl～P4は主柱穴、P5は中央ピットである。主

柱穴の規模は、Pl～P4の順に（38×28－58）cm、（36×34－66）cm、（38×32－24）cm、

（42×34－66）cmである。中央ピットの規模は（42×34－47．5）cmで、平面は円形である。

残りのP6◎P7の規模は、それぞれ（24×20－22．5）cm、（42×36－46．3）cmである。

壁　溝　北西壁際から北東壁際にかけて、壁溝が検出された。断面は「U」字形を呈し、深さは

2．0－4．6cmである。

BS臓5　平面は方形を呈し、規模は東西がピットの範囲で2．5m以上、南北が2．0m以上で、床面積

は5m2以上である。残存壁高は最も残りの良い南壁で最大7．9cmあった。

埋　立　遺構哩土は10層に分層できた。①～⑥層は遺構哩土、⑦～⑲層はピットの哩土である。

遺　物　　BSI31より出土した遺物は、複合口緑をもつ婆Pol～Po3、蛮又は壷の底部Po4、高杯

出土状況　P05である。この内、床面出土遺物は、口緑部がナデ仕上、端部が丸く収められ、目線部下

端が外方に突出するP02が南西側より、平底を呈する底部P04が北東側より出土している。

BSI35の床面より出土した遺物は、脚台部の端部に段があり、内面に削りが入る器台Po

lであり、これは西側から出土している。

時　　期　　BSI31◎BSI35は床面出土土器より、弥生時代終末と考えられる。

BS臓2（挿図164～166、図版27e66◎67）

億　　置　調査区東側A17グリッドにあり、標高77．3m～77．5mの平坦面に位置している。南側約5

mにはBSI20があり、北側約2mにはBSI36がある。北西側ではBSI34を切っている。

形　態　周辺が後世の耕作等により撹乱されているが、四壁の遺存状態は比較的よく、平面は方形

を呈すものと考えられる。

規模は、東西5．5m、南北5．33mを測り、床面積は約29．3m2以上である。残存壁高は、最も

遺存状態の良い東壁で最大0．71mである。壁溝は北西コーナーを除きほぼ全周する。規模は、

幅8cm～12cm、深さ4cm～8cmを測り、断面逆台形状を呈す。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模はPl（118×85－38）cm、P2（74×52－

76）cm、P3（58×54－62）cm、P4（76×65－58）cmを測る。主柱大間距離はPl～P2

間から順に2．9m、3。Om、3．0m、2．5mを測る。

Pl～P2間、Pl～P4間がいびつになっているのは、Pl内には大型の基盤の礫があ

り本来の位置よりやや内側に作らざるを得なかったためと考えられる。

中央ピット　　中央ピットはP5で、平面不整楕円形を呈す。規模は、（63×50－37）cmを測る。哩土は4

層に分層できる。

ベッド状　住居北西コーナーに、長さ約2m、幅約1m、高さ約13cmを測るベッド状遺構が付設され

適　　構　ている。
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挿図164南谷大山遺跡B区SI32遺構図
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①暗褐色土
②淡黒褐色土

③暗褐色土
（炭化物、悦土粒をわずかに含む）

④黄褐色土
（0．5cm－1cm大の基盤粒をわずかに含む）
（9時灰黄褐色土
（0．5cm大の基盤粒を多く含む）

⑥暗黄褐色土

⑦暗褐色土
（茎）暗貪橙褐色粘質土
⑨暗黄褐色土
⑲暗黄褐色土（灰色プロッタを含む）

㊤暗貢灰褐色土
⑲暗褐色土

⑬嗜責灰褐色土（基盤ブロックを含む）
⑲暗黄褐色土（基盤プロッタを含む）
⑲暗挑褐色土

⑯暗黄褐色土
（粘質土。基盤プロッタを多く含む）

㊥灰褐色土（耕作溝埋土）
⑲暗褐色土（黒褐色土混合土。捜乱土）

O S＝1／60　　　2m
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挿図165南谷大山遺跡B区S132出土遺物実測図（1）

S＝1／3　　　10cm

焼土面　　焼土面は、検出されなかった。

埋　　立　　哩土は8層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

土器瀾用　　住居の北東コーナーの哩土上に、多数の土器片が住居中央部に向かって傾斜して堆積して

いた。これらの土器は、出土状況から、住居の廃絶に伴って一括廃棄されたものと考えられる。

逸　　物　　出土遺物には、図化できたものに内傾する複合目線をもつ壷Pol、大きく外反する複合口

出藍状況　緑をもつ壷Po15－Po17、複合目線をもつ蛮Po2～Poll、内傾する複合口緑をもつ賓

Po18－Po20、高杯杯部Po12、大きく広がる高杯脚部Po21、鼓形器台脚台部Po13、小型丸底

壷Po14、砥石Slがある。
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挿図柑6両脊大山遺跡B区S柑出土遺物実測図（2）

このうち、床面からは、住居中央部で口緑部ナデのみのPo3◎Po4、中央やや西寄りで口

綾部が内傾するPol◎端部が平坦面をもつPo2◎ナデのみのPo5◎口緑部が内傾するPo

6、中央やや北寄りで端部がやや肥厚するPo13が出土している。

また、Po15－Po21は土器溜りからの出土である。その他は哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI32の時期は、床面出土土器から古墳時代前期前半と考えられる。
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①暗黄褐色土

②暗灰黄褐色土

③黒褐色土

④暗灰褐色粘質土（貼床）

挿図167南谷大山遺跡B区SI33遺構図

（9暗黄褐色土

⑥木の根による撹乱

O S＝1／60　　　2m

！．　　　；　　　＿∵二∃

挿図168南脊大山遺跡B区S133出土遺物実測図（1）

随5［33（挿図167－169、図版28◎67）

位　　置　　調査区東側、A16e B16グリッドにあり、標高75．9～76．8

mの緩やかに南側に傾斜する斜面に位置する。北側約4mに

はBSI32があり、東側はBSI20によって大きく削り取ら

れている。

形　　態　　住居東側の半分以上をBSI20によって削り取られているため

－178－

O S＝1／2　　　6cm

挿図169南谷大山遺跡B区SI33
出土遺物実測図（2）



に、平面形◎規模ともに不明であるが、遺存している壁の状況から平面は隅丸方形で、規模

は一辺6．7m程度と考えられる。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．61mである。

壁溝は西壁◎北壁際で断続的に検出できた。規模は、幅6－16cm、深さ3－5cmを測り、

断面逆台形状を呈す。

主柱穴はPl◎P2の2個遺存していたが、本来は4個であったと考えられる。それぞれ

の規模は、Pl（50×44－74）cm、P2（46×36－74）cmを測る。主柱穴間距離は3．2mであ

る。Pl◎P2の外側にはそれぞれP3◎P4がある。規模は、P3（38×36－14）cm、P4

（41×34－19）cmを測る。用途は不明である。

貼　　床　　厚さ10cm程度の暗灰褐色粘質土によ

る貼床がなされている。

埋　　立　　哩土は、3層に分層できる。

逸　　物　　出土遺物は、図化できたものに複合

出土状況　口緑をもつ婆Pol～Po6、不明鉄器

Flがある。　　　　　　　　　　　A，－

このうち、床面からは、口綾部施文

の後ナデ消すP03が出土している。そ

の他は哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI33の時期は、床面出土土器か

ら弥生時代後期後半と考えられる。

圏＄臓超（挿図170、）

億　　置　　調査区の東側、A17グリッドにあり、

標高77。1m－77．2mの平坦面に位置し

ている。北東約2mにはBSI36があ

り、東側はBSI32によって大きく削

①淡暗褐色
（炭化物、焼土粒を
わずかに含む）

り取られている。

形　　感　　四壁の遺存状態は非常に悪く、平面　　　　　　挿図悶⑳南脊大山遺跡B区Si錮遺構図

形◎規模とも不明であるが、わずかに4cm程度掘り込むもので、平地式の住居と考えられる。

焼土面

埋　　土

壁溝は検出されなかった。

主柱穴はPl◎P2の2個と考えられ、それぞれの規模はPl（53×35－30）cm、P2（33×

29－20）cmを測る。いずれも規模が小さく、BSI34は簡単な上屋構造であったものと考え

られる。

Pl付近に、34×24cmに広がる焼土面を検出した。

哩土は、炭化物◎焼土粒を含む淡暗褐色土のみである。

逸　　物　　出土遺物は、小片のため図化できなかったが、弥生時代後期の特徴を示す土器片が出土し

出土状況　ている。

時　　期　　BSI34の時期は、出土土器から弥生時代後期と考えられる。

BS臓6（挿図171e172、図版28）

億　　置　　調査区の西側、a16グリッドの東側にあり、尾根の平坦面から北西に緩やかに下り始める

標高約77m付近に位置する。BSI36はBSK14◎BSK15の5m南側、BSS03の東側に

ある。
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形　　態　　北側の壁が後世の溝で壊されており、遺存状態は悪い。BSI36は平面が隅丸方形で、規

模は東西2．7m、南北2．9mを測り、床面積は7．6mzである。残存壁高は最も残りの良い北壁で

0．4mであった。検出できたピットは、5個である。主柱穴は特定できない。Pl～P5の規

模は、順に（32×32－32．2）cm、（55×52－18．2）cm、（28×22－18．1）cm、（26×22－8．0）cm、（74×

68－12．0）cmである。

焼　　土　　床面にはおびただしい細かい炭化物が広がり、柔らかい焼土もみられ、炭化物の層を取り

払うと、焼土が床中央から南側に5ヶ所検出された。焼土の規模は東から順に、（28×20）

cm、（64×62）cm、（62×54）cm、（56×40）cm、（34×10）cmである。平面はすべて不定形で

あるが、P5の内側にある焼土は検出を進めるとほぼP5の上線部にあり円形を呈した。こ

焼　　失　の焼土は、ピットの底まで溜まり、最大厚12cmあっ

た。炭化物と焼土の出土状況と柔らかい焼土であ

貼　　床　ることを考えると、この住居は焼失した可能性が

ある。炭化物と焼土を除去したら、床面に貼床が

施されていることが分かった。範囲は床面中央か

軍区＝＝南脊大山遺跡B区Si36
出土遺物実測図

①暗褐色土

（か淡褐色土

③暗黄褐色土（焼土を含む）

④暗褐色土（炭化物を含む）

（9暗黄褐色土

⑥淡灰褐色土

⑦淡黄褐色土

⑧暗黄褐色土

⑨暗黄褐色土（炭化物を含む）

挿図172　南谷大山遺跡B区S136通構図
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；可

⑲褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑪褐色土（基盤粒を含む）

⑫暗黄褐色土（炭化物多く含む。焼土を少し含

む）

⑲赤褐色土（焼土）

⑲授乱土

O S＝1／60　　　　2m



ら南側にかけて、貼られていたが簿いものであった。

壁　　溝　　壁溝は東側と西側で検出された。西側の壁溝は全長が2。3m、深さが1．2cmであり、断面が

「U」字状を呈したものである。東側の壁溝は全長が1．5m、深さが6．0－18cmと深く、断面

が「Ⅴ」字状であった。

埋　　立　　遺構哩土は13層に分層できた。①～⑦層が遺構の哩土で自然堆積である。また、⑧－⑲層

がピットの哩土である。⑬層がP5に堆積した焼土である。

逸　　物　　出土遺物は口綾部に波状紋が施されている複合目線の蛮Polが床面上の中央と北側から

出土している。

時　　期　　床面出土の婆Polより、弥生時代後期後半と考えられる。

随＄摘習（図版173◎174、挿図28◎67）

億　　置　　BSI37は、調査区南西部f24◎f25◎g24◎g25グリッドに位置する。当地は標高約66．5

m～66．8mで、南西を向いた緩斜面になっている。調査前は、梨などの栽培をしていた果樹

園だった。当遺構は南西部で、BSI38◎BSI41に切られている。北東約10mには南谷28

号境が、南東約6mにはBSI45が、それぞれ位置している。

形　　態　　平面は隅丸方形を呈する。規模は東西約6．2m、南北約6．5m、最も残りのよい北東壁付近

で最大壁高約1mを測る。推定される床面積は約40m2である。

主柱穴のうち残っているものは、Pl◎P2である。規模はそれぞれPl（53×54－34）

cm、P2（48×48－35）cmである。主柱大間距離はPl～P2が、4．3mである。両者の中間

点にP4が位置するd規模は（52×47－22）cmである。用途は不明である。

壁・溝　　北部◎北東部◎南東部の壁ぎわには、壁溝が巡っている。断面はU字形を呈し、深さは4

～13cmである。明黄灰褐色土を哩土とする。一方、北東側壁溝中央から南西へ向かって、溝

≡才う
＼」多£7

t、

子亀 O S＝1／2　　　　6cm

PolO L＿」　」　　－＿＿＿」

－′＿餌階鮮瑞相輔縄欒報碓l

‖＼

l‖＼

O S＝1／3　　　10cm

「「一㌧　　i i

挿図173南谷大山遺跡B区S137出土遺物実測図
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が走っている。断面「U」字状を呈し、深さは13cmを測る。一部でP4と重複している。哩

土を検討すると、P4が切り込んでいた。当遺構には、貼床◎焼土面は伴わなかった。

埋　　立　　当遺構の哩土のうち、上の層は激しく撹乱を受けている。残っているのは⑤◎⑥層である。

⑤層は、BSI38の哩土③◎⑫層に切られている。

逸　　物　　遺物としては、複合目線を有する賓Pol～Po5、「く」字状口緑をもつ聾Po6、婆または

壷の底部Po7、億脚杯Po8、椀Po9、蓋PolO、土玉Poll、細粒花崗岩製石庖丁Slが、挙

げられる。

これらのうち床面で検出された土器は、賓または壷底部Po9、低脚杯P08である。床面に

近い所では、北西部壁ぎわより蛮口緑P03が、北壁下より賓目線P05が、それぞれ出土し

た。両者ともに複合口緑をもつ。一方では、北西部の壁ぎわ捜乱土中より「く」字状目線を

有する聾P06が、検出された。このほか、南西部東端よりSlが出土した。

時　　期　　床面より出土した土器から、弥生時代後期と考えられる。

BS臓8（図版174－176、挿図28e29◎68）

億　　置　　BSI38は、調査区南西部f24◎f25◎g24◎g25グリッドに位置する。当地は標高約65．5

m～66mで、南西を向いた緩斜面になっている。BSI37同様、以前は農地であった。前述

のとおり、当遺構はBSI37◎BSI41と重複している。南西約4mには、BSD03が走っ

ている。

形　　態　　平面は方形を呈する。規模は東西約5．1m、南北約5．2m、北東壁付近で最大壁高約0．48m

を測る。床面積は約26．5m2である。

ピットは全部で10個みられる。これらのうち主柱穴はP′1－P4である。規模はそれぞれ

Pl（58×55－33）cm、P2（37×23－5）cm、P3（63×60－15）cm、P4（54×50－12）cmで

ある。

主柱大間距離はPl～P2の順にそれぞれ、2．4m e2．3m e2．3m◎2．3mである。

中央ピット

壁　　溝

中央ピットはP5である。上線部はほぼ円形を呈し、規模は（82×45－54）cmを測る。

壁ぎわには、壁溝が全周する。断面は「Ⅴ」字形を呈し、深さは約5cmである。黄灰褐色

土を哩土とする。

埋　　立　　当住居の哩土は、北部◎東部ではBSI37の哩土を切り、南西部ではBSI41に切られて

いる。BSI37の⑤層は北部では③層に、東部では⑫層に切られている。一方、南西部では

擾乱のため、BSI41との切り合いは観察できない。しかし、当遺構プラン内で、貼床⑨層

がみられる。この貼床は、位置◎レベルを考慮に入れると、BSI41のものと判断する．こと

ができる。B－B′断面においては、貼床を境に上の⑲層がBSI41に、下の⑲◎⑲～⑲層は

BSI38の哩土に属する。BSI41が当住居の哩土を掘って、造られたことがわかる。

逸　　物　　遺物としては、複合口緑を有する蛮Po1－Po33、高杯Po34－Po37、直口壷Po38、鼓形器

台Po39ePo40、椀Po41、低脚杯Po42◎Po43、須恵器杯身Po44、土玉Po45－Po49が、挙げ

られる。

これらのうち、床面より出土した土器は、中央付近で検出された鼓形器台Po39がある。

また、西壁近くより須恵器杯身Po44が、それぞれ出土した。

時　　期　　BSI38の時期は、床面より出土した須恵器杯身Po44より、古墳時代中期後半と考えられ

る。哩土の切り合いより、当住居はBSI37よりも新しく、BSI41よりも古いといえる。

須恵器は、山本編年I期e陶邑編年TK208並行のものと考えられる。
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（》暗黒褐色土
②暗褐色土（混じりけが少ない）
③暗褐色土（煉土粒・炭化物を含み、やや黒みを帯びている）
④暗茶褐色土（焼土粒・炭化物を含む）
⑤暗黄褐色土（焼土粒・炭化物を含む）
⑥暗赤灰褐色土（黄褐色ロームブロックを含み、粘性が強い）
⑦黄褐色土（ややくすんでいる）
⑧暗茶褐色土（④の中に明黄褐色ロームプロッタを多く含む）
⑨明黄褐色土・黄灰褐色粘土の混土（貼床）
⑲暗黄灰褐色土（焼土粒を含み、黒みを帯びている）
⑱暗茶褐色土（炭化物・焼土粒を含む）
⑲明黄褐色土・焼土粒・黄灰褐色粘土の混土
⑬黄灰褐色土（明黄灰褐色土粒・牧土粒・炭化物を含む）
⑱明黄褐色土（かなりしまっている）
⑮明貢灰褐色土
⑲暗灰茶褐色土
⑰暗黄褐色土（焼土粒・炭化物を含み、やや黒みを帯びている）
⑲明黄褐色土（ロームブロック・焼土・炭化物を含む）
⑲明黄褐色土（炭化物を含む）
⑳明黄灰褐色土（黄褐色土粒を多く含む。粘性がある）

挿図174南谷大山遺跡B区SI37・38遺構図
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㊥明赤黄褐色土（ロームブロックを多く含む）
⑳黄灰褐色土
⑳明黄灰褐色土
⑳明黄灰褐色土（黄褐色ロームを多く含む）
㊨淡黄赤褐色土（炭化物を含む）
⑳明黄灰褐色土（炭化物を含む）
⑳曙黄灰褐色土（ローム粒・炭化物を含む）
⑳黄灰褐色土（炭化物を含む）
⑳明黄灰褐色土（かなりくすんでいる。炭化物を含む）
⑳黄灰褐色土（ロームブロックを含む）
㊥明黄灰褐色土（ローム粒を多く含む）
㊨木の根による擾乱
⑳擾乱土

O S＝1／60 2m
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忽p。45咳診p。46⑳p。。7⑳p。48のp。49
0　　　　S＝1／2　　　6cm

」」＿⊥＿＿＿」

挿図176南谷大山遺跡B区S138出土遣物実測図（2）

BS摘9（挿図177◎178、　図版29◎68）

億　　置　　調査区の中央、C23グリッドの西側で尾根の項部が大きく広がり平坦面をなす標高約69m

付近に位置する。ほぼ平坦面の中央にある。BSI39はBSI21東側に重複し、BSB03の

中におさまっている。

形　　態　　BSI39は比較的遺存状態が良く、平面は方形を呈す。規模は東西で3．1m、南北で3．2m

を測り、床面積は約10mz、深さは最も遺存状態の良い南壁で0．26mである。

壁溝は全周する。断面は「U」字状を呈し、深さは南隅で5．3cmである。

柱穴は床面上で4個検出され、その内、主柱穴はPl◎P2で、特殊ピットはP3と考え

られる。この住居は2本柱で建てられた住居であった。主柱穴の規模はPl（32×28－46）

cm、P2（34×32－60）cmである。主柱穴間距離Pl～P2は1．0mである。

特殊ピットと思われるP3の規模は（52×46－22）cmである。この遺跡では、特殊ピット

が壁際中央にあるものが多いが、この住居は東隅の壁際にあった。用途については不明であ

る。その他に、Plから南東側に約80cm、南壁からも約80cm離れたところに、小ピットがあ

る。規模は（18×14－13．3）cmである。

埋　　立　　哩土は11層に分層できた。①～⑥層は遺構哩土である。⑦～⑪層はピットの哩土である。

過　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ婆Pol、「く」字状口緑をもつ蛮Po2、高杯Po3－Po5、壷Po

出藍状況　6、直口壷Po7、裾部P08である。床面では口緑端部に平坦面をもち頸部に指頭庄痕の残る

蛮P02が北隅で、壷P06が南隅で潰れた状態で出土している。高杯P04が南東壁際で、高杯

P05は北隅でそれぞれ出土した。

時　　期　　時期は床面出土土器から、古墳時代中期後半と考えられる。

BS掴⑳（挿図179◎180、図版30）

位　　置　　調査区の中央、b22グリッドの東側にあり、尾根の平坦面から南西に緩やかに下り始める

標高約70m付近に位置する。BSI40はBSIlOの4m北西側にあり、BSI14の8m東側

にある。

重　　複　　BSI40は後世に削平を受けており、遺存状態は悪く、この削平は南側で床面にまで達し

ている。BSI40は西側で2条の壁溝が検出できたことから、建て替えがあったものと考え

られる。また、BSI40は東側では内側の壁溝に沿い、西側では外側の壁溝に沿って平面プ

ランが検出された。従って、このプランの方の住居が新しく、東側の外側の壁溝と西側の外

側の壁溝で囲まれるプランをもつ住居の方が古いと考えられる。

形　　態　　形態は平面がどちらも方形である。規模は、新しい住居が東西4。4m、南北3。6mを測り、

床面積が15．8m2であり、古い住居が東西4．3m、南北3．6mを測り、床面積が15．5mzである。
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H＝69．50m

C

ilユ

①暗赤褐色土（基盤粒を多量に含む）

②暗赤褐色土（基盤粒を少量含む）

③暗赤褐色土

④暗褐色土

⑤暗赤褐色土

⑥暗黄褐色土

（診暗赤褐色土（基盤粒を含む。炭化物、規土を含む）

（診暗赤褐色土（基盤ブロックを含む）

⑨暗赤褐色土（基盤ブロックを多く含む）

⑲暗赤褐色土（基盤粒を少し含む）

⑬明淡赤褐色土（少し明るい赤、基盤粒を含む）

⑲棟乱土

O S＝1／60　　　2m

挿図177南谷大山遺跡B区S朋遺構図

ノ

ミ≡ゝp。8

挿図178南谷大山漣跡B区S13g出土遺物実測図
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挿図17g南杏大山遺跡B区SI40退構図

＝「
O S＝1／3　　　10cm

L」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿　　」

；ニ

（彰暗黄褐色土（基盤層粒を含む）

②淡黒褐色土（基盤層粒を含む）

③暗黄褐色土

④暗黄褐色土

⑤暗葦褐色⊥（基盤層粒を含む）

⑥明黄褐色土

O S＝1／郎　　　2m
l．　　　　：　　　　　＿　」

／澗講
「1－＝諸

≫
Po4

挿図180南谷大山遺跡B区SI用出土遺物実測図

残存壁高は最も残りの良い北東隅で0．33mであった。以上のことから、2棟の規模はほぼ同

じで、西側にわずかに移動して建てられたと考えられる。

さらに、柱穴の配置でも、2本柱と4本柱の住居が想定でき、建て替えがあったと考えられ
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る。従って、BSI40は2棟の住居が重複していると考えられるが、壁溝とピットの関係は
′′

断面からも平面からもつかめなかった。以下、柱穴と壁溝は分けて記述する。

櫨　究　検出できたピットは、9個である。この内、主柱穴は6個であるが、Pl～P2の2本柱

をもつ住居とP3－P6の4本柱をもつ住居が考えられる。規模は、Pl～P6の順に（69×

56－79．9）cm、（48×46－42．1）cm、（45×32－21．0）cm、（53×40－12．7）cm、（42×30－30・3）

cm、（24×23－24．9）cmである。主柱大間距離はPl～P2が1．8mであり、P2－P3、P

3－P6、P6－P5、P5－P3の順に2。Om、2．5m、2．4m、2．7mである。次に、P9

は中央ピットである。規模は東西で62cm、南北で76cmを測り、深さは28．9cmである。その他

のピットは用途不明である。

壁　溝　壁溝は南側で削平がおよんでいて検出できなかったが、2棟分とも全周すると考えられる。

新しい住居の壁溝の規模は深さが6－10cm程であり、断面は「U」字状を呈し、古い住居の

壁溝は深さが3－6cmで、断面は「U」字状であった。

埋　立　遺構哩土は6層に分層できた。①②層が遺構の哩土で自然堆積であり、③－⑥層がピット

の哩土である。

逸　物　出土遺物はロ緑部がナデ仕上げされ、端部に平坦面をもち、下端が外方に突出している複

合口緑の婆Pol◎Po2、「く」字状口緑をもつ婆Po3、小型丸底壷の胴部P04が哩土中から

時　期　出土している。哩土出土の聾Pol◎P02より、古墳時代前期前半と思われる。

国＄囲瑠（図版181◎182、挿図29e68◎69）

億　置　BSI41は、調査区南西部f25◎g240g25グリッドに位置する。当地は標高約65・2m～66・8

mで、南西を向いた緩斜面になっている。以前は梨などを栽培する耕地だった。前に述べた

とおり、当遺構はBSI37◎BSI38と、重なり合っている。当住居の南西約2．5mには、

BSI）03が位置する。

形　態　平面は方形を呈する。規模は東西約3．2m、南北約3．7m、北西壁付近で最大壁高約0・4mを

測る。床面積は約11．8mzである。主柱穴は、Pl～P4である。規模はそれぞれPl（40×

43－48）cm、P2（40×52－45）cm、P3（32×38－47）cm、P4（24×25－42）cmである。

主柱穴間距離は、Pl～P2の順に1．9me1．6m◎1．8m◎1．7mである。BSI38と重複す

貼　床　る範囲には、同遺構の哩土上に貼床が施されていた。暗茶褐色土からなり、厚さは3～6cm

焼丑面　である。焼土面は床面で5ヶ所、検出された。これらはいずれも硬く、しっかりしていた。

厚さは約3cmである。当遺構で生活が営まれていた時期のもの或いは、住居廃棄時のものと

推察することができる。

埋　立　当遺構の哩土で、確認されたものは5層である。うち1層はBSI38のプラン上の⑲層、

暗灰茶褐色土である。詳しくは同遺構B－B′断面を参照されたい。また、A－A′断面の最下

層には、焼土がみられる。厚さは約20cmで硬く、土器◎炭化物片を含んでいる。

逸　物　遺物としては、複合口緑を有する璽Pol◎Po2、割同部Po3、聾または壷の底部Po4、

高杯Po5、高杯裾部Po6、高杯杯部Po7、須恵器杯身Po8－Pollが挙げられる。これらの

うち、床面より検出されたのは、蛮Po3e高杯P07である。この他には、北部床面近くより

複合口緑を有する蛮P02が、西壁近くより高杯P06が、さらに北部撹乱土中より須恵器杯身

Po8　◎Po9　◎PolOが、それぞれ出土した。

時　期　床面で出土した蛮Po3◎高杯P07より、古墳時代中期後半と考えられる。哩土の切り合い◎

土器から、住居の新旧関係は古い順より、BSI37→BSI38→BSI41となる。須恵器は、

山本編年I期◎陶邑編年TK208－TK23並行のものと考えられる。
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A

（D暗黒褐色土

②暗褐色土（まじりけが少ない）

③明黄灰褐色土

④暗茶褐色土（粘性がある貼床）
⑤淡灰褐色土

（ローム粒・煉土粒・炭化物を多く含む）

P4　　　　　　　B’

⑥黄褐色土

⑦暗茶褐色土（炭化物・焼土粒を含む）

（紗暗黄茶褐色土

⑨暗黄灰褐色土
⑲暗黄褐色土

（やや黒みを帯びている）

⑪淡灰褐色土

⑲暗黄灰褐色土

（粟みを帯びている）

⑲擾乱土

O S＝1／60　　　　2m

挿図181南谷大山遺跡臼区S国1遺構図

二二‡「‾‾‾ 〕

：‾二二l千三‥＿∴

∈∃＿1

∈≦≦＝＝＝基金も

．

挿図182南脊大山遺跡B区S川1出土遺物実測図
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BS囲2（挿図183◎184、図版30e69）

億　　置　　BSI42は、調査区南部e26◎d25ed26グリッドに位置する。このあたりは、標高約65．5

m～66mの南を向いた緩斜面である。当遺構はBSS04の中に位置する。西約6mにはBS

I45が、南にはBSI）03が、北には南谷28号境が、それぞれ位置する。

①暗茶褐色土（表土）

②暗灰褐色土（サラサラしている）
③淡黄灰褐色土（粘性が強い）
④淡黒褐色土
⑤明葺灰褐色土

⑥黄灰褐色土（よくしまっている）
⑦明黄褐色土（ややくすんでいる）

⑧暗黒褐色土
⑨暗褐色土

挿図183両谷大山遺跡B区S142通構図

⑲暗黄褐色土（赤みを帯びている）
⑪暗黄灰褐色土（ローム粒を含む）
⑲淡黄灰褐色土

（ローム粒・炭化物を含む。粘性がある）
⑬淡灰褐色土

（ローム粒・炭化物を含む。
粘性がある。やや黒みを帯びている）
⑲明黄褐色土

（やや黒い。炭化物を含む）

⑮木の根による撹乱

O S＝1／60　　　　2m

O S＝1／3　　　10cm

と＿＿⊥＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図184南谷大山遺跡B区遺跡S142出土遣物実測図
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形　　態

規　　模

ピ　ット

埋　　土

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

B S143

－瑠

貼　　床

B S143

－2

埋　　土

当住居跡は、南半分が流失している。残っている部分から推定すると、方形を呈していた

ものと思われる。

規模は、東西4．8m、南北2．2m以上を測る。最も残りのよい北壁での最大壁高は、0．43m

である。残存している部分の、床面積は11m2以上である。

ピットは全部で6個存在する。これらのうち主柱穴と考えられるものは、Pl◎P5であ

るが、本来は4個あったと思われる。それぞれの規模は（42×31－14）cm、（45×24－6）cmで

ある。主柱大間距離は、2．8mを測る。

当遺構には、貼床◎壁溝◎焼土面は、伴わ・ない。

北壁付近では、当住居独自の哩土⑦層の上に、③～⑤層が堆積している。当遺構の哩土と、

BSS04の哩土には共通なものがない。一方、⑦層と北壁の肩、BSS04の床面を結ぶ線は、

ほぼフラットといってよい。よって、当住居が廃棄された後に、BS S04が作られた、といえる。

当住居跡の南半分では哩土が激しく削り取られている。

遺物としては、複合目線を有する婆Pol～Po6、鼓形器台Po7、底部Po8、土玉P09が

挙げられる。いずれも哩土中からの出土である。

婆口緑Pol◎Po2◎P03より、当住居跡は弥生時代後期終末のものと言える。哩土の状況

および、出土遺物の時期差により、当遺構はBSS04よりも古いといえる。

BS囲3（挿図185－187、図版30◎69）

調査区のほぼ中央A22◎B22グリッドにあり、標高64．9m～66．1mのかなり急な南側斜面

に位置している。北東約3mにはBSI30、南西約2mにはBSI44がある。

この位置で、貼床下にもう一棟の住居を検出したが、貼床をもつものをBSI43－1、貼

床下のものをBSI43－2として記述する事とする。

斜面に立地するために南側は流失しており原形を留めていないが、遺存している壁の状況

から平面は隅丸長方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西8．2m、南北2．2m以上を測り、床面積は18m2以上である。残存壁高は、最も

遺存状態の良い北壁で最大0．67mである。

主柱穴と考えられるものは検出されなかった。

厚さ8cm程度の、暗赤褐色粘質土による貼床が全面に施されている。

BSI43－2は貼床下で検出された。南側は流失しているが、壁溝の遺存状態から、平面

は方形を呈すと考えられる。

規模は、東西4．48m、南北1．6m以上を測り、床面積は7．1m2以上である。

壁溝は、幅12cm～20cm、深さ10cm～17cmを測り、断面「Ⅴ」字状を呈すが、北側は外側に

入り込みオーバーハングしている。

主柱穴と考えられるものは検出されなかったが、壁溝際でPl◎P2が検出された。それ

ぞれの規模は、Pl（23×22－21）cm、P2（30×30－20）cmを測る。これらは、壁港内に

立てた板を止めるためのものとも考えられるが、性格は不明である。

哩土は4層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合目線をもつPol～Po21、胴部Po22－Po24、高杯杯

出土状況　部Po25◎Po26、高杯脚部Po27－Po30、大型高杯杯部Po31、直口壷目線部Po32◎Po33、土玉

Po34◎Po35、砥石Slがある。

このうち、BSI43－1の床面直上からは東側で口綾部下端が丸味をもつ程度のPo4ePo
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①黒褐色土

（診暗褐色土

③暗黄褐色土

④暗灰褐色土
⑤暗赤褐色粘質土（貼床）

⑥暗褐色土

（9時灰黄褐色土

⑧暗黄褐色土

⑨暗褐色土

⑲暗褐色土

⑪木の根による提乱

挿図185南脊大山遺跡B区S143遺構図
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了訂
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0　　　　S＝1／2　　　6cm
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挿図用6南谷大山追跡B区S143出土遺物実測図（2）

一一一一一イ

二∴二
O S＝1／3　　　10cm
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7◎Po8ePo14、目線部施文後一部ナデ消すPo19、球形を呈す胴部Po22、中央部で口綾部

下端が丸味をもつ程度のP03が出土している。

その他は、哩土中の出土である。

時　　期　　BSI43－1の時期は、床面出土土器から古墳時代中期後半と考えられる。BSI43－2

の時期は不明であるが、1より若干遡るものと考えられる。

BS囲超（挿図188◎189、図版31）

位　　置　　調査区のほぼ中央A23グリッドにあり、標高63．5m～64．7mの極めて急な南側斜面に位置

している。北東側約2mにはBSI43があり、北西側約3mにはBSI）03がある。

形　　態　　斜面に立地するために南側は流失しており原形を留めていないが、残存している壁の状態

から不整形な隅丸方形を呈すものと考えられる。

規模は、東西5．0m、南北1．3m以上を測り、床面積は6．5m2以上である。残存壁高は、最も

遺存状態の良い北壁で最大1．04mである。
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壁溝は、東壁を除き壁際で検出された。幅は他のものに比べて広く、18cm～32cm、深さ5

cm～11cmを測る。断面は逆台形状を呈す。

主柱穴と考えられるものは検出されなかったが、壁寄りにPl◎P2が検出された。それ

ぞれの規模は、Pl（22×20－12）cm、P2（36×28－10）cmを測る。用途は不明である。

貼　　床　　床面のほぼ全面に、厚さ6cm前後の暗灰桃褐色粘質土による貼床がなされている。

貼床下からも壁溝◎ピットが検出され、BSI44は建て替えがあったものと考えられる。

検出したピットはP3－P6の4個で、それぞれの規模はP3（30×29－44）cm、P4（37×

31－45）cm、P5（22×20－16）cm、P6（18×14－12）cmを測る。いずれも壁溝内または

その近辺に作られているもので、壁溝内に立てた板を止める杭を立てたものと考えられるが、

P3◎P4は深さもかなりあり、それらとは異なる柱穴の可能性がある。

焼土面

埋　　土

焼土面は、検出されなかった。

埋土は8層に分層できる。これらは、住居中央に向かって堆積しており自然堆積の状況が

窺える。

逸　物　　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ賓Pol～PolO、有段の杯部をもつ高杯

出立状況　Poll、高杯杯部Po12◎Po13、椀Po14、小型丸底鉢Po15、低脚杯脚部Po16、須恵器蛮Po17が

ある。このうち、床面からは西側で、肉厚で目線部下端が丸味をもつ程度のPo3、椀状の有

段高杯Pollが出土している。その他は、哩土中からの出土である。

時　　期　　BSI44の時期は、床面出土土器から古墳時代中期後半と考えられる。

哩土中から出土した古墳時代前期前葉の特徴をもつP06は、脂土が灰黄褐色のもので、こ

の時期の南谷大山遺跡から出土する婆の脂土とは異なっており、他地域から搬入されたもの

と考えられる。

＝「
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挿図188南谷大山遺跡B区SI44出土遺物実測図
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A－　干　　〒

①暗褐色土（惟乱土）
②黒褐色土
（診暗褐色土
（5mm～1cmの基盤ブロックを含む）
④嗜黄褐色土
（9時灰褐色土
（砂暗黄褐色土
⑦暗灰赤褐色粘質土
⑧暗褐色土
⑨暗褐色土

（よくしまる。炭化物をわずかに含む）
⑲暗灰桃褐色粘質土
（貼床）
㊥暗褐色土
⑲灰褐色土
⑬木の根による裸乱

H＝65．00m

A
P2

O S＝1／60　　　2m

挿図189　南谷大山遺跡B区SI44遺構図

BS145（挿図190・191、図版31・69）

位　置　　BSI45は調査区南西部e25グ1）ッドに位置する。当遺構周辺は、標高約65．5m～66mの

平坦面である。

形　態　擾乱のため西部・南西部の壁が失われているが、平面は方形を呈する。遺構の規模は、東

西約4・6m、南北約5．2mである。最も残りのよい北東壁での、最大壁高は0．26mを測る。床

面積は約24mBである。主柱穴はPl～P4の4つである。それぞれの規模は、Pl（56×46－

44）cm、P2（54×52－52）cm、P3（63×54－25）cm、P4（55×43－42）cmである。主

柱大間距離はPl～P2から順に、3．3m、3．4m、3m、3．3mである。

壁　溝　西壁北部壁ぎわより、北西部隅を経て北壁中央に至る区間には、壁溝が走っている。断面

は「Ⅴ」字形で、深さは約

5cmである。淡黄褐色土を

哩土とする。また、北西部

壁ぎわには、ピットが2個

みられる。両者ともに、壁

溝の延長線上に位置する。

規模はP18（9×8－12）

cm、P19（7×7，5）cm

である。当遺構では、貼床・

焼土はみられなかった。

埋　　土　　哩土は10層からなってい

る。上部の層は撹乱されて

いるものの、下部の②・③・

、

プ

くグ ノ
Po3

0　　　　　S＝1／3　　　10cm

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図190南脊大山遺跡B区S145出土遺物実測図

－197－

Po4



遣　　物

⑤～⑧層は壁から遺構中央に向かって、流れこむように堆積している。これらは自然堆積の

様相を示している。

遣物としては、複合口緑を有する蛮Pol～P04が挙げられる。これらのうちPol◎P02

は遺構西側から、Po3eP04が遺構東側よりそれぞれ哩土中から出土した。以上のほか、北

東部壁ぎわ中央からも聾が出土したが、図化することはできなかった。

時期は婆口緑Po3eP04より、古墳時代中期後半と考えられる。

P8

◎　p14
◎

P2

◎　pl。♂Pll

P15

◎

P16

ゐ◎
＼．

P3

挿図191南脊大山遺跡B区SI45遺構図
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C’

A’

三

杉！

①暗茶褐色土（表土）

（訪淡黒褐色土

（諺明黄褐色土

④明黄褐色土（ロームブロックを多く含む）

⑤明黄褐色土
（ややくすんでいる。粘性がある）

⑥明黄褐色土（ロームブロックを多く含む）

⑦明黄褐色土（赤褐色土粒を含む）

⑧明黄褐色土

（炭化物を含む。サラサラしている）

⑨橙褐色土

⑲明黄褐色土（明るく硬い）

⑪淡黄灰褐色土（炭化物を含む）

⑲淡黄灰褐色土（ロームブロックを多く含む）

⑬淡黄灰褐色土
（淡黄褐色ロームブロックを多く含む）

⑭黄灰褐色土
（炭化物を含む）

⑮淡灰褐色土（ローム粒を含む）

⑲明黄褐色土（まじリけがない）

⑫暗灰褐色土

⑲明褐色土

⑲木の根による撹乱

S＝1／60　　　2m

とr l　　　」



遺構名 形　 態 規　　 模
（m ）

床面積
（m 2）

残存
壁高

（m ）

主柱
穴

（本）

棟持
柱

（本）

遺　　　 物 時　 期 備　　　 考

A S I Ol 隅丸方形 6 ．5 ×5．8 37 ．7 1．19 4 壷 ・聾 ・勾玉 ・土

玉

弥生時代

後期後半
テ ラ ス ・中 央
ピッ ト・貼床 ・
炭化材

A S I O2 楕円形 4 ．2 ×3 ．6 11 ．3 0 ．41 3 蛮 ・高杯 ・手軽ね

土器 ・土錘

弥生時代

終末
焼土面

A S I O3 隅丸方形 6 ．82×
6 ．0 †

40．9 0 ．44 蛮 ・磨製石斧 弥生時代
後期後半

屋内貯蔵穴A S

K Ol

A S I O4 不明 6 ．6 †×5 ．5 36 ．3 † 0 ．46 4 ？ 喪 弥生時代
後期後半

B S I Ol 隅丸方形 4 ．65 ×4 ．5 20．9 0 ．47 4 婆 ・高杯 ・蓋 ・手

軽ね土器 ・土玉 ・
鉄鉄 丁砥石 ・軽石

弥生時代

終末

中央 ピッ ト・焼

土面 ・炭化材

B S I O2 方形 4．82 ×4．08 19．6 0．62 4 賓 ・高杯 ・鼓形器

台 ・蓋

弥生時代

終末

中央 ピッ ト・焼

土面 ・建て替 え

B S I O3 方形 2 ．9 ×2 ．88 5 ．8 0．26 4 聾 ・高杯 ・蓋 ・土

玉 ・砥石

弥生時代

終末

中央 ピッ ト

B S I O4 方形 2．48 ×
2．1 †

5．2 † 0．29 2 聾 弥生時代
終末

B S I O5 隅 丸 方
形 ？

5．48 ×

5．0 †

27．4 † 0．16 4 2 壷 ・聾 ・直 口壷 ・

高杯 ・鼓形器台 ・
土玉

古墳時代
前期前半

不明土坑

B S I O6 隅丸長方
形

3．55 ×3．05 10 ．8 0 ．4 2 聾 ・高杯 ・鼓形器

台 ・土玉
弥生時代
終末

B S I O7 長方形 3 ．2 ×1．7 † 5 ．4 † 0．15 蛮 ・蓋 弥生時代

終末
平地式住居 ？

B S I O8 隅丸方形 5 ．6 ×2．3 † 12 ．9 † 0．83 4 ？ 婆 ・無頸壷 ・高杯 弥生時代
終末

テラス ・周辺

ピッ ト

B S I O9 方形 6 ．38 ×6 ．32 40 ．3 0 ．72 4 2 蛮・高杯 ・直口壷・

鼓形器台 ・須恵器
杯 蓋 ・須 恵 器 高

杯 ・鉄鉄 ・勾玉 ・
砥石 ・磨石 ・木製

。ロロ

古墳時代
中期後半

T　K 2 08
並行

特殊 ピット・土
器溜 り ・炭化材

B S I lO 方形 6 ×5．6 33．6 1 ．2 4 聾 ・高杯 ・直 口壷 古墳時代 特殊 ピット・貼
－ 1 脚杯椀 ・砥石 中期後半 床 ・焼土

B S I 10

－ 2

不明 － － 4 椀 古墳時代

中期後半

B S I l0

－ 3

不明 － － 4 聾 古墳時代
前期前半

B S I 10

－ 4

隅丸方形 6．4 ×6 ．3 40．3 0．6 ？ 不明

B S I 11

－ 1

方形 6．5 ×1 ．7 † 11 0 ．19 4 ？ 壷 ・蛮 ・直 口壷 ・

高杯 t 須 恵 器 蓋
杯 ・須恵器地 ・土

錘 ・鉄鉄 ・刀子 ・
鉄鎌 ・軽石 ・砥石

古墳時代
中期後半

T K 208－
T K 23並
行

B S I 11

－ 2

方形 6．2 ×5．5 32 0．72 4 特殊ピッ ト

B S I l1

－ 3

方形 5．4 ×3．5 † 19 † 0．15

B S I 11

－ 4

方形 7 ．3 ×7．0 5 1．1 0．42 4 特殊ピット

B S I 11

－ 5

方形 5 ．2 ×4 ．8 25 4

B S I 11

－ 6

方形
－ － 4 特殊 ピット

B S I 11

－ 7

方形 3 ．7 †×

3 ．2 †

12 † 4

B S I 12 方形 3 ．06×
2 ．55 †

7 ．8 † 0 ．78 聾・高杯 ・直口壷・
低脚杯 ・小型鉢

古墳時代

前期前半

B S I 13

－ 1

方形 2 ．9 †×2．7 7 ．8 † 0 ．21 4 ？ 蛮 ・椀 ・須恵器杯
身 ・石庖丁

古墳時代
中期後半

B S I 13

－ 2

方形 5．1 ×4．7 24 0 ．37 4 壷 ・蛮 ・高杯 ・椀 ・

鼓形器台 ・須恵器
杯身・鋤 （鍬）先・

鉄鎌

B S I 13

－ 3

方形 3 ．7 ×3．7 13 ．7 0．12 小 型 丸 底 壷 ・高
杯 ・鉄 鎚 ・砥石

炭化物 ・焼土

B S I 13

－ 4

方形 3 ．5 ×3．5 12 ．3 0．4 鉄鉄 ・刀子 焼土面

B S I 14 隅丸方形 6 ．0 ×5．8 34 ．3 0 ．6 4 ？ 壷 ・蛮 ・直口壷 ・古墳時代 中央ピット・建
－ 1 高杯 前期前半 て替え

B S I 14

－ 2

隅丸方形 4 ．9 ×4．8 23 ．5 4 ？ 押J　　　 ‾土 中央ピット
聾 ・小土丸底笠 ・
高杯

B S I 15 方形 3 ．22 ×3 ．2 10 ．3 0 ．47 蛮 ・小型高杯形器
台 ・鼓形器台

古墳時代
前期前半

焼土面

B S I 16 隅丸方形 3 ．06 ×

2．1 †

6 ．4 † 0 ．23 大型壷 ・聾・高杯 ・

椀 ・小型鉢 ・砥石
古墳時代
中期後半

焼土面 ・貼床

B S I 17 方形 2．8×2 ．78 7 ．8 0 ．33 蛮 ・鉄器 弥生時代

終末

炭化材

B S I 18 方形 3．5 ×3 ．05 10 ．7 0 ．7 2 聾 ・高杯 ・鼓形器

台 ・砥石
古墳時代
前期前半

中央 ピット・特
殊ピット

B S I 19 隅 丸 方

形 ？

3 ．1 ×‾2 ．4 † 7 ．4 † 0 ．27 4 ？ 聾 ・高杯 ・鼓形器

ムロ

古墳時代

中期後半
焼土面

B S I 20 隅丸方形 6．14 ×6．0 36．8 1 ．37 4 壷 ・喪 ・高杯 ・鼓

形器台 ・小型高杯
形器台 ・小型丸底
壷 ・甑 ・土玉 ・鉄

器

古墳時代

前期前半
テ ラ ス ・中 央
ピット・炭化材

B S I 21 六角形 11．1× 82．8 † 0．4 6 壷 ・蛮 ・高杯 ・薯 弥生時代 中央 ピット・貼
9 ．4 † 玉石核 終末 床

B S I 22 方形 4．3 ×4．1 16 0．4 4 聾 ・高杯 ・直口壷

椀 ・器台 ・杯 ・土
玉

古墳時代
中期後半

貼床 ・焼土面
土坑 5 基

B S I 23 隅丸方形 5．06 ×

4．0 †

20．2 † 0．54 4 2 璽 ・鼓形器台 ・土

玉 ・鈍 ・鋼鏡

弥生時代
後期後半

中央 ピット

B S I 24 方形 3．64 ×3．61 13 ．1 0 ．6 4 壷 ・蛮 ・高杯 ・直

ロ壷 ・甑 ・鉄鉄

古墳時代

中期後半
特殊 ピッ ト

B S I 25 不明 7．2 ×2．7 † 19 ．4 † 0．38 蛮 ・高杯 ・鼓形器
台 ・脚付短頸壷 ・

無頸壷 ・土玉 ・鉄
器

弥生時代

終末

B S I 26 隅丸五角
形

9 ．3 ×8 ．9 57 ．0 0 ．72 5 蛮 ・高杯 ・鉄器 弥生時代
終末

土坑

B S I 27 方形 5 ．18×5 ．08 26．3 0 ．73 4 壷 ・蛮 ・蓋 ・土玉・
整状鉄器 ・鉄鉱

弥竿時代

後期後半

中央 ピッ ト・建

て替え

B S I 28

－ 1

方形 3 ．14×
1．5 †

－ 0 ．45 4 蛮 ・高杯 ・須恵器
蛮 ・須恵器高杯

古墳時代
中期後半

B S I 28

－ 2

不明 － － 0 ．61 4

B S I 28

－ 3
－ － 4 須恵器杯蓋 T K 23並

行

B S I 29

－ 1

方形 4 ．3 †×

3 ．2 †
13 ．7 † 0 ．24 2 聾 ・高杯 ・椀 ・砥

石
古墳時代
中期後半

中央ピット

焼土面

B S I 29

－ 2

不彿
－ － 4 ？

B S I 29

－ 3

不明 － －

B S I 30

－ 1

方形 3．15 ×2．79 8．8 0．12 4 壷 ・蜜 ・高杯 ・椀 ・
深 皿 ・須 恵 器 蓋
杯 ・須恵器蛮 ・土

錘 ・敲石 ・砥石 ・
鉄鉱

古墳時代
中期後半

T K 23 －

47並行

貼床

B S I 30

－ 2

方形 4．5 － 4 ？ 貼床 ・焼土面

B S I 30

－ 3

長方形 5 ．5×4 ．25 － 0 ．91 4 ？ 貼床
特殊 ピット

B S I 30

－ 4

方形
－ － 0 ．43

B S I30

－ 5

隅丸方形
－ － 壷 ・聾 古墳時代

前期前半

B S I 30

－ 6

不明 － －

B S I 31 方昭 4 ．5 ×3 ．5 † 15 ．8 † 0 ．28 4 蛮 ・高杯 弥生時代
終末

中央 ピッ ト

B S I 32 方形 5．5 ×5．33 29．3 0 ．71 4 壷 ・聾 ・高杯 ・鼓

形器台 ・小型丸底
壷 ・砥石

古墳時代
前期前半

中 央 ピ ッ ト・

ベ ッド状遺構

B S I 33 隅丸方形 6．7 － 0．61 4　7 蛮 ・鉄器 弥生時代

後期後半

貼床

B S I 34 不明 － － 0．04 2 －
土器片 弥生時代 平地式住居 ？

B S I 35 方形 2．5 †×

2．0 †

5 † 0．08 器台 弥生時代

終末

B S I 36 隅丸方形 2 ．9 ×2．7 7 ．6 0 ．4 蛮 弥生時代
後期後半

焼土面 ・貼床 ・

焼土

B S I 37 隅丸方形 6 ．5 ×6．2 40 1 4　7 喪 ・杯 ・椀 ・蓋 ・

土玉 ・石庖丁

弥生時代

後期後半

B S I 38 方形 5 ．2 ×5 ．1 26 ．5 0 ．48 4 1 蛮・高杯 ・直口壷・

鼓形器台 ・椀 ・低
脚 杯 ・須 恵器 杯

身 ・土玉

古墳時代
中期後半

中央 ピッ ト

B S I 39 方形 3 ．2×3 ．1 10 0 ．27 2 壷 ・聾 ・高杯 ・直

口壷

古墳時代
中期後半

特殊 ピッ ト

B S I 40 方形 4 ．3×3 ．6 15．5 0 ．33 2
（4 ）

壷 ・蛮 ・小型丸底
士宣E

古墳時代

前期前半
建て替 え

B S I 41 方形 3 ．7×3 ．2 11．8 0．4 4 蛮 ・高杯 ・須恵器

杯身
古墳時代
中期後半

T K 208 ～
T K 23

B S I 42 方形 4．8×2 ．2 11
残存部

0．43 ？ 聾 弥生時代
終末

B S I 43

－ 1

隅丸長方

形
8 ．2×2 ．2 † 18 † 0．67 聾 ・高杯 ・直口壷・

土玉 ・砥石
古墳時代

中期後半

貼床

B S I 43

－ 2

方形 4．48 ×

1 ．6 †

7．1 †

B S I 44 隅丸方形 5．0 ×1．3 † 6．5 † 1．04 蛮 ・高杯 ・小型丸

底鉢 ・低脚杯 ・須
恵器婆

古墳時代
中期後半

貼床、建 て替え

B S I 45 方形 5 ．2 ×4．6 24 0．26 4 婆 古墳時代
中期後半

挿表1南谷大山遺跡竪穴住居跡一覧表
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†は測定値以上

－は不明、無し



2。掘宜櫨恕物跡

BSB馴（挿図192、図版32）

億　置　BSBOlは、調査区のほぼ中央a19グリッドにあり、標高73．2m～73・6mのゆるく南西側

に傾斜する斜面に位置する。東側にはBSS02が接している。

形　態　桁行2間◎2．8m、梁行1間◎2．7mを測る掘立柱建物跡である。主軸方向は、N－720－W

である。柱穴は6個と考えられるが、P4はBSK22の埋土中に掘り込まれたもので検出す

ることができなかった。規模はそれぞれPl（31×30－41）cm、P2（38×32－45）cm、P3（36×

30－59）。m、P5（40×39－30）cm、P6（33×3ト43）cmを測る。柱大間距離は、Pl～P2間

から順に、1．4m、1．4m、（2．6m）、（1．7m）、1．3m、2．75mである。

埋　　立　　哩土は、いずれも暗褐色土が単層ではいる。

時　期　　P5内から土器片が出土しているが小片のため図化できず、時期は不明である。

掘立柱建物跡は3棟しか検出されず、そのうちのBSB03から古墳時代前期前半の土器が

出土しており同時期のものと考えられる。

P2　　　　　　　　P3

P6　　　　　　　　P5

H＝74．00m

挿図192両谷大山遺跡B区SB馴這構図
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BSB⑳2（挿図193、図版32）

億　置　調査区の中央、C23グリッドの西側で尾根の項部が大きく広がり平坦面をなす標高約69m

付近に位置する。ほぼ平坦面の中央にある。BSB02はBSI21と西側で重複し、BSI39

の周囲にある。

形　態　桁行2間◎3．9m、染行2間◎3．8mの掘立柱建物跡である。主軸方向はN－49。20，－Eであ

る。柱穴は7個で、規模はそれぞれPl（42×36－48）cm、P2（30×32－54）cm、P3（28×

30－9）cm、P4（28×28－24）cm、P5（38×39－24）cm、P6（20×24－10）cm、P7

（26×32－10）cmを測る。柱大間距離は、Pl～P2間から順に、1．6m、2．3m、1．5m、2．1

m、1．7m、1．6mである。

時　期　時期は不明である。掘立柱建物跡は3棟しか検出されず、そのうちのBSB03から古墳時

代前期前半の土器が出土しており、同時期のものと考えられる。

院SB⑳3（挿図194◎195、図版32。69）

①暗赤褐色土（基盤粒を含む。
炭化物、焼上を含む）

②暗赤褐色土（基盤粒を含む）
③明淡赤褐色土（少し明るい

赤い基盤粒を含む）

④暗褐色土（基盤粒を多く含む）
⑤暗褐色土（基盤ブロックを多く含む）

O S＝1／60　　　2m

「－　　；　　　－」

挿図193南谷大山遺跡B区SBO2通構図

億　置　調査区の中央、a22グリッドの東側で、尾根が南西に緩やかに下る標高70．5－71m付近に

位置する。BSB03はBSBOlより南西側に20m、BSB02より東側に20m離れており、ちょ

うど中間に位置する。

形　態　桁行2間e3．9m、梁行2間e2．9mの掘立柱建物跡である。主軸方向はN－69020′－Eであ

る。柱穴は9個で、規模はそれぞれPl（32×48－62）cm、P2（40×42－33）cm、P3（32

－201－



（丑暗黄褐色土

②暗黄褐色土

（基盤粒を含む）

③暗黄褐色土

（基盤粒を少し含む）

④暗黄褐色土

（赤い粘質土を含む）

⑤暗褐色土

⑥木の根による撹乱

O S＝1／60　　　2m

挿図伸銅南脊大山遺跡B区SB閑適構図

×36－64）cm、P4（30×34－48）cm、

P5（66×56－54）cm、P6（45×48－

50）cm、P7（44×40－60）cm、P8

（30×30－20）cmを測る。柱穴間距離

は、Pl～P2間から順に、1．8m、2．0

m、2．0m、2．7m、1．9m、1．4　m、4．5

mで、P7－Plは1．5mであ　る。P

8は近接棟持柱の可能性があり、P3

－P8　◎P8－P4のそれぞれの距離

は1．3m、1．5mである。

遺　　物　　Pl内哩土の中層から、口綾部ナデ

仕上げ、下端が外方に突出する複合口

緑の婆Polが出土した。

時　　期　　時期はPolより、古墳時代前期前半

である。

ー202－

⑳Pol

O S＝1／3　　　10cm

】l　　　　」．－．・，一日…二］

挿図195　南谷大山遺跡B区SBO3出土遣物実測図



3．土　　　坑

BSKlO（挿図196・197、図版33・72）

位　　置　　BSKlOは、調査区のほぼ中央b20グ

リッドにあり、標高71．4m－71．6mのほぼ

平坦面に位置する。周辺は、後世の耕作に

よって削平されており、遺存状況は必ずし

もよくない。南側約1mにはBSI09が、

東側約6mにはBSI23がある。

形　　態　　平面は不整形な円形を呈し、上線部長径

1．98mX短径1．10m、底部長径1．73mX短

径1．50mを測る。深さは0．59mを測り、断

面は袋状を呈す。

埋　　土　　哩土は2層に分層できた。①層は炭化

物・焼土粒を含んでいる。②層には基盤層

を含んでおり、壁が崩れ

ながら堆積したものと考

えられる。

①暗褐色土（炭化物、焼土粒をわずかに含む）
②暗褐色土（①よりやや明るいブロックを含む）o s＝1／3050cm

と＿i　」

O S＝1／3　　　10cm

挿図196両谷大山遺跡B区SKlO遺構図

遺　物　出土遺物は、②局中か　とr i　　‾＝∃

ら小型丸底鉢Polが出　挿図197南脊大山遺跡B区SKlO出土遺物実測図

土している。

時　　期　　BSKlOは、

出土土器から

弥生時代終末

に作られたも

のと考えられ

る。

性　　格　　BSKlOは、

形態上の特徴

から貯蔵穴と

して利用され

たものと考え

られる。

BS Kll

（挿図198、

図版33）

位　　置　　BSKllは、

南谷28号墳周

溝内北西部に

形　　態　位置する。平

面は円形、断

①淡褐色土

－（黄褐色ローム粒、赤褐色基盤粒を含む）
A’②淡男褐色土

債褐色ローム粒、黒褐色上、赤褐色基盤粒を含む）
③黄灰褐色土

偶褐色、ロームブロック、赤褐色基盤層を含む）
④暗褐色土

O S＝1／30　50cm

L＿！　－j

挿図198南谷大山遺跡B区SKll遺構図

－203－



遺　　物

時　　期

面は逆台形を呈す。規模は東西1．5m、南北1．6m、

深さ約9mを測る。上線部壁面には、粘性の強い

水土が貼られていた。

②層中で、4個の石が検出された。

時期◎用途ともに不明である。

BSK瑠2（挿図199◎200、図版33◎72）

位　　置　　B区の北東端、B17グリッドの北西付近で広い

平坦面をなしている南端辺りで、標高77．5m付近

に位置する。BSI31◎35から約10m離れた南西側に

ある。

形　　態　　遺存状態があまり良くない。上線部、底面共に

平面はほぼ円形を呈し、断面は長方形であった。

規模は上線部で長径1。21mX短径1。10mあり、底

面で長径工05mX短径0。86mであった。残存する

部分の最大の深さは0。41mであった。

埋　　立　　哩土は3層に分層できた。③層中には焼土が含

まれていた。この土坑はnKP層まで掘り込こま

れている。

遺　　物　（多層より、ヨコナデで仕上げられた婆口緑Pol

が出土した。

時　　期　　出土土器Polから、弥生時代終末と考えられ

る。

性　　格　　性格は不明である。

BS K13（挿図201、図版33）

位　　置　　B区の北東端、C16グリッドの北西付近で尾根が

広い平坦面をなしている南端辺りで、標高77．5m付

近に位置する。すぐ東側にBSI3巨35がある。

形　　態　　遺存状態があまり良くない。上線部、底面共に平

面は円形を呈し、断面は北側で上線部から最大5cm

壁面が内湾する袋状であった。規模は上線部で長径

1．15mX短径1．05mあり、底面で長径1．09mX短径

1．07mであった。残存する部分の最大の深さは0．35

mであった。南東側でピットと重複していた。

埋　　立　　哩土は4層に分層できた。④層中には炭化物が含

まれていた。また、この土坑はDKP層を掘り込み、

その下の淡赤灰色の粘土層まで達していた。

時　　期　　出土遺物は全くなかったため、時期は不明である。

性　　格　　哩土中に炭化物が含まれていること、断面が袋状

であることより推察すると貯蔵穴と考えられる。

－204－

書
O S＝1／30　50cm

霊禁誓慧ぎ含む）、這云芸蓋し111

挿図199南谷大山遺跡B区SK12遣構図

O S＝1／3　　　10cm

ll　　　　＿．＿．．I．＿……・，・，，．．・，＿＿＿＿二∃

挿図200南谷大山遺跡B区SK12
出土遣物実測図

①淡赤褐色土

霊漂芸霊宝圭　　　o s＝1／3050。m
④暗黄褐色土（炭化物を含む）忘闘志隅閣議

挿図鋼　南谷大山遺跡B区SK相通構図



／

BSK掴（挿図202◎203、図版34◎72）

億　　置　　B区の北東端、A16グリッドの北

西付近で広い平坦面をなしている西

端辺りで、斜面の始まる標高77m付

近に位置する。南側約3mにはBS

I36が、北側約1mにはBSK15が

ある。

形　　態　　遺存状態が良く、平面は上線部で

卵形、底面で東側が突出する円形を

呈し、断面は、東側で上線部から最

大0．9m壁面が内湾する袋状であっ

た。規模は上線部で長径1．35mX短

径1．22mを測り、底面で長径1．93

mx短径1．61mを測る。残存する最

大の深さは1．11mである。

埋　　立　　哩土は6層に分層できた。①層は

基盤層のブロックを多量に含み、粘

性が強いことから、人為的に埋めら

れた可能性が考えられる。③◎⑥層

中に炭化物が含まれていた。

また、この土坑はDKP層を掘り

込み、その下の淡赤灰色の粘土層ま

で達していた。

遺　　物　　出土遺物には、複合口緑をもち、

口緑部施文が施される婆Pol～P03が哩土中

から出土している。

時　　期　　出土遺物から推察すると弥生時代後期後半と

思われる。

性　　格　　BSK14は、形態上の特徴から貯蔵穴と考え

る。

＼
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（彰暗赤褐色土（基盤ブロックを含む）
（診明黄褐色土
③明黄褐色土（炭化物を含む）

④暗褐色土
⑤暗黄褐色土 O S＝1／30　50cm

⑥暗黄褐色土（炭化物を含む）　　　　ll i l

挿図202両谷大山遺跡B区SK14遣構図

≡二二三＿＿二
B＄K瑠5（挿図204◎205、図版34◎72）

億　　置　　B区の北東端、A16グリッドの北西付近で広

い平坦面をなしている西端辺りで、斜面の始ま

る標高76m付近に位置する。南側約1mにBS

K14、南側約5mにBSI36がある。

形　　態　　遺存状態が良く、平面は上線部で卵形、底面は南側

が突出するいびつな円形を呈し、断面は、南側で上線

部から最大0．73m壁面が内湾する袋状である。規模は

上線部で長径1．24mX短径0．84mを測り、底面で長径

1．63mX短径1．44mを測る。

－205－

O S＝1／3　　　10cm

h l　…‾‾‾‾∃

挿図2⑳3南谷大山通路B区SK摘出土逸物実測図

深
O S＝1／3　　　10cm

」」＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図204南谷大山遺跡B区SK15
出土遣物実測図



残存する最大の深さは南東側で0．73mを測る。

埋　　土　　哩土は3層に分層できた。（彰層は基盤層の

ブロックを多量に含み、粘性が強いことから

人為的に埋められた可能性が考えられる。②

層中に炭化物が含まれていた。また、この土

坑はDKP層を掘り込み、その下の淡赤灰色

の粘土層まで達していた。

遺　　物　　出土遺物には、哩土下層から、口綾部に平

行沈線を施した後にナデ消しするPolが出

土している。

時　　期　　出土遺物から推察すると弥生時代後期後半

頃と思われる。

性　　格　　BSK15は、形態上の特徴から貯蔵穴と考

えられる。

BSK16（挿図206・207、図版34・72）

位　　置　　BSK16は、調査区のやや東側A18グリッ

ドにあり、標高75．9m～76．4mの緩やかに南

西側に傾斜する斜面に位置する。南西側約2

mにはBSI27が、東側約2mにはBSI33

がある。

形　　態　　平面は不整形な円形を呈

し、上線部長径1．40mx短

径1．28m、底部長径1．28

mX1．20mを測る。深さは

0．3mを測り、断面は一部袋

状を呈す。底面は平坦では

なく、南西側に緩やかに傾

斜している。

また、南西側には（66×

49－112）cmを測るピットが

掘り込まれているが、これ

はBSK16が埋まった以後

に掘り込まれていた。

埋　　土　　哩土は2層に分層できた。

（彰層は基盤層を多量に含ん

でおり、壁が崩れたものと

考えられる。②層は中央部

で盛り上がるように堆積し

ている。

遺　　物

出土状況

A君＼＼＼＼
－－－．－＿H－・－．・・一

＼

＼

＼

「且
／

l：
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l

，l

①暗赤褐色土（基盤プロッタを含む）呈呈呈呈m②暗黄褐色土（炭化物を含む）

③明黄褐色土

挿図205　南谷大山遺跡B区SK15遺構図

H＝76．50m

A ①黄褐色土（DKP粒を多量に含む）
（診暗黄褐色土

O S＝1／3050cm

と＿＿＿＿⊥　」

挿図206南脊大山遺跡SK18遺構図

出土遺物は、暗黄褐色土中から複合口緑をもつ蛮Pol・Po2、鈍Flが出土している。

Polはロ綾部ナデ仕上げをするもので、P02は、口緑部施文後一部ナデ消しをするもので

一206一



ある。

時　　期　　BSK16は、出土土器から弥生

時代終末に作られたものと考えら

れる。

性　　格　　BSK16は、形態上の特徴から

貯蔵穴として作られたものと考え

られる。

B S K17

（挿図208・209、図版34・72）

位　　置　　BSK17は、調査区のやや東側

A18グリッドにあり、標高75．7m

の平坦面に位置する。南東側約1

mにはBSI27が、北側はBS S

03に接している。

形　　態　　平面は不整形な楕円形を呈し、

上線部長径0．94mX短径0．79m、

底部長径1．11×0．90mを測る。深

さは0．4mを測り、断面は袋状を呈

す。底面西側には（58×35－10）cm

を測るピットが掘り込まれている。

埋　　土　　哩土は4層に分層でき、①層は

基盤層を多量に含んでおり、壁が

崩れたものと考えられる。④層は

粘質土で、花療分析の結果雑草の

花粉を含んでいた。

遺　　物　　出土遺物は、底面から複合口緑

出土状況　をもつ嚢Polが出土している。

Polは、ロ綾部ナデ仕上げをする

ものである。

また、底面から板石も土器と一

緒に出土している。

時　　期　　BSK17は、出土土器から弥生

時代終末に作られたものと考えら

れ、近接するBSK16より時期が

下るものと考えられる。

性　　格　　BSK17は、形態上の特徴から

貯蔵穴として利用されたものと考

えられる。

∈≡］‾＝召

〒「　♂p。。
O S＝1／3　　　10cm

：l　　　　；　　　　　：

Fl

O S＝1／2　　　6cm

j　．　　；　　　　＿J

挿図207南谷大山遺跡B区SK16出土遺物実測図

H＝76．00m　　　　ロコ

A

ー207－

A’

i！ご

（訂黄褐色土

②暗責灰褐色上（馴化物をわずかに含む）
③暗灰褐色土

④暗灰褐色粘質土（馴化物をわずかに含む）
⑤木の根による竣乱

O S＝1／3050cm

！・；＿！

挿図208南谷大山遺跡B区SK17遺構図

O S＝1／3　　　10cm

L　」　＿　　；　　　　　；

挿図209南谷大山遺跡B区SK17
出土遺物実測図

O S＝1／3　　　10cm

；－　　　　　；　　　　　：

挿図210南谷大山遺跡B区SK18
出土遺物実測図



臨SK瑠8（挿図210◎211、図版35）

億　　置　　BSK18は、調査区の中央部A20グリッドにあ

り、標高72．2mの平坦面に位置する。西側はBS

I18が、東側はBSI19が切っている。北東側約

2mにはBSI25がある。

形　　態　　平面は不整形な円形を呈し、上線部長径0．96

mx短径0．94m、底部長径0．9mXO．8mを測る。

深さは1．38mを測り、断面は袋状を呈す。

埋　　立　　哩土は5層に分層でき、①◎③e④層は炭化物

をわずかに含んでいる。

遺　　物　　出土遺物は、哩土中から複合口緑をもつ蛮Pol

出立状況　が出土している。Polは、目線部施文の後一部ナ

デ消すものである。

時　　期　　BSK18は、出土土器から弥生時代後期後半に

作られたものと考えられる。

性　　格　　BSK18は、形態上の特徴から貯蔵穴として利

用されたものと考えられる。

BSK瑠9（挿図212◎213、図版35◎72）

億　　置　　B区中央、C21グリッドの北東付近で北側の斜

面が下り始める標高68m付近に位置する。南側約

3mには、BSI14、BSI26がある。

①暗黄褐色土（炭化物、桃色ブロックをわずかに含む）

②暗橙褐色土（肌色ブロックをわずかに含む）o s＝1／30　50cm
③暗黄褐色土（炭化物をごくわずかに含む）

④暗灰褐色土（炭化物をごくわずかに含む）忘題忘湘よ

⑤暗橙褐色土（肌色ブロックを含む）

挿図211南谷大山遺跡B区SK18遺構図

形　　態　　遺存状態が良い。平面は上線部で半円形、底面

で隅丸長方形を呈し、断面は東側で上線部から最大0．55m壁面が内湾する袋状であった。規

模は上線部で長径2．87mX短径1．46mを測り、底面で長径3．41mX短径1．48mを測る。

残存する部分の最大の深さは、南側で0．73mあった。

埋　　立　　埋土は9層に分層できた。①層は遺構全体にかぶったものである。②～⑲層がこの土坑の

哩土であり、③～⑧層中に炭化物が含まれていた。

また、この土坑はDKP層を掘り込み、その下の淡赤灰色の粘土層まで達していた。さら

に、斜面側に平坦面を作るために積みだされたと考えられる層が2層あるが、これらの層を

も掘り込んでいた。

遺　　物　　出土遺物には複合口緑をもつ婆Pol～Po15、壷Po16ePo17、壷又は婆の底部

Po18－Po20、鼓形器台Po21－Po23、須恵器杯身Po24、土玉Po25が出土している。いずれも

哩土中からの出土である。

Pol～Po9◎Po12ePo13◎Po17は目線部施文が施されるもので、PolO◎Po14はナデ仕上

される。PollePo15は立ち上がりが低く、内傾する口綾部をもつ。須恵器杯身Po19は、目線

端部が二段になるものである。

時　期　　出土遺物から推察すると弥生時代後期後半～終末頃と思われるが、この他にさまざまな時

期の土器を含んでいる。Poll◎Po15は弥生時代後期前半の特徴をもち、当遺跡内では最も時

期が遡る遺物である。また、須恵器Po19は山本編年I期◎陶邑編年TK209に並行するものと

考えられる。

－208－



性　　格　　BSK19は、哩土中に炭化物が含まれていること、断面が袋状であることより推察すると

貯蔵穴と考える。

b

l

／／／一‾‾‾Ⅰ＼＼

①暗黒褐色土
②暗黄褐色土

③暗黄褐色土
④暗黄褐色土

⑤暗黄褐色土
⑥暗黄褐色土

⑦暗黄灰色土
⑧暗黄灰色土

⑨暗黄灰色土
⑲明黄褐色土

⑪暗黄褐色土

挿図212南谷大山遺跡B区SK19通構図

（基盤粒を含む）
（大粒の炭化物を含む）
（炭化物を含む）
（炭化物を少し含む）
（DKP、炭化物を含む）
（DKP、炭化物、焼土を含む）
（DKP、炭化物、灰色粘土を含む）
（⑧より粘性が強い）

O S＝1／30　50cm起

B＄K2⑳（挿図214◎215、図版35）

億　　置　　調査区西側、e23グリッドの北西側、丘陵の先端で広い平坦面を成している標高68m付近

に位置する。BSK20はBSIllの4m南西側にある。
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挿図213両脊大山遺跡B区SK19出土遠物実測図

形　態　後世の溝が東側に掘られており、土坑の半分は削られ

ていた。平面は上線部、底面共に円形を呈し、断面は皿

状である。規模は、上線部で長径1。46mX短径1。26m、

底面で長径1。OmX短径0。8m、残存する最大の深さ0。15

mである。

埴　　土　　哩土は2層に分層できる。②層は土器を含んでいた。

遺　物　　出土遺物は口綾部はナデ仕上げで、端部に水平な平坦

－210－

0　　　　　　　　　　　　6cm

’＿三笠6

ノ

S＝1／3　　　10cm

挿図2掴南谷大山遺跡B区SK20
出土遺物実測図



面をもち、口緑部下端が丸味を

もって突出する複合口緑の婆Po

l、浅い椀状の杯をもつ高杯P02

が②層中より出土している。

時　　期　　埋土中出土遺物より、BSK20の

時期は古墳時代中期後半と考えら

れる。

性　　格　　性格は不明である。

BSK2瑠（挿図216、図版35）

位　　置　　BSK21は、調査区の中央部a

19グリッドにある。BS S02の平

坦面に位置し、標高は73．9mであ

る。南側約1mにはBSI15が、

東側約3mにはBSI17がある。

形　　態　　平面は不整形な楕円形を呈し、上

線部長径1．35mX短径1．16m、底

部長径1．29mX1．09mを測る。深さ

は0．4mを測り、断面は袋状を呈す。

埋　　立　　哩土は5層に分層でき、いずれ

も自然堆積の状況が窺われる。

遺　　物　　出土遺物は、哩土中から土器片

時　　期　が出土しているが図化できなかっ

た。そのため、BSK21の時期は

不明である。

性　　格　　BSK21は、形態上の特徴から

貯蔵穴として利用されたものと考

えられる。

B S K22

（挿図217◎218、図版36◎72）

億　　置　　BSK22は、調査区の中央部a

19グリッドにある。BS S02の平

坦面に位置し、標高は73．2mであ

る。南西側約2mにはBSI23が

ある。また、BSBOlのP4が哩

土中に掘り込まれていた。

形　　態　　平面は不整形な円形を呈し、上

①明黄褐色土

①　　　　　A，　②暗黄褐色土

O S＝1／30　50cm

L‾‾i　」

挿図215南谷大山追跡B区SK20遣構図

①淡褐色土
（む暗黄褐色土

③暗灰黄褐色土
④暗灰褐色土

⑤黒褐色土
⑥木の根の授乱

O S＝1／30　50cm
！・　；　　！

挿図2川南谷大山追跡B区SK引退構図

挿図2柑南谷大山遺跡B区SK22出土遺物実測図
－211－

O S＝1／3　　　10cm
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緑部長径0．89mX短径0．85m、底部長径1．31mX1．18

mを測る。深さは1．02mを測り、断面は袋状を里す。

埋　　土　　哩土は4層に分層でき、いずれも自然堆積の状況が

窺われるが、そのうち（診層は基盤層の崩落土で、④層

は、部分的に盛り上がる粘質土層である。

遺　　物　　出土遺物は、底面中央部から複合口緑をもつ要Po

出土状況　1、尖り底気味の底部P02が出土している。Polは、

ロ緑部施文後一部ナデ消すものである。

時　　期　　BSK22は、底面出土土器から、弥生時代後期後半

のものと考えられる。

性　　格　　BSK22は、形態上の特徴から貯蔵穴として利用さ

れたものと考えられる。

BSK23（挿図219・220、図版36・72）

位　　置　　BSK23は、調査区南西部e25グリッド、標高66．5

mの南西向き斜面に位置する。約0．7m南西にはBSI

45がある。

形　　態　　平面は円形、断面は四角形を呈す。東西7．5m、南北

7m、深さ0．3mを測る。形態・規模から推定すると、

当遺構は上部を削り取られたものと思われる。

埋　　土　　残っている哩土は、明黄褐色土（ロームブロックを

含む、ややくすんでいる）のみである。この土は土器

を含み、硬くしっかりとしている。

遺　　物　　遺物としては、複合口緑を有する聾Pol・Po2、聾

または壷の底部P03が、挙げられる。

時　　期　　聾口緑Pol・P02より、当遺構は弥生時代終末とい

える。

BSI45との関係であるが、時期差・位置等を考慮

すると、当遺構は同住居に伴うものとはいいがたい。

BSK24（挿図221・222、図版36・73）

位　　置　　調査区西側、e22グリッドの西側、丘陵の先端で広

い平坦面を成している標高68m付近に位置する。BS

Illによって削平されている。

形　　態　　平面は卵形を呈し、断面は南壁で最大26cm内湾する

袋状である。規模は、上線部で長径1．64mX短径1．31

ノ

O S＝1／30　50cm

③頗褐色土（基盤ブロック崩落土）：・　；　：

④略灰桃褐色粘質土

挿図218南谷大山遺跡B区SK22遺構図

〕「l‾l

H＝66．70m

A
A’

柵乱．。画＿閉園
O S＝1／3050cm

l・　；　　！

挿図219南谷大山遺跡
B区SK23遺構図

二二‾二

挿図220南谷大山遺跡B区SK23出土遺物実測図

－212－
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m、底面で長径1．90mX短径

1．51m残存する最大の深さ0．98

mである。

埋　　土　　哩土は5層に分層できる。③

層は多量の炭化物と土器を含ん

でいた。

遺　　物　　出土遺物は口綾部に施文を施

した後にナデ消してある複合口

緑をもつ聾Po1－Po3・Po5、

ナデ仕上げし、口緑部下端が下

垂する複合口緑をもつ聾Po4、

平底の底部Po6、砥石Slが埋

土中から出土している。

時　　期　　時期は哩土中出土遺物より、

弥生時代後期後半と考えられる。

性　　格　　形態より、貯蔵穴と考えられ

る。

BSK25（挿図223）

位　　置　　調査区西側、e22グリッドの

西側、丘陵の先端で広い平坦面

笛「l＝l、

壬三二一二＿

；‾（

挿図221南脊大山遺跡B区SK24遺構図

卜‾‾‾一一一1

圃
挿図222南谷大山遺跡B区SK24出土遺物実測図

一213－

O s＝1／3　　　10m
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を成している標高68m付近に位置する。

BSIllによって削平されている。

形　　態　　平面は楕円形、規模は上線部（1．31×

埋　　土

時　　期

性　　格

0．84）m、底面（1．76×0．45）m、深さ0．1

mである。

哩土は1層で、暗茶褐色であった。

時期は不明である。

性格は不明である。

再。段状遁抵 挿図223南谷大山遺跡B区SK25遺構図

BSSの瑠（挿図224～226、図版37。73。74）

位　　置　　BSSOlは、調査区のほぼ中央b21◎a21e A21グリッドにあり、標高70m～71．5mのゆ

るく南側に傾斜する斜面に位置する。西側にはBSB03がある。

形　　態　　長さ約19m、幅4m～10mに斜面を掘り込んで平坦面を作っている。掘り込み壁高は、最

大0．63mを測る。

平坦面には計34個のピットが掘り込まれている。このうちP5～P12はBSB03のピット

である。

埴　　土　　哩土は、7層に分層でき、いずれも自然堆積の状況が窺われる。

逸　　物　　出土遺物には、図化できたものに複合口緑をもつ婆Pol～Po12、高杯杯部Po13、高杯脚部

出土状況　Po14、椀Po15◎Po16、小型短頸壷Po17、須恵器婆Po18、土玉Po19－Po21、花崗岩製砥石S

時　　期

性　　格

1、細粒花崗岩製砥石S2、安山岩製敲石S3e S4がある。

このうち北東側P28内から、口緑部施文が施されるPol、口綾部施文の後ナデ消すPo4e

Po9、ナデ仕上げをするPo6ePo7、土玉Po19ePo20が出土している。

また、P29内から、口綾部施文を施すP02が出土している。
l

また、耕作に伴う溝の東側から、内面叩きをナデ消す須恵器Po18が出土している。

BSSOlの時期は、底面出土の土器から、弥生時代後期後半のものと考えられる。

BSSOlの性格は不明である。

T
l

l

l

［

l

l

l

l

⊥

二一

挿画224南谷大山追跡B区SS馴出土遺物実測図（2）
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⑥暗桃褐色枯質土

⑦暗灰褐色土

⑧暗灰褐色土（耕作溝哩土）

⑨黄褐色土（耕作溝埋土）

－　①暗灰黄褐色土

B’　　（訪黒褐色土

③暗灰褐色土

④時黄褐色土

（炭化物をごくわずかに含む）　⑩木の根による碓乱

⑤暗眺黄褐色土

O S＝1／60　　　　2m

挿図225南谷大山遺跡B区SSOl遺構図
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瘍Sl
O S＝1／3　　　10cm

－（り一一（勤－

O S＝1／2　　　6cm

忘志
挿図226両谷大山遺跡B区SS＝出土造物実測図（の
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BSSO2（挿図227・228、図版37）

位　　置　　BSS02は、調査区のほぼ中央A19・B19グリッドにあり、標高74m～74．6mのゆるく南

西側に傾斜する斜面に位置する。ほぼ中央にはBSK21が、西側にはBSBOlがある。

形　　態　　長さ約18m、幅1．5m～3mに斜面を掘り込んで平坦面を作っている。掘り込み壁高は、最

①暗黄褐色土
（訪黒褐色土
（診暗黄灰褐色土
（彰暗褐色土
⑤暗黄褐色土
⑥木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m

挿図227両谷大山遺跡B区SSO2遺構図

－217－



遺　　物　　出土遺物には、図化できたも

出土状況　のに口緑部下端がさらに退化し

た複合目線をもつ婆Pol eP0

2がある。いずれも、哩土中か

らの出土である。

時　　期　　BS S02の時期は、出土土器

から古墳時代中期後半のものと

考えられる。

性　　格　　BS S02の性格は不明である。

B S SO3

（挿図229◎230、図版37◎74）

謹
S＝1／3　　　10cm

挿図228南谷大山遺跡B区SS閑出土遺物実測図

億　　置　　BSS03は、調査区の北東側a16◎17◎18◎A18グリッドにあり、標高74．4m～76．2mの

ゆるく西側に傾斜する斜面に位置する。南側にはBSK17◎BSI27がある。北側は耕作に

よる撹乱がある。

形　　態　　長さ約24m、幅3．5m～7mに緩やかに湾曲する斜面を掘り込んで平坦面を作っている。掘

り込み壁高は、最大0．92mを測る。

平坦面には計18個のピットが掘り込まれている。

焼土面　　中央やや北側の斜面寄りと、南側P17付近に分厚く盛り上がる焼土面が検出された。主柱

穴と考えられるものは検出されなかったが、この位置に住居跡があった可能性もある。

埋　　立　　哩土は、2層に分層でき、いずれも自然堆積の状況が窺われる。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに口綾部施文が施される複合口緑をもつ蛮Pol◎Po2、不

出土状況　明鉄器Fl、閃緑岩製磨石Slがある。

吃琴　⑳Fl
O　　　　　　6cm

と忘志望望湘表芸

彪蓼⑳Sl
、－．・・・、＿－一一一

O S＝1／3　　　10cm

ヒ」＿＿＿⊥」

挿図229西谷大山遺跡B区SS田3出土遺物実測図
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（D黒褐色土

②暗黄褐色土

（診木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m

挿図230　南谷大山遺跡B区SSO3遺構図

－219－



時　　期

性　　格

このうち北側の焼土面付近の底面から、Pol・Po2、Flが、南側の壁寄りでSlが出土

している。

BSS03の時期は、底面出土土器から弥生時代後期後半のものと考えられる。

BSS03の性格は不明であるが、分厚く盛り上がる焼土面があることから、簡単な上屋構

造をもつ住居があった可能性がある。

BSSO4（挿図231・233－235、図版38・74・75）

位　　置　　BSS04は、調査区南西部d25・e25・d26・e26グリッドの、緩斜面に位置する。標高

は65．50m～66．75mで、遺構部分は平坦面になっている。しかし、後世の擾乱が激しく本来

の規模は、確認できなかった。d26グリッドではBSI42と、d25グ））ッドでは右列と、それ

ぞれ重複している。また、南にはBSD03が走っている。

形　　態　　残存部分の平面は、四角形を呈する。規模は、東西約11m以上、南北約4．5m、高低差0．4

埋　　土　mを測る。BSI42との重複部分では、当遺構の埋土は同住居のものの上に堆積している。

遺　　物　　遺物としては複合口緑を有する聾Pol～Po49、壷または要の底部Po50、高杯Po51・

Po52、直口壷Po53、鼓形器台Po54、杯Po55、須恵器杯身Po56・Po57、須恵器脚部Po58が、

挙げられる。これらのうち北壁ぎわ床面直上からは、褒Pol・Po16・Po19・Po22が、潰れ

た状態で出土した。須恵器Po56～Po58は、南谷28号墳からの流れ込みと思われる。

時　　期　　褒Pol～Po3・Po5－Po28より、当遺構は古墳時代前期前半のものと考えられる。

一方、須恵器は、山本編年Ⅳ期（古）・陶邑編年TK209並行のものと考えられる。

A’

Po6・14

①暗茶褐色土（表土）

②暗黄灰褐色土（ローム粒を含む）
③明黄褐色土
④明黄褐色土（硬い）

⑤暗灰褐色土（サラサラしている）
⑥淡黄灰褐色土（粘性が強い）
⑦明黄灰褐色土

⑧黄灰褐色土（よくしまっている）
⑨木の根による擾乱

O S＝1／餌　　　　2m
」　　　　　　；　　　　　　！

挿図231南脊大山遺跡B区SSO4漣構図
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BSS⑳5（挿図232、図版37）

億　　置　　BSS05は調査区南西部f26◎　f27e e26◎e27グリッドに位置する。当遺構周辺は、標

高約62m～64mの緩斜面である。とりわけ、遺構内では等高線の幅が広がり、平坦面に近く

なっている。当遺構の北1．5mには、BSD03が走っている。

形　　態　　平面はほぼ、隅丸長方形を呈する。断面はL字状で、斜面をカットしたことを窺わせる。

遺構の規模は、長さ8m、幅1．8m、高低差工3mを測る。

ピ　ッ　匪　　遺構の北西部、壁ぎわにピットを有する。規模は（80×70－24）cmである。

埋　　立　　しっかりとした暗黒褐色土を哩土とする。

遺　　物　　遺物としては婆口緑e高杯筒部◎須恵器が出土した。しかしながら、いずれも図化するこ

とができなかった。

時　　期　　時期◎用途ともに不明である。

O S＝1／100　　　　　　　5m

①明黄褐色土

②黒褐色土

③灰褐色土

④黄褐色土

⑤木の根による橡乱

挿図232南谷大山遺跡B区SSO5通構図
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子
挿図233両谷大山遺跡B区SSO再出土遺物実測図伸
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■当寺
宇EF＝‥‥千一刀

＿「

挿図234両脊大山遺跡B区55錮出土遺物実測図（2）
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「「ニー‾－‾…‾：

∈＝∃・＿」　p。56

O S＝1／3　　　10cm

L⊥　　　　；　　　　　［

百一∃‾詔 」とク≡5，，

∈＝］‾‾責 ＼
挿図235南谷大山遺跡B区SSO4出土遣物実測図（3）
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5◎　清聴遺構

BSD⑳3（挿図236－240、図版39◎75）

億　　置　　BSI）03は、調査区を取り囲むように斜面の中腹に作られている。おおむね丘陵の地形に

沿って作られており、標高63．8m～73．2mの斜面に位置する。

形　　態　　北側斜面の東端は流失し、南側斜面の東端はa23グリッドで途切れている。また、西側斜

面のg23◎24◎25グリッドでは梨耕作のために著しく擾乱を受けている。現状では長さ210m

以上、幅約1．05m～2．8m、深さ0．47m～1．32mを測る。断面は「U」字状を呈すが、南側の

一部には底面に幅30cm～65cm、深さ11cm～22cmの浅い溝が掘り込まれる箇所がある。

また、北側斜面のa16グリッド、南側斜面のf26e e26グリッドでは、底面に小ピットが

掘り込まれており、杭状のものが立て並べられた可能性がある。

埋　　立　　哩土は基本的に暗褐色土が単層で入る。いずれも自然堆積の状況が窺われるが、北側を断

割したところ、BSD03は、C－C，ラインで弥生時代後期後半の土器を含む暗黄褐色土を

掘り込んでいることがわかった。

この層は、BSI14の基盤層であり、古墳時代中期後半頃には北側斜面に掻き出されてい

たものと考えられる。

また、D－D，ライン、F－F，ラインでは、外側にも暗黄褐色土◎明黄褐色土を盛りあげ

て、土手状のものを作ったことが確認された。

遺　　物　　出土遺物には、図化できたものに立ち上がりが低い目線をもつ壷Pol、複合口緑をもつ壷

出藍状況　Po2◎Po3、複合口緑をもつ婆Po4－Po33、底部Po34－Po39、高杯脚部Po40、鼓形器台上

台部Po41、鼓形器台脚台部Po42、蓋Po43、小型椀Po44、特殊器台脚部Po45、須恵器杯身Po46◎

Po47、須恵器高杯脚部Po48、土玉Po49、土錘Po50◎Po51、鉄鉱茎部Flがある。

これらはいずれも哩土中からの出土であるが、北側から出土したもののうちPol◎Po4

－Po21◎Po41◎Po43◎Po45は弥生時代後期後半、Po2◎Po3◎Po22－Po30◎Po42は弥生

時代終末、Po31－Po33◎Po40は古墳時代中期後半の特徴をもつ。

また、南側から出土したもののうちPo46－Po48は古墳時代後期後半の特徴をもつ。これら

須恵器は、南谷28号項から転落したものと考えられる。

時　　期　　BSD03から出土した遺物は弥生時代後期の土器がほとんどであるが、C－C，ラインで確

認したところ、弥生時代後期後半の土器を含む暗黄褐色土を掘り込んで作られていること、

また、この層がBSI14の基盤層となっていること、北側で出土した土器のうち最も新しい

様相をもつPo31－Po33が古墳時代中期後半の特徴をもつことから、BSD03は、この時期に

作られたものと考えられる。

性　　格　　BSり03は、幅バ呆さがあまりなく防御的な施設とは考え難く、底面に小ピットが見られ

ることなどから、港内に杭を立てて集落を区画するためのものと考えられる。

臨＄田鍼◎⑳5（挿図241－243、図版39’075◎76）

億　置　調査区の北東端、A16グリッドで尾根が北側へ下っていく標高約77m付近に位置する。B

SI）04◎05の南側にはピット群が広がる。

形　態　　BSI）04◎05は隣接しており、BSI）04は北から南に向かって「L」字状に延び、BSD

05はBSI）04の北西側にある。

BS日鋼　　BSn04は残りの悪いところがあり、南側で東西の2つに分かれている。規模は東側で全

長5．4m、幅が0。43m～0．64m、深さが0．1m～0．74mである。西側は全長1．6m、幅が0．6m、
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挿図236南谷大山遺跡B区SDの3迂構図
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①暗黄褐色土
（訪黒褐色土
③暗赤褐色砂質土（よくしまる）
④灰黄褐色土（流出）
⑤暗黒褐色土
⑥暗黄褐色土

⑦暗灰褐色土（炭化物を含む）
⑧木の根による撹乱

H＝65．50m

挿図2錮　南谷大山適跡B区S田的土層断面図（瑠）
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①淡褐色土

②暗黄褐色土

③明黄褐色土

④黒褐色土

①淡黒褐色土（表土、廿の根を含む）

②明黄褐色土

③淡褐色土

④暗褐色土

⑤黒褐色土

⑥暗黄褐色土

⑦暗黒褐色土

⑧木の根による橡乱

⑨槍乱土

（明黄褐色ローム粒、黒褐色土粒を含む）

O S＝1／60　　　2m

ヒェ　　；　　－］



H＝74．00m

①暗褐色土

②暗黒褐色土

③黄褐色土

H＝68．00m

①暗黄褐色土

②暗灰褐色土

（炭化物粒を含む）

③黒褐色土

④暗褐色土

①黒褐色土

②暗褐色土

③暗黒褐色土

（丑淡褐色土

②暗褐色土

（諺暗黄褐色土

（黒褐色土粒を含む）

④木の根による撹乱

O S＝1／60　　　　2m

挿図238　南谷大山遺跡B区SDO3土層断面図（2）

用い）ウ））－）白月
時）・）ウ，）ノウ－い）の

O S＝1／3　　　10cm

」⊥＿＿＿＿＿＿⊥－」

／

ノ

し」夏。8

「　Dp。45

∈≡芋二三Sp。舶

－　　■l

題．■－　　・．

鼎∴．「2
O S＝1／2　　　6cm

l…l L．，．‖＿・，・，＿＿＿＿＝∃

挿図239南谷大山遺跡B区SDO3出土遺物実測図（2）
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刀
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挿図240南脊大山遺跡B区SDO3出土遣物実測図（1）
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深さが0．1mである。南北に延びる底面を観察すると、階段状に登っていく様相を呈している

が、東西に走る溝との接合部で、61cmの段差がある。

BSD⑳5　　BSD05は土坑状に延びるもので、規模は全長1．7m、幅が0．82m、深さが88cmである。哩

土は18層に分層できる。②層中に土器が含まれる。1991年度調査でも、土器を多量に含む落

ち込みがあったが、そこでも同じ状況であった。

遺　　物　　BSD04の出土遺物は、複合口緑をもつ婆Pol～Po25、壷または婆の平底を呈する底部Po

出土状況　22－Po24、蓋の摘みPo26、浅い椀状の杯部をもつ高杯Po27－Po30、器台Po31である。

BSD05の出土遺物は複合口緑をもつ蛮PoleP02で哩土から出土した。Polはロ綾部ナ

デ仕上げしてあり、P02は口緑部に平行沈線が施されている。

時　　期　　BSI〕05の時期は哩土出土遺物より、弥生時代後期後半頃と思われる。BSD04は同じ埋

土をしていたことから、BSD05と同時期と思われる。

H＝78．00m

c c，

才
①淡赤褐色土

②淡黒灰色土

③淡黄褐色土

④暗黄褐色土

⑤淡褐色土（DKPを含む）

⑥暗黒褐色土

⑦暗黒褐色土（DKPを含む）

⑧暗黒褐色土（DKPと淡褐色土を含む）

⑨淡褐色土（淡赤褐色粘質土を含む）

S＝1／100　　　　　　　5m

⑲淡褐色土

⑪淡褐色土（DKPを少量含む）
⑫淡黒灰色土

⑬暗黄褐色土（DKPと石を含む、粘質あり）
⑲淡褐色土（DKPを多く含む）

⑮暗黄褐色土（DKPと石を含む）
⑲暗黄褐色土（DKP粒を含む）
⑫暗黄褐色土（DKPを多く含む）
⑲暗黄褐色土

O S＝1／60

挿図2鋸　南谷大山追跡B区SDO4005遠構図

謹
O S＝1／3　　　10cm

し＿l l－…・…＝ll………∃

挿図242南谷大山遺跡B区SDO5出土遺物実測図
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B慧D⑳6（挿図244◎245、図版39）

位　　置　　BSD06は調査区南西部d26に位置する。当

遺構はBSの03より派生し、標高約61m～64m

形　　態　の南面する斜面を、南北に下っている。平面は

ほぼ直線状だが、一部にくびれが見られる。ま

た、南端部は「ハ」字状に開いている。断面は

「U」字状を呈する。

規模は、長さ8．6m、幅0．8－3．4m、深さ0．35

mを測る。

埋　立　BSI）03との切り合い関係については、確認

過　物　できなかった。複合口緑を有する婆と土器片が

出土した。これらは南谷28号墳◎BSり03など

からの流れ込みと考えられる。

時　　期　　時期◎用途ともに不明である。

ノ
O S＝1／3　　　10cm

」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図244南谷大山遺跡B区SDO6
出土遣物実測図

6◎　ぽッ匪群

国だッ　群閑（挿図246◎247、図版39）

O S＝1／100　　　　　　　5m

①黒褐色土

A，　②灰褐色土

③暗褐色土

④木の根による撹乱

O S＝1／60 2m

挿図245南谷大山遺跡B区SDOG通構図

億　　置　　調査区の北東端、丘陵の中間辺りの平坦面、標高78m付近に位置する。東側にBSI35◎

31、西側にBSI36◎32、南側にBSI33◎20が取り囲むように存在する。

ぽッ匝数　検出したピットの数は79個であった。ほとんどのピットが浅い中で、北側斜面の肩部に平

行するようにP77◎Pl◎P72◎P2～P6e P54◎P55を検出した。10個のピットは前述

の順に、（Pl）～（PlO）と仮称する。規模は（Pl）から順に、（50×40－82）cm、（70×50－

74）cm、（70×65－80）cm、（68×56－86）cm、（84×69－96）cm、（82×72－84）cm、（46×42－

52）cm、（56×52－64）cm、（44×40－42）cm、（54×36－46）cmで、柱大間距離は（Pl）～（P

2）の順に、2．0m、2．0m、1．1m、2．1m、2．1m、1．6m、1．8m、1．7m、1．0mである。計

測値から、（Pl）～（P3）、（P4）～（P6）、（P7）～（P9）、（PlO）の4つのグルー

プに分けられ、（PlO）のグループが南西側にあった可能性があるが検出できなかった。その

他のしっかりしたピットは（P9）付近のP7e P56e P57、東側のP9－P12◎P41◎P

42で、直径が33cm前後、深さが36－70cmである。中でも、P41は規模が（37×32－55）cmで、

焼土が10cm程堆積していた。

逸　　物　　P2（P4）より、平行洗練が施された口緑片、波状紋の施された頸部片が出土したが図化でき

時　　期

性　　格

なかった。複合口緑をもつ聾Pol～Po6、高杯Po7、裾部Po8、器台P09が出土している。

P2（P4）出土土器より、弥生時代後期後半と考えられる。

掘立柱建物跡とするには対になる柱穴が検出できなかったので、用途不明である。
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挿図錮　南脊大山遺跡B区ピッ　群閑適構図
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⑤淡褐色土

⑥暗褐色土（やわらかい）

⑦暗褐色土（粘質土）

O S＝1／60　　　　2m



ご＝「「 ‾　ノ

二TJこ

挿図錮7　南脊大山適跡B区ピッ　群犯出土遺物実測図

冒◎　過聴外過廟に肇㈲環（挿図248－251、図版76）

遺構外から多量の遺物が出土している。

北側斜面からは、複合口緑をもつ壷Pol～Po3、立ち上がりが低く内傾する聾Po5、複合

口緑をもつ婆Po6－Po33、「く」字状口緑をもつ壷Po34、小型で複合口緑をもつ壷Po35、「く」

字状口緑をもつ蛮Po36－Po38、小型鉢Po39－Po41、底部Po42。Po43、高杯杯部P04か

Po45、高杯筒部Po46、鼓形器台上台部Po47、鼓形器台脚台部Po48、蓋Po49－Po51、鉢

Po52－Po56、不明鉄器Fl、細粒花崗岩製玉砥石Slが出土している。

南側斜面からは、複合口緑をもつ婆Po57－Po64、高杯脚部Po65が出土している。

平坦面からは、複合口線状の大型壷Po66－Po69が出土している。

壷は、口綾部施文が施されるPol、ナデ仕上げのPo2ePo3、頸部に突帯をもつものPo

4、「く」字状口緑をもち端部が短く立つPo34、小型のPo35がある。

聾は、立ち上がりが低く内傾する口緑をもつPo5、口綾部施文を施すPo6－Po9◎

P。57－Po59、口緑部施文の後一部ナデ消すPolO～Po20ePo60ePo61、肉厚でナデ仕上げの

Po21－Po23、肉薄でナデ仕上げのPo24～Po32、肉薄で端部が平坦面をもつPo62ePo63、肉

厚で立ち上がりが低く口緑部下端が丸みをもつPo33ePo64、「く」字状目線をもち厚手の

Po36◎Po37、薄手の「く」字状口緑をもつPo38がある。

底部は、不明瞭ではあるが平底を呈すものである。

高杯のうちPo45ePo46は他地域からの搬入品と考えられる。

大型壷は、広い範囲で出土したものが接合している。Po66は、1991年度調査したF14グリッ

ド出土のもの、b17◎18グリッド出土のもの、BSI30の哩土中から出土のものが接合して

いる。Po68は、西側斜面から出土している。

これらは、弥生時代後期後半から古墳時代中期後半にかけてのもので、B区で検出された

遺構の時期と重なるものである。とりわけ、北側斜面で弥生時代後期後半から終末にかけて

の土器が多く出土しているのは、古墳時代中期後半に集落が営まれる際に平坦面を削平した

ためと考えられる。
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挿図248　南谷大山遺跡B区遺構外出土遺物実測図（7）
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挿図25の　南脊大山通路B区過構外出土逸物実測図（9）

∈≡「
船］』。69

0　　　　　S＝1／6　　　20cm

と二二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿」

臣

与＝〕
O s＝1／6

挿図251南谷大山遺跡B区遺構外出土遣物実測図（10）
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第5章　南谷宙墳群の調査

第　節　南番錮⑳錮～錮⑳錮号境の概要

位　置　南谷古墳群は、総数28基からなり、斜面裾部に位置し横穴式石室をもつ14－17号境と、丘

南谷22号

境

南谷24号

墳

南谷25号

境

南谷26号

墳

南谷28号

墳

陵上に位置する古墳群とに大別することができる。

このうち後者は4群に分かれ、南谷ヒジリ遺跡が立地し、西方に延びる低丘陵上にある1

－3◎27号填、南谷夫婦塚遺跡が立地し、標高78m～94mと高く西方に延びる丘陵上にある

4－6◎18号墳◎7－13弓9－23号填、南谷大山遺跡が立地し、標高89m～92mと高く北西

方向に延びる丘陵上にある24－26号填、同じく南谷大山遺跡が南西方向に延び出す丘陵の先

端部、標高68m付近にある28号境である。

南谷古墳群は、橋津（馬ノ山）4号境を含む25基からなる橋津古墳群に隣接している。

南谷古墳群では従来23基の古墳群であると考えられていたが、新たに5基の古墳が確認さ

れ、新発見の古墳を24－28号項と命名した。

27号境は、1990年に調査された南谷ヒジリ遺跡のSI）01として報告されていたもので、1992

年に全体の調査が行われ、古墳時代前期の一辺約15mの方墳であることが確認された。

22号境は、1990年にその大半が調査されていたが、1993年に残りの南東側を調査し、22号

境の全形を調査することができた。

24号境は、径約10mの円墳で、主体部は箱式石棺が哩納されていた。断ち割りを行ったと

ころ、主体部の真下に、主軸方向を同じくする箱式石棺が検出された。内部から、乳幼児と

考えられる歯牙が検出されている。また、盛土の状況から、24号境は下部の主体部に伴う小

さい墳丘をさらに大きくしたものと考えられ、古墳築造の契機、主体部の構造及び被葬者の

性格を解明する上で大変興味深い資料である。

25号境は、擾乱が著しく周溝のみが検出された。径約10mを測る円墳と考えられる。26号

項と接するように検出されたが、出土遺物から25号項が先行するものと確認された。

26号境は、径約22mを測る円墳で、墳丘中心からはずれた位置で大小2つの主体部が検出

された。これらの主体部は大半が破壊されていたが箱式石棺と推定される。盛土もわずかに

残っており、北側に傾斜する基盤層上に盛土が行われていたことが確認された。

南側で25号項と接するように築造されているが、接する部分で周溝が途切れており、規模

的にはるかに上回る26号境が、小さな25号項を意識していたことが窺われる。

28号項は、半円形の周溝を検出することで確認できた、復元径約12mを測る円墳である。

内部主体は不明であるが、南側斜面に大型の安山岩の板石が落ち込んでおり、横穴式石室が

内包されていたと推定される。

24－26◎28号境の時期は、出土遺物から、24号境が古墳時代後期後半、25号境が古墳時代

中期後半、26号境が古墳時代後期中葉、28号境が古墳時代後期後半と考えられる。

特に、25号境は、そのとなりの丘陵にある宇野4号境と同時期と考えられる。また、南谷

大山遺跡の集落ともほぼ時期を同じくしており、集落と墳墓の関係を解明するための大変貴

重な資料を提供できると考える。
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第2節　南谷22・24～26・28号境の調査結果

南谷22号墳（挿図252－254、図版40）

位　　置　1990年度調査区の西側、東郷池に向かって舌状に延び

だす尾根の先端にあり、標高約77m－79mに位置する。

この尾根づたいには南谷古墳群の一群があるが、この一

遺　　物

時　　期

H＝79．50m

A

群の最先端に築造されている。
H＝99．00m

1990年度の調査できなかった部分で、開墾段の下側で、「㌃‾

墳丘は殆ど削り取られ、周溝のみが残っていた。その周

溝も耕作による擾乱で残りが悪く、今年度調査区で検出

できたのは北側で2．5m、西側で1．5m程である。周溝の

規模は北側の残りの良い所で幅が2・1m、深さが0・4mあH＝78．00m

り、西側で幅が1．2m、深さが0．1mであった。

この調査によって、南谷22号境の全容が明らかとなり

やや急な斜面に掛かり立地としては悪い所に、周溝を

掘って作られていたことがわかった。

遺物の出土はなかった。

時期は1990年度の調査結果から南谷23号境とほぼ同じ

c c，‾霊霊芸霊宝

舞勿
③淡黄褐色土
④洩黄褐色土（DKPを含む）
（9淡褐色土
（む褐色土（捜乱）
⑦褐色土（DKPを含む。堆乱）

O S＝1／60　　　　2m

挿図253両脊22号墳墳丘図
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挿層招関南番組骨墳調査前地形測量図

両替錮号墳（挿図255－263、図版41～45◎77）

億　　置　　A区の西側、E4◎E5◎F4◎F6グリッド付近、平坦な尾根から緩やかに下る斜面の

標高89m～89。75m付近に位置する。墳丘下にASIO4、ASK04がある。また、北西側の周

溝部分と墳裾から墳項に向かって東西に羽合町教育委員会の試堀調査のトレンチがあった。

墳　　塵　　調査前の地形でも0．7m～1．1m程の高まりと周溝の輪郭が確認でき、古墳の存在は容易に

判断できた。墳丘の規模は東西卓由が10．4m、南北軸が10．2mを測り、高さは北側で1．2m、西

側で1．5mである。形態は直径約10mの円墳であることが確認された。

周　　溝　　周溝は南側ではしっかりと堀り込まれ、北側では周溝の輪郭がなくなり、東西から巡って

きた溝はだんだん浅くなって途切れる。平面は「C」字状を呈し、断面は「U」字状を呈す

る。規模は幅が2。Om～3．3m、深さが0．1m～0．8mを測る。

周溝の東側で壁が東側に0．8m程削り込まれ、平坦面が作られて石棺が納められていた。

盛　　土　　墳丘盛土の残りが非常に良く、土層観察して、築造過程を考える上で良好な資料である。

緩やかに下ってい▼く斜面を利用して築造しており、斜面側にあたる北西側で盛土が厚く

なっている。

層は66層に分層でき、①②層は表土、③－⑳層は第1主体部に伴う盛土、⑳～⑲層は第2

主体部に伴う盛土、㊨層は第2主体部に伴う溝の哩土、㊨～⑬層は第2主体部の石棺を造る

ための埋め土、⑳層は墳丘下の遺構哩土、⑮～⑮層は周溝哩土と考えられる。

㊧～⑲層は第2主体部を意識するかのように、石棺に向かって盛り上げるように積まれて

いる。特に、㊨層◎⑳層は暗黒褐色土で、これを手がかりにして、盛土を除去していくと、
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挿図255　南脊24号墳墳丘図・土居断面図

－241一　　一242－

①洩黄褐色土
②暗黄褐色土（DKPを含む。提乱土）

③淡黄褐色土
④暗黄褐色土
（9時黄褐色土（DKPを含む）

（8時黄褐色土（DKP・黒色土粒を含む）
（分明褐色土（DKP・灰褐色基盤尉粒を含む）
⑧沫褐色土（DKP・灰褐色基盤層粒を含む）

（診時男褐色土
⑲暗黄褐色土（DKP粒を多く含む）
⑳時男褐色土（DKPを含む）

⑲滅橙褐色土
⑬明褐色土

⑯暗鬼灰色土（DKPを含む）
⑲明黄褐色土（灰褐色碁盤嘲粒を含む）
⑳淡褐色土（DKPを多く含む〉

⑲明罠灰色土（DKPを多く含む）
⑲明男褐色土（男色土柾を含む）

⑲淡薫褐色土（DKP・灰褐色基盤屑粒を含む）
⑳淡照褐色土（灰褐色基盤肩紐を含む）

㊨嗜照褐色土
⑳暗黄褐色土（灰褐色基盤屑粒を含む）
⑳黒褐色土（灰褐色碁盤屑粒を多く含む）

㊨暗黒褐色土（DKP粒を少し含む）
⑳明褐色土（DKPを含む）
㊨暗黒褐色土（DKP粒を含む）

⑳明黄褐色土（DKPを多く含む）
⑳明費褐色土
⑳明黄褐色土

⑳プロッタ
㊨明黒褐色土（粘性がある〉

⑳明黄褐色土（灰褐色基盤層粒を含む）
㊨成果褐色土（DKPを含む）
⑳明男灰色土（DKPを含む）

⑳照褐色土（灰褐色基盤屑粒を含む）
⑳明黄褐色土（DKPを多く含む）

㊨暗黄褐色土（粘性がある）
⑲明黄褐色土（DKPを含み、顔色土粒を含む）
⑳淡燕褐色土（DKPを多く含む）

⑳溌褐色土
◎時黄褐砂質土
＠淡黄褐色土（粘性があり、DKPを含む）

⑳明黄褐色土
㊨晴男褐色土

㊨暗黄褐色土
⑩暗無褐色土（DKPを含む）
㊨明黄褐色土（窯色土を含む）

⑲暗黄褐色土（粘性がある）
⑩時男灰色土
⑳嗜葺褐色土（土器を多く含む）

唾）明黄灰褐色土
㊥明黄褐色土

⑳DKPバンド
⑳暗褐色土
㊤暗黄褐色土

⑳暗褐色土
㊥暗黒褐色土
⑳暗渠灰色土

⑳暗照褐色土
⑳暗照褐色土

㊧時男灰色土
㊨暗男灰色土

⑳暗黄褐色土
㊧暗無灰色土

（暗黄褐色土が混じる）

（DKPを含む）

（DKPを多く含む

（DKPを含む）
（DKPをわずかに含む）

（DKPをわずかに含む）

（無色上組を含む）

（盛土）



÷

①暗褐色土

（診暗黄褐色土

③暗褐色土（粘性あり、DKPを含む）

④暗褐色土（DKPを多く含む）

O S＝1／20　　1m

h－　　　I　　　　」

挿図256　南谷24号墳第1主体部通構図

直径3．5m、蓋石からの高さ0．3mの円

墳状に掘りあがった。この盛り上がり

の裾部を観察すると、溝状に検出でき

た。さらに、⑳層を除去してみると、

㊨層が検出でき、それを除くと幅約40

cm、深さ約10cmの溝が検出できた。ま

た、地山の掘り込まれ方が、南東側で

鋭く掘り込まれているのも、この盛り

上がりに関係したものと考え、第2主

体部にかかわるこの盛り上がりを第1
1

次墳丘と考える。これに対して、③～⑳

層は第1主体部を意識して盛り上げら

れ、墳丘を形成している。これを第2

次墳丘と考える。

第瑠　　　　墳項部ほぼ中央に、盗掘と大木の根

主体部　によって擾乱を受けた第1主体部が検

出された。第1主体部は、撹乱土の中

に板石片が散乱し、小口石が2枚共立っ

挿図鏑　南脊錮号墳第　主体部石畳と堀り方図



三一一・一

O S＝1／3050cm

［「；J

挿図258　南脊24号墳第2主体部遺構図

たままで残っており、組み石の箱式石棺であったと考えられる。規模は長軸1．5m、短軸0．75

mで、主軸方向はN－790－Eである。底面は粘質土であった。

第2　　　　第2主体部は第1主体部とほぼ重なるように、真下に造られていた。第1主体部の底面か

主体部　ら第2主体部の蓋石までの距離は0．35m離れている。第2主体部は、南谷24号境から検出さ

れた3つの主体部の中では一番精巧に造られており、中心主体部と考える。基本的に4枚の

板石を重ねて蓋としていた。

蓋石を取り除くと、組み合わせ箱式石棺が造られていた。この石棺の小口石と側板の回り

に、大きいもので（30×40）cmの板石が並べられ、石棺外の西側に短径壷が置かれていた。

石棺内には蓋石や側板の崩壊した石片が多量に落ち込んでいた。崩落した石片や側板には赤

色塗彩されたものがたくさんあり、作られた当時は石棺内が真っ赤に染められていたと考え

られる。さらに、崩落石を除去すると浜砂が敷き詰められ、その中に赤色顔料の付着した蓋

杯のセットが枕として東側に置かれ、蓋杯の北側に鉄鉄が置かれていた。従って、被葬者の
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頭位は東側と考えられる。頭位側の蓋石をみると、真上に大型の蓋石（1．1×0・。6）mが、一

番上に置かれていた。石棺の規模は長軸1．0m、短軸0．55mで、深さは0．5mである。主軸方

向はN－790－Eである。

歯の鑑定　　頭位付近の砂をふるいにかけたところ、針状鉄製品とケース、ガラス小玉2点と共に、

被葬者の歯が出土した。この歯を鑑定した結果、右下顎第2乳臼歯であることが分かり、年

令が1－2才の乳幼児であることが判明した。その理由として、歯冠が短いこと、歯根の発

育がまだ初期であることが挙げられる。石棺自体が小型のものであるのも、被葬者の年令に

関係があったのかもしれない。また、足元と考えられる箇所には、赤色顔料を含む砂が直径

が15cmの円形範囲に置かれていた。第1主体部と第2主体部に主卓由方向は、同じであり、被

葬者間に血縁的に関係があったと思われる。

周溝内　　　周溝の南東側で周溝の壁を大きく削り、埋葬施設が納められていた。断面からこの石棺の

石棺　掘り方は周溝の哩土を掘り込んで作られており、第1主体部、第2主体部より、新しく埋葬

したものと考えられる。この石棺には、1枚の蓋石が被せられていた。蓋石の大きさは、長

軸1．0m、短卓由0．6mであり、北東側が幅0．75m、南西0．45mであった。蓋石を取ると、4枚

の板石を組み合わせた石棺があった。石棺内には、短頸壷と長径10cm、短径5cm程の板石

O S＝1／2　　　6cm」

Q

6

挿図259　南谷24号墳主体部・周溝内埋葬施設出土遣物実測図
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挿図260南谷24号墳周溝内石棺通構図

∈三十‾‾瞥p。6

O S＝1／3050cm顕

O S＝1／3　　　10cm

挿図261両谷24号墳周溝内出土遺物実測図

が3枚、北東側の小口石から10cm離れたところにあった。これは、石の枕と考えられる。従っ

て、被葬者の頭位は北東側と考えられ、主軸方向はN－46030′－Eである。この石棺はしっか

りしているが、全体に小型であった。

遺　　物　　第1主体部からの遺物の出土はなかった。第2主体部からは、須恵器杯蓋Pol、須恵器杯

身Po2、短頸壷Po3、柳東銀系の鉄鉱Fl、針状鉄製品とケースF3～F4、ガラス小玉J

巨J2が出土している。Pol◎P02はセット関係にあり、枕として使用され、赤色顔料が付

着していた。山本編年III期◎陶邑編年TK43並行である。周港内石棺からは、短頸壷P04が出
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土している。周港内の

北西側より、須恵器杯

身Po5－Po8、須恵

器杯蓋P09が出土し

ており、山本編年Ⅳ期

（古）◎陶邑編年TK

209並行である。

盛土中からは、口緑

部に平行洗練が施され

ている複合口緑をもつ

蛮PolOrPo15、高杯

Po16－Po18が出土し

ている。Pollは墳丘下

の遺構哩土から出土し

ている。

時　　期　　時期は第2主体部出

土の須恵器杯蓋により、

6世紀後半頃と考えら

れる。

≒一一一一シ「

周溝哩土

②淡黄褐色土

③明黄褐色土

④暗黄褐色土（DKP・粘質土を含む）

⑤暗黄褐色土（DKPを含む）

⑥淡黄褐色土

⑦暗黄褐色土

O S＝1／301m顕

挿図262　両谷錮号墳周港内石棺土層断面図

JLp。16＼恍7

ヽ。

挿図263両谷24号墳盛土内出土遺物実測図
－247－

Po19

O S＝1／3　　　10cm



南脊鏑号墳（挿図264e265◎267、図版45－47◎78）

位　置　南谷25号項は、調査区北部J8◎K8◎J9e K9グリッドに位置する。遺構周辺は、南

西へ走るなだらかな尾根の項上部である。標高は約92．25m～92．5mと、ほぼ平坦になってい

る。北側で、南谷26号項と接している。調査前は農地だったために、遺構全体にわたって撹

周　　溝

墳　　丘

埋葬施設

遺　　物

乱を受けている。

当遺構は円墳である。周溝は南西区がよく残っている。幅は約1．3mである。

墳丘部は捜乱のため削り取られている。墳丘部の直径は約10m、残っている高さは約20cm

である。

墳丘◎周溝内ともに、埋葬施設は存在しない。

南部周港内より、須恵器杯身Polが検出された。西側周溝からは、蛮胴部Po2、高杯Po3

－PolOが、出土した。

痛
S＝1／3 10cm

‾　／

、、‾‾‾「一志

：　‾…　1－√

∠∃‥）もp。1。

挿図264　南谷25号墳周溝内出土遺物実測図
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①表土・耕作土（暗茶褐色土）

②明黄褐色土（ロームブロックを多く含む）

⑮淡黒灰色土（黒色土を多く含む。くすんでいる）

⑲黒色土（旧表土。B・B層）

③明黄褐色土（②に比べややブロックが大きい。黒みを帯びている）　　　　⑫槍乱土（黒色土を多く含む）

④暗黄灰褐色土（大きいロームブロックを含む）

⑤明責灰褐色土（黒色土粒を含む）

⑥淡黄褐色土（硬く大きいロームブロックを含む。かなりしまっている）

⑦明褐色土（黒色土粒を少量含む）

⑧暗赤褐色土

⑨淡黄灰褐色土（大きいロームブロックを含む）

⑲淡黄灰褐色土（⑨に黒みを帯びた土粒が混じる）

⑪淡黄灰褐色土（小さいワームブロックを含む）

⑲明灰褐色土
（黒色土・ロームブロック・赤みを帯びた土粒・黒みを帯びた土粒を含む）

⑲淡黄褐色土（大きいロームブロックを含む）

⑲明黄灰色±（撹乱されている）

⑲淡褐色土

⑲暗黒褐色土

⑳暗灰褐色土

㊧暗褐色土

⑳暗赤灰褐色土（ローム粒を含む）

⑳明黄褐色ローム粒

⑳⑲を含む撹乱土

⑮⑳を含む撹乱土

⑳⑲と⑳を含む橡乱土（土器を含む）

⑳木の根による擾乱

S＝1／60

挿図265南谷25・26号墳土層断面図

－249－　　－250－

挿図266南脊錮号墳第　主体部通構図

①擬乱土（暗褐色土・ロームブロックを含む）
②捜乱土（暗褐色土・ロームブロック・黒色

土を含む。①に比べやや暗い）
③撹乱土（黄褐色土・ローム粒を含む）
④赤黄褐色土（ローム粒を含む）
⑤赤黄褐色土（ローム粒・砂を含む）
⑥淡黄褐色土（淡黄褐色ローム粒を含む）
⑦黒褐色土（ややくすんでいる）
⑧白色砂

⑨明灰褐色土（淡黄色ロームブロックを含む。
黒みを帯びている）

⑲淡灰褐色土（ロームブロックと褐色土を
含む。ブロックが細かい）

⑪淡灰褐色土（⑲に比べロームブロックが多い）
⑲淡灰褐色土（⑲に黒い土粒を含む）
⑲淡灰褐色土（ロームブロックを含まない）
⑲明黄褐色土（淡黄色ロームブロックを含む。

⑲に比べ淡くやや硬い）
⑲暗赤褐色土（ローム粒。黒褐色土を含む）
⑲木の根による撥乱

⑲擾乱土

S＝1／40　　1m

「－　　　！　　＿＿＿」
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時　期　　周港内より出土した須恵器Polより、古墳時代前期後半と推定される。須恵器は、山本編

年I期e陶邑編年TK208並行のものと考えられる。

南番錮号墳（挿図265－269、図版45－48e78）

位　　置　　南谷26号境は、調査区北部I6eJ6eK6◎I7◎J7◎K7◎I8◎J8◎K8グリッ

ドに位置する。ここは、西◎南西◎南へ派生する3つの尾根の根元である。標高も、約90．5

m～92．5mと、調査区内でも最高となっている。すぐ南には、南谷25号境が存在する。一方、

西側6mにはASI02とピット群が、それぞれ存在する。南谷25号墳同様、遺構のほぼ全域

が果樹園であり、後世の捜乱を免れることができなかった。

周　　溝　　当遺構は円墳である。周溝は全周する。周溝の幅は約3m、深さは約40cmである。南谷25

号境との接点付近では、周溝を南谷25号境と共有している。南谷25号境との切り合いについ

ては、擾乱のため不明である。周溝埋土は、北側◎西側で比較的残りがよく、暗黒褐色土が

主流である。周溝内には埋葬施設はみられなかった。

墳　丘　墳丘の直径はおよそ22m、周溝底からの高さは約1．9mで、南谷古墳群の中でも最大級であ

る。

盛　　土　盛土は②層～⑮層で、明黄褐色土（ロームブロック）を、主体としている。もっとも厚い

所では50cmにも達する。

／

一

二

二

一

l

一

挿図268南谷26号墳第2主体部遺構図
一252－

①明責灰色土（やや赤みを帯びている
土粒・黒みを帯びている土粒を含む）

（む淡黄褐色土（淡黄褐色ローム
ブロックを含む）

③明灰褐色土（ロームブロックを
含まない。やや赤い）

O S＝1／30　50cm

［－　；！



旧　　衷　　墳丘下の旧表は、遺構の西部から北部にかけてよく残っている。厚さは約10cmである。墳

丘下には、遺構がみられなかった。

第瑠　　　　第1主体部は墳丘の中心よりも、2mほど南に位置する。規模は東西3．2m、南北1．3m、

主体部　深さ20cmを測る。主軸方向はN－820－Eに振る。北西区には、石棺材がしっかりした状態で

立っている。大半が破壊されていたが、箱式石棺であったと思われる。床面では、西区を中

心に砂が敷かれている。厚い所では3cmにも達する。

一方、南区◎北区には抜き取り痕がみられる。南区の抜き取り痕は、基盤層につけられて

いる。これに対して、北区のものは、古墳の盛土につけられている。よって、（1）基盤層が

当主体部から北にかけて低くなっていたこと、（2）平らな床面を作るために、当主体部中央

以北に土を盛ったことがわかる。

第2　　　　第2主体部は、墳丘の中心から1．5mほど西に位置する。規模は東西1．4m、南北0．8m、深

主体部　さ18cmを測る。主軸方向はN－340－Wに振る。盛土を切って設けられた埋葬施設である。北

部に石棺材が残っているものの、全体的に激しく撹乱されている。当主体部も、箱式石棺と

推定される。

両主体部間の関係は、わからなかった。

物　　遺物としては、須恵器杯身PolePo2、須恵器杯蓋Po3～Po5、土錘Po6－Po8、鉄器

機≡∃二二割。2

O s＝1／3　　　10cm
、－r・1：－

二　三一：

∈＝B F2

O S＝1／2　　　6cm

L⊥＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図269両谷26号墳出土逸物実測図
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⑳po8
0　　　　S＝1／2　　　6cm

」　…・，・，・，，．日，，，日．．土＿．＿＿．＿　　」



Fl◎F2が、挙げられる。これらのうち、第1主体蔀より出土したのは、Po2◎Po3、刀

子F2である。須恵器杯身P02は主体部東部の擾乱溝から、バラバラの状態で発見された。

一方、須恵器杯蓋P03は、主体部中央の撹乱土中より、逆さまの状態で出土した。さらに、

刀子F2は主体部北東部の④層赤黄褐色土上より、検出された。

時　　期　　須恵器杯蓋P03より、当遺構は古墳時代後期中葉のものと考えられる。南谷25号境との新
ヽ

旧関係は、遺物の時期差により当遺構の方が新しいと言える。

当古墳は、規模の上でも南谷25号境の2倍以上である。しかしながら、南谷25号項との接

点付近では周溝の規模を縮小している。よって、（1）当遺構の被葬者は南谷25号境のそれよ

りも力があった、しかし、（2）南谷26号境は南谷25号境を意識して、後者を壊さないように

築かれた、と考えることもできる。

須恵器は、山本編年II期◎陶邑編年TKlO並行のものと考えられる。

南番錮号墳（挿図270－273、図版48◎78）

億　　置　　南谷28号境は、調査区南部C24◎d24◎e24◎C25◎d25ee25グリッド、標高67．75m～68．25

mの緩斜面に位置する。北東約16mにはBSI22が、北約10mにはBSI21が、北西約10m

にはBSIllが、南西約10mにはBSI37が、それぞれ位置する。一方、南東側にはBSS

O4e BSI42がある。

墳　　丘　　墳丘は耕作などにより、削平されている。残っている部分から判断すると、当古墳は墳丘

の直径約10m、高さは約50cmの円墳である。

周　溝　周溝の南半分も、後世の擾乱により削り取られている。残存する部分の周溝の幅桜、約3

mである。

周溝内　　　周溝西部にBSKllがある。東西1．5m、南北1．6mの円形を呈し、断面は逆台形である。

土坑　遺物は伴わなかった。哩土等も検討すると、新しい時代に掘られたものと考えられる。詳し

くは、BSKllの項を参照されたい。

埋葬施設　　墳丘◎周溝ともに、埋葬施設はみられなかった。当遺構から南10m、d26グリッドの南東

斜面に、石棺材6枚が放置されていた。これらは、安山岩で平面が2mXlm、厚さ約20cm

の大きさをもつものである。28号境に横穴式石室が存在したが、盗掘または耕作によって破

壊されたと考えることもできる。

遺　　物　　遺物としては、須恵器杯身Pol～Po9、須恵器杯蓋PolOePoll、須恵器有蓋高杯蓋

Po12、須恵器直口壷Po13、須恵器提瓶Po14、須恵器直口壷胴部Po15、須恵器有蓋高杯Po16、

二、I、二

⑳po26

O S＝1／3　　　10cm

．11－－1－亡二二二：：∃

挿図270南谷28号噴出土遺物実測図（2）
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O S＝1／2　　　6cm
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須恵器高杯杯部Po17、須恵器高杯裾部Po18、須恵器高

杯脚部Po19、大型要Po20、寮Po21・Po22、壷Po23、

底部Po24、土錘Po25・Po26が、挙げられる。

これらのうち東側周溝で見つかったのは、須恵器杯

身Pol、須恵器直口壷Po13・Po15、須恵器有蓋高杯

Po16、須恵器高杯Po17である。これに対し、周溝西側

の遺物は須恵器有蓋高杯蓋Po12、大型要Po20である。

石列内の須恵器杯蓋Pollをはじめ、遺構周辺からも

須恵器杯身を中心に、多くの土器がみられた。遺物の

時期や位置関係を考慮すると、当古墳からの流れ込み

と思われる。

時　期　　時期は、周溝で検出された須恵器Po13～Po16より、

古墳時代後期後半と推定される。

須恵器は、山本編年III期～Ⅳ期（古）・陶邑編年TK

43－TK209並行のものと考えられる。

畢

O S＝1／20　　50cm

l．　　　†　　　　！

挿図271南谷28号墳周溝内土器出土状況図

O S＝1／200　　5m

ll L l

O S＝1／60　　　　2m
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挿図273南谷28号墳出土遣物実測図（1）
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O S＝1／3　　　10cm
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第3節　南番犬幽遠跡石劉遺構の調査結果

石　　列（挿図274、図版48）

億　　置　　右列は調査区南部、d25◎d26グリッドに位置する。遺構周辺は、標高約65．9m～67mの

南東を向いた斜面である。当遺構は、尾根に沿って北東から南西方向を向いている。右列の

南西部はBSS04と重複する。一方、南にはBSD03が走っている。

形　　態　　薄い石が列をなして、重なり合っている。大別すると2段からなり、両段の間には20cmほ

どの高低差がある。

長さは約12m、幅0．25m～1mを測る。南西へ向かうほど標高が低くなっている。レベル

の差は、約1mである。

当遺構はBSS04と一部で重なり、BSI42の残存部分にも南側で接する。石列と、前者

との切り合いは擾乱などのため、わからなかった。位置やレベルを検討すると、当遺構がB

SS04とBSI42の哩土が崩落するのを防いでいるようにも見受けられた。

約0．5m～4m下には、横穴式石室に使用されたと考えられる大型の板石が6枚、放置され

ていた。これらは安山岩で、南谷28号境のものと推定される。

遺　　物

時　　期

須恵器杯蓋Pollなどの土器が検出されたが、南谷28号墳からの流れ込みと思われる。

時期◎用途ともに不明である。

靡疇転票◎
⑬鴎♂

8

⊆上土空当
0　　　　　　　　　　　2m



第6章　南各陵汐咽遺跡⑳南谷野驚境の調査

第　節　南藩医ジ　遺跡⑳南番錮号境の概要

億　　置　　南谷ヒジリ遺跡は東郷池の北西、橋津川中流右岸の標高21m～24mの丘陵上に位置する。

この丘陵は羽合平野に向かって東西に延びる舌状のものである。

付近には周知の南谷遺跡、南谷太ナル遺跡があり、羽合平野を望むと古墳時代前期の大集

落を持つ長瀬高浜遺跡がある。

瑠錮年度　　南谷ヒジリ遺跡の調査は1990年度に行なったが、西側が崩壊危険区城に指定されていたた

調　　査　め、家屋の立ちのきが終了するまで調査ができず、今年度調査することになった。

1990年度の成果としては弥生時代終末から古墳時代前期の住居跡を5棟、掘立柱建物跡を

3棟、土坑を4基、段状遺構を1基確認した。さらに、今年度調査のきっかけになった「コ」

字状の溝状遺構も確認された。この溝は古墳の周溝の形態によく似ていることから、方墳が

1基存在することが想定されて今年度調査となった。

第　節　南番錮号境の調査結果

南番錮号墳（挿図276－278、図版49－79）

億　　置　　調査区のほとんどを占め、標高約21m～21．75mの地点に立地し、ほぼ尾根の中心を利用し

て築造されていた。この古墳は羽合町大字南谷地区にあるために南谷古墳群の中に入れたが、

この尾根上の東側に、南谷2◎3号境があり、西側に南谷1号項があるのみで、他の古墳とは

離れている。＼南谷1号境とは近接しているようであるが、円墳で石棺をもつと台帳に記載して

あること、近くの梨畑の斜面に石棺材があることから、南谷1号境と南谷27号項を区別した。

墳　　蕊　　墳丘は梨の耕作でかなりの削平を受けていた。特に、墳丘内の基盤層であるnKP層はひ

どく撹乱されていた。墳丘の規模は東西卓由で14m、南北軸で14．5mあり、高さは南周溝底か

ら0．5mを測り、平面形は方墳であった。

周　　溝　　周溝は西側と東側で、だんだん浅くなって途切れてしまい、平面が「コ」字状を呈する。

また、東側の周溝が切れたすぐ北側で、0．5m程の平坦面があり、その先で再び掘り下げられ

ていた。その溝は1990年度に調査したSXOlに向かって階段状に登っていく様相を呈してい

た。この溝が南谷27号境に伴うものかどうかはわからなかった。それ以外には北側ではしっ

かりした溝は検出できず、そのままの地形を利用して古墳が作られたと考えられる。

規痍は南側で幅1。5m、深さ0．5m、西側で幅1．4m、深さ0．5mであった。断面は「U」字

状を呈する。

通　観　出土遺物は、壷の頸部Pol、複合目線をもつ蛮Po2一◎Po3、小型丸底壷Po4、高杯P05

である。

北西区の暗黒褐色土中から、目線端部に平坦面をもち口緑下端が外方に突出する婆口緑Po

2　◎Po3、風化が進んでいるが完形を保った複合口緑をもつ小型丸底壷P04が出土してい

る。また、南側周溝の中央付近の底面から、頸部に断面方形の貼り付け突帯をもつPolが出
一．

土している。

時　　期　　出土遺物より、南谷27号境の時期は古墳時代前期と考えられる。
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挿図275南脊ヒジリ遺跡調査前地形測量図

挿図278　両谷ヒジリ遺跡・南谷27号墳遺構全体図

①淡黒褐色土（DKP粒、暗黒褐色土を含む）

②淡褐色土

③暗褐色土（やや黒みを帯びている）

④暗黄褐色土（粘質がある）

⑤暗褐色土（DKP粒を含む）

⑥明灰褐色土

⑦暗黄褐色土（サラサラしている）

（訂黄褐色土

⑨淡果褐色土

訂‾　⑩暗褐色土

⑪暗渠褐色土

⑲木の根による擾乱

挿図277　南谷27号壌土層断面図

一259一　　一260－

O S＝1／郎　　　　2m
l．　　　　：　　　　　　！



O S＝1／3　　　10cm

JL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図278南谷27号墳出土遺物実測図

第3節　商番陰ジ噂遺跡の調査結果

瑠◎　藍　　　蠣

SK⑳5（挿図279、図版50）

位　　置　調査区南東端、A3グリッドの中央南東より、北西に緩やかに下るがほぼ平坦面を成して

いる丘陵状で、標高21．5m付近に位置する。土壌の東端は1990年度の調査区と接している。

南谷27号境の墳丘内の南寄りにある。SK07と平行し、SK06の延長線上の東側にある。

形　態　　SK05は不整形ではあるが、長方形状をしている。規模は、長軸3．7m、短軸0．6mを測り、

深さは0．2－0．72mである。

埋　　立　　哩土は14層に分層できる。層には規則性がなく人為的に埋められた形跡がある。基盤層で

あるDKPによく似た土色でプランが確認できた。耕作の撹乱による掘り込みは柔らかかっ

たが、比較的締まりの良い哩土であった。

時　　期　　遺物の出土がなく不明である。

性　　格　　底面も一定しないところもあり、用途は不明である。

l

－∈番
ロコ

鉢 圃
（訪淡黄褐色土

②暗褐色土（DKP、黒色土粒）
③明黄褐色土

④明黄褐色土（灰色粘質土合む）

－⑤淡黄褐色土（灰色粘質土合む）
A’　⑥明黄褐色土偶色土粒を少量含む）

挿図2関南谷ヒジリ遺跡SK鵬迂辰図
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⑦明黄褐色土（灰色粘質土を多量に含む）
⑧暗褐色土（DKP、黒色土粒かやや少ない）
⑨暗褐色土（DKP、黒色土粒を極少含む）
⑲明黄褐色土（黒色土粒を含む）

⑪暗黄褐色土（DKPを含む）
⑲暗黄褐色土（DKPを多く含む）
⑬暗黄褐色土

⑲明黄褐色土（灰色粘質土ブロックを含む）
⑮木の根による拇乱

O S＝1／60　　　　2m



ソ
A　－

匡
∈

薫巨
岩

①淡黄褐色土

A’　②暗黄褐色土

懐

③暗黄褐色土（DKP粒を含む）

④黒褐色土（撹乱土）

O S＝1／60　　　　2m

！・　　　　；　　　　　」

挿図280　南谷ヒジリ遺跡SKOG遺構図

5K⑳6（挿図280、図版50）

億　　置　　調査区南側、A3グリッドの中央南西より、北西に緩やかに下るがほぼ平坦面を成してい

る丘陵状で、標高21．25m付近に位置する。南谷27号項の墳丘内の南寄りにある。SK07と平

行し、SK05の延長線上の西側にある。

形　　態　　SK06は不整形ではあるが、長方形状をしている。規模は、長軸3．2m、短率由0．8mを測り、

深さは0．15m～0．45mである。

埋　　立　　哩土は3層に分層できる。SK05の層に比べると堆積の仕方に規則性はあるが、土質は良

く似ていた。基盤層であるDKPによく似た土色でプランが確認できた。耕作の撹乱による

掘り込みは柔らかかったが、比較的締まりの良い哩土であった。

時　　期　　遺物の出土がなく不明である。

性　　格　　底面が一定せず、用途は不明である。

SKO7（挿図281、図版50）

億　　置　　調査区北側、a3グリッド～A2グリッドに掛けてほぼ東西に延びており、北西に緩やか

に下るがほぼ平坦面を成している丘陵状で、標高21．25m～21．75m付近に位置する。南谷27

号項の墳丘内の北寄りにある。SKO5e SK06と平行して延びる。

形　態　SK07は不整形ではあるカ†、長方形状をしている。規模は、長軸7．6m、短軸0．6m～1．0m

を測り、深さは0．3m～0．7mである。

埋土は20層に分層できる。SK05の層に比べると堆積の仕方に規則性はあるが、土質は良

く似ていた。基盤層であるDKPによく似た土色でプランが確認できた。耕作の撹乱による

掘り込みは柔らかかったが、比較的締まりの良い哩土であった。

時　　期　　遺物の出土がなく不明である。

性　　格　　底面が一定せず、用途は不明である。

2◎　段状遺構

55⑳2（挿図282◎283、図版50）
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造

①淡黄褐色土（DKP混じる）

②暗黄褐色土（DKP、灰色粘質土を含む）

③暗黄褐色土（灰色粘質土を含む）

④淡黒褐色土（DKPを含む）

⑤灰色粘質土

⑥淡灰褐色土（灰色粘質土を含む）

⑦暗灰褐色土（灰色粘質土を含む）

⑧淡灰褐色土（灰色粘質土を含む）

⑨淡灰褐色土（灰褐色土を少量含む）

⑪明黄褐色土（灰色粘質土を含む）

⑫暗褐色土（DKPを含む）

⑬暗灰褐色土（DKPを少量含む）

⑬暗褐色土

⑮暗灰褐色土（DKPを多量に含む）

⑲暗黄褐色土（DKPを含む）

⑲暗褐色土（DKPの細粒を含む。授乱）

⑲暗褐色土（DKP、灰色粘質土、黒色土粒を含む。撹乱）

⑲暗褐色土（DKP、灰色粘質土を含む）

⑲淡灰褐色土（灰色粘質土を多量に含む）⑳暗黄褐色土

O S＝1／60　　　　2m

挿図281南谷ヒジリ遺跡SKO7遺構図

億　　置　　調査区北側、a2グリッド～b3グリッドにかけて北東から南西に延びており、北西に緩や

かに下るがほぼ平坦面を成している丘陵状で、標高20．25m～20．75m付近に位置する。南谷

27号境の墳丘から1．5m離れたところにある。北側は崩壊危険区城の工事が入っていたため遺

構の広がりを確認することができなかった。

形　　態　　SS02は一部分しか確認できなかったため、全体の形態をつかめないが、検出されている

範囲では、平面が方形になると推測された。規模は、長軸9．0m以上、短軸1．、5m以上を測り、

深さは西隅で0．33mである。面積は13．5m2以上である。

埋　　立　　哩土は4層に分層できる。①～④層は自然堆積である。

逸　　物　　出土遺物は、複合目線をもつ壷Po6、同じく婆Po7、高杯の裾部Po8◎Po9、同じく杯

部PolOである。

床面出土土器は、床面直上から、口緑部が大きく外反して立ち上がり、端部に平坦面をも

つ壷P06が、西側隅で床面から20cm浮いた状態で、口綾部ナデ仕上げで、端部が僅かに平坦

面を成し、頸部に断面方形のはりつけ突帯をもつ婆P07と浅い椀状の高杯杯部P08が出土

している。

二戸
O S＝1／3　　　10cm

」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図282南谷ヒジリ遺跡SSO2出土遣物実測図
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B，（D淡黒褐色土

②黒褐色土（基盤粒、炭、焼土粒を含む）

③黒褐色土（基盤粒を多く含む）

④黒褐色土（基盤粒を含む）

（訪穫乱土

時　　期

性　　格

O S＝1／60　　　　2m

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿　　　」

挿図283南谷ヒジリ遺跡SSO2遺構図

時期は床面出土土器より、古墳時代前期と考えられる。

底面は平坦で、住居の床面によく似ているが、壁溝、柱穴が検出できなかったので性格は

不明である。

遺構外遺物について（挿図284・285、図版79）

遺構外から、安山岩製石錘Sl、寛永通宝1点、蔵骨器が出土している。このうち蔵骨器

は、調査終了後工事中に検出されたもので、出土地点ははっきりしない。

蔵骨器　蔵骨器として利用されていたものは、備前焼の嚢PolOである。また、同地点で備前焼の捨

鉢P09が出土しており、はっきりとはしないが、措鉢で蓋をして埋葬されたものと考えられ

る。

蔵骨器の内部には乾燥した褐色土と共に、モグラと思われる小動物の骨が入り込んでいた。

また、ルリ粕を施した菊皿風の小皿Poll、灰粕を施した瀬戸焼の小型水差しPo12、外面赤漆・

内面黒漆を施す木製合子Wl・W2、窯漆が施される木製品W3・W4・W5・W6・W7、

端部が花弁様になる青銅容器Bl、不明鋼製品B2、毛抜きと考えられる鉄器Fl～F3、

鉄釘状鉄器F4、布の断片が多数が出土している。Fl～F3は同一個体と考えられる。

P09は、片口の捨鉢で、括り目は斜交している。

PolOは、「く」字状の口緑部をもち肩部が大きく張り、しっかりとした平底の底部をもつも

のである。肩部には、貼りつけの形骸化した耳が3カ所ある。また、へラ描き記号が施され

る。内面底部には、比較的大きな布の断片が残っており、布で覆われたものが入っていたも
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挿図285　南谷ヒジリ遺跡地内出土遣物実測図

のと考えられる。布の種類は不明であるが、織り

目が細かい。

Pollは、底部外面に墨書による「二」という漢

字が書かれている。Po12は、墓と考えられる黒色

の付着物があり、底面は回転糸切り痕◎布目痕が

残る。

Bl内には、和紙が入っており、また、その上

に径3．8cm程の円形の鋼製品が落ち込んでいる。

時　　期　　P09は備前Ⅴ期（新）、PolOは備前Ⅳ期と考え

られ、それぞれに時期差があるが、蔵骨器として　OL

埋葬された時期は、P09の時期であり、16世紀末

～17世紀初頭と推定される。

－265－

＝ノ
S＝1／2、　　10cm

励
Sl

B3

0S＝1／32cm

忘爛嘉潮よ

し⊥＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図㈲掴南脊ヒジり過跡遺構外出土過物実測図



ま　と　め）

集　　落　1991年度◎1992年度にかけての調査では、南谷大山遺跡で竪穴住居跡49棟、掘立柱建物跡

3棟、土坑25基、段状遺構5基、溝状遺構8条、ピット群4群を検出することができた。南

谷大山遺跡は、弥生時代後期後半～古墳時代中期後半にかけての、非常によくまとまった集

落遺跡であり、この地域の集落構造を解明するための大変貴重な遺跡である。ここでは、1991

年度から1992年度の調査のまとめとして、簡単に集落の変遷を考えてみたい。

集落の　　弥生時代後期後半には、大きく2カ所で住居が営まれている。A区の標高が90m付近の高

変　　遷　い地点にASIOl◎03eO4、ASKO3、ASDOle02が作られている。また、B区の標高65

南　　谷

古墳群

m～77m付近のやや低い地点に、BSI23◎27◎33◎36◎37、BSK14◎15◎18◎19◎24、

BSSOle03が作られている。竪穴住居の平面形は、隅丸方形4棟、方形1棟である。

弥生時代終末には、高い地点での住居は急速に減少し、ASIO2、ASK04のみである。

B区では標高79m付近の上方の平坦面で、＿　BSIO1－04◎06－08e31◎35、BSKO2－09が

作られている。この住居群に付随して、道路として使用されたと考えられるBSDOlが作ら

れている。標高69m付近の下方の平坦面では、非常に大型の多角形住居であるBSI2巨26

を中心に、小型のBSI17◎25◎42、BSK16◎17◎23が作られている。竪穴住居の平面形

は多角形のもの2棟、円形のもの1棟、隅丸方形のもの5棟、方形のもの7棟と混在した状

況にある。

古墳時代前期では、遺構検出は完全にB区に限定される。BSI10－3◎12弓4◎15◎18e

20◎30－5　◎32◎38◎40、BSBO1－03、BSS04がこの時期に当たる。これらは、B区の

先端から上方の平坦面にかけて、広い範囲で営まれている。中心となるのは大型のBSI20◎

32と考えられるが、この二つの住居にも前後関係が与えられるものと考える。この時期には

貯蔵穴と考えられる土坑が見られなくなり、代わりに掘立柱建物跡が現れている。この時期

で、貯蔵の形態及び生産物の所有形態が変化したものと考えられる。竪穴住居の平面形も隅

丸方形が2棟に対し、方形住居が7棟と方形住居が主流となっている。

この時期から空白期間があり、つぎに集落が営まれるのは、古墳時代中期後半になってか

らである。ちょうどこの空白期間は、平野部で長瀬高浜遺跡の大集落が営まれた時期であり、

南谷大山遺跡で集落が途切れることは、大変興味深い事実である。

古墳時代中期後半には、集落の範囲がB区先端部に限られている。BSIO9◎10－1◎10－

2　◎11◎13e16e19◎22◎24◎28e29◎30－1◎30－2　◎30－3◎39◎41e43◎44◎45、集

落を取り囲むように作られたBSD03がこの時期に当たる。この時期に特徴的に言えること

は、同じ位置で竪穴住居が建て替えられていることである。BSIllでは7回、BSI13◎30

では4回建て替えが確認されている。いずれの住居も最終的にはその規模が縮小傾向にある。

1991年度～1992年度にかけて、南谷古墳群で22e24－28号境の6基の古墳を調査した。

このうち、24号境は第1次墳丘、第2次墳丘をもつ古墳と確認された。第1次墳丘の規模

は径3．5m、高さは約1mを測り、周溝状の溝も検出されている。この墳丘に伴う箱式石棺内

から乳幼児の歯牙が検出されている。第1次墳丘はしばらく放置されたものと考えられるが、

その期間は短いものであったと考えられる。

第2次墳丘は、第1次墳丘の規模をさらに大きくしたもので、径約10mを測る円墳である。

第1次墳丘の主体部とほぼ同じ主軸方向をもつ箱式石棺を主体部とする。

24号境は、被葬者の性格◎古墳築造の契機を考える上で、19号境と並び大変貴重な古墳で

ある。
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25号境は、撹乱が著しく周溝のみが検出された。径約10mを測る円墳と考えられる。26号

項と接するように検出された。

26号境は、径約22mを測る円墳で、墳丘中心からはずれた位置で大小2つの主体部が検出

されている。これらの主体部は大半が破壊されていたが箱式石棺と推定される。盛土もわず

かに残っており、北側に傾斜する基盤層上に盛土が行われていたことが確認された。

25号境から出土した須恵器は山本編年I期◎陶邑編年TK208並行期、26号項から出土し

た須恵器は山本編年II期◎陶邑編年TKlO並行期と考えられ、25号境が先行するものと確認

された。

26号境は、南側で25号境と接するように築造されているが、接する部分で周溝が途切れて

おり、規模的にはるかに上回る26号境が、小さな25号境を意識していたことが窺われる。

同様な状況は、南谷古墳群中では19号墳◎20号項にもみられる。

25号境は、そのとなりの丘陵にある宇野4号境と同時期と考えられる。また、南谷大山遺

跡のB区先端部に位置する集落ともほぼ時期を同じくしており、集落と墳墓の関係を解明す

るための大変貴重な資料を提供できると考える。

27号境は、1990年に調査された南谷ヒジリ遺跡のSり01として報告されていたもので、1992

年に全体の調査が行われ、古墳時代前期の一辺約15mの方墳であることが確認された。

現在のところ、南谷古墳群中では最もさかのぼる古墳である。

28号境は、復元径約12mを測る円墳である。内部主体は不明であるが、南側斜面に大型の

安山岩の板石が落ち込んでおり、横穴式石室が内包されていたと推定される。出土している

須恵器は、山本編年III期～Ⅳ期（古）◎陶邑編年TK43－TK209並行期と考えられる。

南谷古墳群中では、横穴式石室を内包するものは、14－17号境が確認され、その石室形態

はC2類と考えられる。28号境も同様な石室形態が推定される。

22号項は、1990年にその大半が調査されていたが、1992年に残りの南東側を調査し、22号

境の全形を調査することができた。

以上簡単に調査事実に即してまとめを行ったが、十分な考察はできなかった。南谷大山遺

跡の集落の様相◎南谷古墳群との関係等、今後の調査研究に待つところが大きい。

最後に、ここに報告書を上梓する運びとなったが、調査の実施、報告書の作成にあたり、

指導◎協力及び助言いただいた各位に深甚の謝意を表します。
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